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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が少し苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。
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    一章　俺が文化祭の準備をすると妹の機嫌が悪い件


    



    　玄関を開けるとそこは雪国だった。


    　もとい、雪国のような凍りつくようなオーラをまとった妹が、待ちかまえていた。


    「……兄あにっち、遅い」


    　兄っちとはすなわち、都立第三高校二年Ｃ組、日向ひゆうが明あ日す太た。死ぬほど疲れ果てて学校から帰ってきた、三度の飯より仏像大好きなこの俺のことである。


    　早く靴を脱いで、自分の部屋でばたんとうつぶせに倒れたい。でも玄関に妹が立ちふさがっているせいで家に入れない。というか、


    「バスタオル一枚で玄関に出てくるんじゃないっ！」


    　妹の今日きよう子こは一年Ａ組、学校では一、二を争う美少女と呼ばれ、部活では水球部のエース、性格は小生意気。髪から水がぽたぽたしたたって、はだしの足元に水たまりを作っている。


    「だって、兄っち帰ってくるのずーっと待ってたんだもん！」


    　妹はぷうっとふくれた。水球というのはハンドボールをプールでやるような感じのスポーツで、よく立ち泳ぎをしながらボールを取ったり投げたりできるもんだ、浮力はどうなってるんだと思っていたが、なるほど、あのほっぺたの袋に空気をためこんで浮いているのか。


    　そして、バスタオルからのぞく胸の谷間がほっぺたと同じぐらいふくれていることに気づいてしまった俺は、あわてて回れ右して妹に背を向けた。俺の目にうつる外の景色は真っ暗だ。十時を回ってるんだから、当然である。
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    「いいから服を着ろ！　外から見えるだろ！」


    「こんな時間、誰も道なんか通ってないよ。何時だと思ってんの？」


    　妹は手を伸ばして俺の両腕をつかむと、自分のほうを向くようにぐるんと回した。水中の格闘技と呼ばれる水球で鍛えまくっているだけあって、体は細いくせに力が強い。俺はあっけなく回されてしまった。その俺の胸に、妹は右手の人差し指をプスッと突き立てる。


    「どうしてこんなに遅かったのか、説明してくれないとあたし、激おこぷんぷん丸なんだからねっ！」


    　どこの宇宙の言語だ、それは。妹がますますハコフグのようにふくれて俺をにらんでいるので、たぶん怒ってるということを意味してるんだということはわかる。俺の胸に刺さってないほうの手を腰に当てているのも、怒りを示すジェスチャーだ。ついでに少し腰を曲げて前かがみになり、顔を近づけるのも怒りの……。


    「い、いや、かがむなバカ！」


    　かがむと、バスタオルで巻いただけの胸の部分が、上の角度から見えてしまう。二個入りパックの大福モチをスーパーで買って袋に入れて持って帰る間に偏ってしまい、ぎゅっと押しつけあってくっついていることがあるが、妹の胸に付属しているふたつの膨ふくらみが、ちょうどそんな状態でムニュッとお互いに密着している。その様子が、もろに見えてしまうのだ。


    　俺は仏教を極め、悟りの道を目指している。仏教の教えによれば、女によ性しようは悟りの道を阻はばむ悪魔マーラである。相手はしょせん妹だ、ほんの十年前にはいっしょにお風呂に入って裸なんてさんざん見た、それがちょっとぐらいあっちこっち膨らんだところで、うろたえることなど何もないはずだ。そう、僧職男子はうろたえない！


    「おい、胸に指を刺すな。穴があく」


    　俺は深呼吸して冷静さを取り戻しながら、妹に言った。すると妹はムッとして、ますますグリグリと俺の胸に指を押しつけてきた。


    「あたしは兄あにっちを、こんなに遅く帰ってくるような不良に育てた覚えはありません！」


    「奇遇だな、俺もおまえに育てられた覚えはない。あと胸が痛い、物理的に。シャツ脱いで見てみたら、絶対赤くなってるぞ」


    「胸が痛いのはあたしのほうだもん、精神的にだけど！　帰らぬ兄っちを待って待って待ち続けて、どれぐらい痛くなってるか見てみたらっ？」


    　妹は、胸のところで挟んでとめているバスタオルをほどこうとした。俺はあわてて、その手を押さえて止めた。


    「待ーて待て待て！　精神的な胸の痛みだったら見てもわからないし、とっとと服を着ろ！　なんでいつも裸なんだ、おまえは！」


    「ふつうお風呂に入るときは、裸じゃない」


    「ふつうお風呂から出たあとは、裸じゃあない！」


    　小生意気な妹は、俺がこんなに言ってもちっとも言うことを聞く気配もなく、家に入ろうともしない。依然、玄関に立ちふさがって俺を通すまいとしている。


    「あのなあ、いいかげん家に入れろよ。おなかもすいてるし、風呂も入りたいし」


    「あ、じゃああたしもお風呂に戻るから、いっしょに入ろっ♪」


    「なんでだ！　男女七歳にして席を同じゅうせずっていうだろ、七歳になったらもう近くに寄るなってことだぞ？　俺は七歳どころか、十七歳なんだぞっ？」


    「兄あにっちの誕生日は十二月だから、まだ十六歳じゃん。ちなみにあたしも十二月生まれだからまだ十五歳だし、そもそも七歳になったらいっしょにお風呂に入ってはいけませーんとは一言も言ってないわけだし」


    「そういうへ理屈を言う奴がいるから、法律の本はバカみたいに分厚くなって、バカみたいな法律がいっぱいできるんだ。アメリカの法律の『ドーナツの穴を売るな』とか、『プールの中で自転車をこぐな』みたいな」


    「へー面白い法律があるんだね、兄っち物知りー、さすがー、ぱちぱちー」


    「感心してくれなくていいから、とっとと服を着ろ！　だいたい、おまえはいつも部活のあとでシャワーを浴びるから家の風呂には朝入ってるじゃないか。なんでこの時間に風呂なんだ？」


    「水球部の朝練で早起きしてねむねむだから、眠気覚ますために入ったのよ」


    「寝ればいいだろ」


    「だから兄っちを待ってたって言ってるでしょ？」


    　妹は、いかにも「やだもう、この兄っちときたら話が通じないわ」みたいな半ば諦てい観かんを漂わせたあきれ顔で俺を見た。


    「待っても待っても帰ってこなくて、眠くなったから眠気を覚ますためにお風呂に入ったのよ。で、話を思いっきり元に戻すけど、どうして最近こんなに毎日遅いわけ？」


    「十月の文化部にそれは愚問ってもんだぞ。毎年、三さん高こう祭さいの前一か月は、文化部の奴は準備で毎日遅くなるのは恒例行事だからな」


    　死ぬほど疲れている俺が、面倒くさくて早口でそう説明すると、妹はびっくりしたように目をまん丸くした。


    「……あっ。ひょっとして、仏像愛好会で残ってたの？」


    「ひょっとしなくてもそれだ。他に何だと思ったんだ」


    　俺がため息まじりにたずねると、妹は少しわたわたして、


    「べ、別に何だと思ったわけじゃなくて、ただ単に兄っちが帰ってくるのが遅いから気になって……」


    「この時期、文化祭の準備だってわかりそうなもんだけどな」


    「だって兄っち、去年は何もしてなかったじゃない」


    「まあ去年は一年生で、文化祭のやりかたとかもよくわかってなかったからな。部活なら顧問や先輩がいるけど、一年生三人で作った同好会だと、教えてくれる人がいなかったから……」


    「あたしだって一年生だもん、あたしだって文化祭なんてはじめてだもん。中学校のときも、上に高校がついてる学校の子は文化祭に参加してたけど、聖セントエルモ女子には高校も文化祭もなかったし。どれぐらいの時期から準備するかなんて、知らないもん」


    「ああ、まあクラスのほうはまだ準備が始まってないところが多いしなあ」


    　むしろクラスの出し物の準備が始まると、それに手を取られる可能性が高いので、文化部は先行して部の発表の準備をしているのだ。それに、運動部は文化祭に関係ないので、妹が知らなくてもしかたがないかもしれない。


    　ところで、ここで少し三さん高こう祭さいについて説明しておこう。


    



    　三高祭とは、俺たちが通っている都立第三高校の年に一度のお祭りである。十一月三日の文化の日のあたりの土曜と日曜を使って、土曜に文化祭、日曜に体育祭（運動会）を行うのだ。


    　体育祭も文化祭の一環なので、内部の生徒だけによるものではなく、外部の観覧客もＯＫだし、飛び入りの競技種目も何種類も準備されていて、客も参加できるものとなっている。また生徒による競技種目も、ふつうのリレーなどだけではなく、柔道部・空手部・ボクシング部・レスリング部など格闘系の部が参加する異種格闘トーナメントとか、サッカー部とラグビー部が駿しゆん足そくを競うクラブ対抗リレーとか、観客の目を意識した「見せる」種目が多い。


    　というものは、文化系のクラブは展示や公演などで日々の活動を発表できるけれど、運動部にはアピールの場がない。それで三高では、文化祭二日目の体育祭を、運動部の発表の場としているのである。


    　そして、体育祭の後は外部は完全にシャットアウトし、内部の生徒のみで慰労と親しん睦ぼくと打ち上げをかねた、ファイヤーストームとなる。打ち上げといってもフォークダンスを踊るだけなんだが、ふだんの体育ではフォークダンスなんてカッコ悪いと鼻で笑っている生徒たちも、雰囲気にのまれて妙なテンションになってしまい、積極的にフォークダンスに参加する。そして、その妙なテンションのまま大告白大会となっている。これが、三高祭のすべてだ。


    



    　だから俺は、文化祭一日目は大好きだが、二日目は非常に苦手だ。山寺を探訪するために山歩きをしたり、そういう地道な持久力的なものはそこそこあるけれども、瞬発力というものに俺は見放されている。だから体育祭は、とっても憂ゆう鬱うつだ。


    「はー、文化祭が最初の日だけだったらいいのに……」


    　俺は妹から逃のがれて自分の部屋へ行き、タンスの前に立った。部屋着に着替えようか……妹が風呂を上がったらすぐに入るつもりなので、着替えてもすぐに脱いでしまうわけだが、と脱ぎながら俺は迷う。だが、風呂に行くまでの間に妹や母親に会わないとも限らないので、やはり下着でウロウロはよくないであろう。そう結論を下して、俺はタンスから部屋着を取りだし、制服のワイシャツを脱ぎはじめた。


    　体育祭の日が憂ゆう鬱うつなのは、もうひとつ、フォークダンスも原因である。不特定多数の女子と手をつなぐという淫みだらさはもちろん、その後の色しき即そく是ぜ空くうのしの字もない、邪じや淫いんと煩ぼん悩のうにまみれた告白大会にいたっては、五十六億七千万年後にやってくる弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつの救済が今すぐ訪れるよう祈りたくなる。


    「大仏を作った昔の人の気持ちが、よくわかるなあ」


    　俺は、三さん高こう祭さいのために作っている最中の寺の模型を前に、大いなるため息をついた。


    　机の上に置いてあるそれは、奈良にある東大寺大仏殿の模型である。俺が所属している仏像愛好会の展示のために作っているもので、愛好会の同志・比ひ叡えいと高たか野のがゴールデンウィークに京都と奈良へ行って撮ってきた写真を参考にしている。比叡は京都の平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どう、高野は京都の三さん十じゆう三さん間げん堂どうを制作中だ。


    　それはＡ２サイズの大きなパネルの上に、パネルと割りばしと厚紙で組み立て、中に大仏やその他の仏像のプラモを作って入れる予定だ。東大寺大仏殿には、大仏（盧る舎しや那な仏ぶつ）の他に、江戸時代に追加された虚こ空くう蔵ぞう菩ぼ[image: ]さつなど他の仏像も置いてあるので、全部で五体作らないといけない。三十三間堂にいたっては千せん手じゆ観かん音のんが坐ざ像ぞう一体と立像千体に、風神雷神と二十八部衆もいるという超大所帯なので、俺と比叡も手伝っている。


    　自分のも他の二人のも、完成図を思い浮かべるだけでワクワクする。ああ、文化祭が一日だけで終わってくれれば。この楽しみの後に、体育祭が待っているなんて残酷すぎる。


    　それにしても、こんなことで嫌いやだなーと思っている俺は、煩悩が胸に渦巻いて、いかにもまだ悟りが開けていないんだなーと実感する。悟りとはすべての迷いや苦悩や困惑を解げ脱だつした気持ち、すなわち諦てい観かん、あきらめの気持ちなのだと俺は理解している。お釈しや[image: ]か様が言う、四個の苦しみ……「老いる苦しみ」「病気の苦しみ」「死ぬ苦しみ」そして「生きる苦しみ」、人間はその苦しみからは逃のがれられない。だからあきらめてそれを受け入れてはじめて、苦しみから解放され、悟りを開くことができるのだ。


    　いつか俺も悟りを開き、体育祭もバッチコイと思えるようになるのだろうか。


    　……と、俺が着替える手を途中で止め、体育祭をさかなに哲学的な思想にふけっていたそのとき。


    「えー、意味わかんない。だって、体育祭とファイヤーストームがないとつまんないじゃん～」


    　妹が、いきなり俺の部屋のドアをパカッと開いた。


    　妹は一応脱衣所に戻って、ちゃんと体を拭ふいて着替えてきた様子ではあるが、キャミソールにパンツしか身につけていない。


    「ノックしろ！　勝手に俺の部屋に入ってくるな！　何だその格好は！」


    「兄あにっち、要件は一個ずつ言ってくれないと答えられないよ」


    「注意されてるぶんざいで、なんで偉そうなんだ。じゃあ一番大事なことを一個だけ言うぞ、さっきから何度も言ってるが服を着ろ！」


    「えー、着たじゃん」


    「それは服じゃなくて、下着だ」


    「下着は服でしょ」


    「服だけど下着だ！　さっきのバスタオルより体を覆おおう面積が少なくなってる以上、服とは認めない。高校生にもなって下着でウロウロするな、みっともないぞ」


    　しかも、ただの下着ではない。キャミソールとパンツはおそろいのさくらんぼの模様で、キャミソールの胸の真ん中には緑のリボンに赤いポンポンが二つのちっちゃいさくらんぼがついている。パンツは、これをパンツと言ってもよいものか、前後のちっちゃい三角の布を、腰の両横でリボンで結びあわせているだけのもので、緑のリボンの先にはやはり赤いポンポンが二つずつついている。妹が動くたびに腰と胸のポンポンのさくらんぼがゆらゆらして、わりとかわいいものだ……というか、なんで妹のパンツを事細かに描写しとるんだ、俺は！


    「ちぇー、兄あにっちだって下着のくせにぃ」


    「俺は着替え中だ！　そして、なんで俺が下着でいるのに遠慮もなくズカズカと部屋に入ってきてるんだ、おまえは！」


    　俺にポンポン怒鳴られても、妹は涼しい顔をして勝手に部屋に入ってくる。


    「別に兄妹なんだから、いいじゃない」


    　いくら兄妹とはいえ、下着姿の高校生の男女がひとつ部屋にいるというのは、道徳的によろしくない気がした。いや、妹に対して「道徳的によろしくない」などと感じてしまう俺の心が、そもそも「道徳的によろしくない」のかもしれない。たとえ妹が素っ裸で目の前にいても、まったく動じることもなく感じることもなく、ただ静かに受け流せるほどの悟りを開きたい。


    「よくない、俺の部屋をウロウロするな、出ていけ！」


    「毎日こんなに遅くまで兄っちが学校に残って、仏像愛好会で何作ってるのか、見にきてあげたんじゃない。ほうほう、これがそれかね？」


    　妹はそう言って、パネルの上の作りかけの大仏殿の前に立った。パネルは俺の机の上に置いてあって、妹はその机に両手をつき、大仏殿の中をのぞこうと頭を下げた。


    　それは自然に、猫がのびをするような、お尻しりを突き出すような姿勢になる。すなわち俺のすぐ目の前に、さくらんぼ模様のちっちゃい三角の薄布一枚に包まれた妹の、水球部で鍛えられたお尻が突き出されているのだ。


    　水球は、ふつうの陸上球技のような筋力だけでなく、水上で立ち泳ぎをし続けてボールを操るため、浮力がいる。筋肉は水より重いので、より大きな浮力が必要になる。その浮力を生むのが、脂肪だ。


    　だから水球部のエースとして完かん璧ぺきな体たい軀くを誇る妹は、中身は筋肉でがっしりしているが、外側は脂肪層でふんわりと柔らかい。妹のお尻しりもまさにその材料特性のまま、筋肉でしっかりと形作られたお尻が、分厚い肉まんの皮で肉あんを包むかのように、むっちりとそびえている。そのむっちりを包んでいるのはさくらんぼ模様のちっちゃい一枚の薄布なので、今にも風船ヨウカンのように、プチンと裂けてツルリと中身が飛びだしてきそうで、ハラハラする。


    　それに、腰の横に下がっている赤いさくらんぼのポンポンが、すらっと長いすべすべした太ももを撫なでるように揺れているのを見ていると、まるで催眠術の揺れる五円玉を見ているかのように、頭がぼーっと熱くなってきて、めまいで倒れそうになった。


    「あーもー！　これでも巻いとけ！」


    　俺は自分が脱いだワイシャツを、妹の後ろから腹のほうへ手を伸ばして袖そでの部分を回し、ぎゅっと妹の腰にくくりつけた。すると、


    「きゃんっ！」


    　妹がびっくりして、俺の腕の中でウサギのようにはね上がった。俺は後ろから手を回していて、顔が妹の後頭部に近い場所にあったので、そのひょうしで鼻っ柱に妹の後頭部をもろに食らってしまう。


    「ぶぎゃあ！」


    　俺は仰向けにぶっ倒れた。妹はあわてて、真っ赤な顔で俺を振りかえる。


    「あっ……ご、ごめん、兄あにっち。でも兄っちも悪いんだよ、急に後ろから抱きつかれたら、びっくりしちゃうよ」


    「別に抱きついてないだろ！」


    　俺は鼻をさすりながら、身を起こした。妹は真っ赤になって、すごくばつが悪そうな顔をしていた。


    「あ、そ、そうだよね。ごめん、カン違いしちゃった……」


    　何をカン違いしたと言うんだ？　もし、万が一俺に抱きつかれて恥ずかしいと思っていたとしたら、そもそも男子の前で下着姿でウロウロしていることも恥ずかしいと思わないものか？　妹の恥ずかしいの線引きは、どうもよくわからない。


    「あ、あの、話は変わるけど兄っち、この建物って何なの？」


    「日本人のくせに、東大寺大仏殿も知らんのか」


    「こんなパネルと割りばし状態で何の建物かわかれってほーが無茶ブリでしょ。東大寺大仏殿って言ってくれたら、知ってるもん、前も言ったけど奈良の大仏開かい眼げんぐらい日本史で習ったし。語呂合わせで『なんとごつい大仏の顔』だから、七一〇五二一年だよね？」


    「だから未来の語り部か、おまえは！　前も言ったのを覚えてるなら、前に訂正されたことも覚えておけ。それといいかげん年号を語呂合わせで覚えるのは邪道だからやめろ、『７なんと５ご２つい』で七五二年だ」


    「もー兄っちったら細かい、歴史の先生か」


    　妹は文句を言いながらも、大仏殿の中を見回して頭をぴょこぴょこ動かしている。すると、突き出したお尻しりもぴょこぴょこ動く。


    「七〇九七六九年の誤差を細かいと言ってしまうのは、ある意味、何億年とか何京年とか、那な由ゆ多た・阿あ僧そう祇ぎといった天文学的数字がポンポン出てくる仏教のテイストではあるが、ふつうに覚えろ」


    「うわ、すごい。中にちゃんと大仏が入ってる」


    「人の話を聞けよ」


    「よく考えると、これがここにあるってことは、家で作ってるってことだよね？」


    　ふと妹は、疑うような目で俺を見つめた。


    「じゃあ、兄あにっちは毎日学校に残って何してるわけ？」


    　微妙に、問い詰めるような真剣な目で妹は上目づかいに俺を見つめている。なんだか、警察の職務質問を受けているような感じだ。


    「だから、中身を作ってんだよ。これは、今日完成した分」


    　俺は説明しながら、学校指定のナップザックからプチプチの塊を取りだした。それをむいていくと、中から塗装済完成品の虚こ空くう蔵ぞう菩ぼ[image: ]さつの仏像プラモが現れる。俺はそれを、大仏殿の中、中央にいる大仏（盧る舎しや那な仏ぶつ）の向かって左がわに置いた。


    「あれ？　大仏の他にも、仏像住んでるの？」


    「そうだ、江戸時代に家族が増えたんだ。仏像愛好会は、部活じゃないから部室がない。だから展示物を置いておくところがないんで、大仏殿の模型は家で作ってる。中の仏像だけ、学校で作ってるんだ。理解したか？」


    「どうして仏像プラモも家で作らないの？　こんなに遅くまで学校に残る必要、ないと思うんだけど……」


    　妹は俺をじろじろ見ている。何だろう、妹の質問が今日はいやにしつこい。


    「俺だけなら家で作ってもいいけど、今回は仏像愛好会としての展示物作製だからな。自分だけじゃなくて、高たか野のが作ってる三さん十じゆう三さん間げん堂どうの手伝いもあるんだよ。千せん手じゆ観かん音のんを千体作らないといけないから、型を取って比ひ叡えいと二人で必死に複製中なんだ」


    「千体も作るの？　本気で？」


    「パーツ分けとかない、一体成型のちっちゃいやつだけどな。印刷した紙を貼はって済ませようって案もあったんだが、やっぱりきちんと数を作るほうが迫力があるだろ。こういうときこそ仏像の魅力を多くの人に知ってもらえる絶好の機会なんだから、全力出さないと。そういうわけで、今日はやっと千体仕上がりそうだったから、いつもより余分に残って仕上げてた。理解したか？」


    「……あ、なるほど。そっか、なるほど。だよね、仏像千体だと、大変だよね」


    　妹は、急に気が抜けたふうで、こくこくとうなずいた。


    　さっきまで詰きつ問もんといっていいような勢いで問い詰めていたのに、いったい何なんだ？


    「さっきも言ったけど、文化祭前の文化系同好会の帰りが遅くなるのは当たり前だろ。何だと思ったんだ？」


    「あ、いや、仏像愛好会の用事だとはわかってたけど……」


    　妹は、どうにも歯切れが悪い。


    「そうだよね、兄あにっちは仏像愛好会なんだから、その準備で遅いのは当たり前なんだよね。わかってたのになー、しまったなー」


    　妹は、グーの手で自分の頭をコンコン叩たたいていた。最近ときどきやってる「てへぺろこつん☆」じゃなくて、もうちょっと反省しているっぽい感じである。お釈しや[image: ]か様よりも天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんな妹が反省するなど珍しいことで、逆に気になった。


    「何が『しまった』んだ？」


    「べっつに、何でもないもーん」


    　妹ははぐらかすように、俺から顔をそむけて大仏殿のほうへ向きなおった。


    「それはそうと、なんで大仏の髪の毛が青いの？　萌もえキャラなの？」


    「せっかくだから大仏開眼当時の色彩で塗ったんだ、全身金色で髪が青で。銅色で古美調に汚し加工するのも渋いけど、お客さんの目を引くにはこっちのほうがいいかと思って」


    「大仏殿に入れてもらえてない子がいるけど？」


    「それは俺が前に作った仁に王おう像だ。時間があまったら東大寺南なん大だい門もんも作って中に飾ろうと思って、出しておいたんだ」


    「きゃあすごい！　関節で動く！」


    「可動シリーズだからな。っておい、仁王像にプリクラでするようなポーズ取らせるのやめろ、ばちが当たるぞ！」


    「ねえ兄っち、この紙は何？」


    「話バラバラだな、会話のキャッチボールをする気はないのか」


    　妹は、大仏殿の横に俺が積んでいた紙束を指さしていた。ただの紙束ではない。般はん若にや心しん経ぎようの文面を、プリンターで薄い青い字で印刷した物だ。Ａ４サイズの紙に二枚印刷してあって、後で学校にある裁断機で半分に切ってＡ５サイズにする予定である。


    「だって気になったんだもん。これ、お経なの？」


    「何でもかんでもさわるなよ、これも文化祭で使うんだからな。文化祭の展示はただ見て回るだけじゃなくて、体験型の展示も作って、お土産に持って帰ってもらえるようなものも置いておくと、人が集まるだろ。机をいくつか並べて『写経体験コーナー』を作って、この写経用の紙を置いておくんだ」


    「へー」


    「あと、振り仮名つきのを大きく印刷してパネルに貼はって『読ど経きよう体験コーナー』も作ろうかと思ってるんだ」


    「へー」


    　写経体験コーナーと読ど経きよう体験コーナーは俺の発案ということもあり、説明にもつい熱が入ったんだが、妹の返事はいかにも興味なさそうである。わざわざ人に聞いといて何なんだ、興味がないならなんでわざわざ聞いたんだ、と俺はムッとした。妹の気ままはいつものことだから、こんなことでムッとしていたら、悟りなんて開けはしないのだが。


    　ところで、俺はプリンターを持っていないので、この写経用の紙は父親に頼んで印刷してもらったものだ。サラリーマンは年賀状と暑中見舞いが欠かせないので、パソコンでの画像加工と印刷は必須スキルらしい。俺が毛筆で書いた般はん若にや心しん経ぎようの原文をパソコンに取りこんで、薄い青色の字にしてくれたのも父親だ。


    　父親は仏教にも仏像にも興味がないし、仕事で忙しくて家にいないことも多いし、俺も男子たるもの高校生になると親と話をすることもめっきり減り、特に父親とはふと気がつくと何日も話をしていない、ということもあった。


    　でも先日、奈良の大学に進学したいという話をしてからは、父親はちょくちょく俺の相談に乗ってくれるようになった。写経の印刷にしても、無口な人なのでよくわからないけど、息子の夢を応援してくれてるのかな、と思う。


    　だから俺も、受験も、仏像愛好会も、三さん高こう祭さいも、それに応えられるぐらいがんばらなくてはと思っている。


    「兄あにっち？」


    　妹が、心配そうに俺に声をかけた。俺はしばしぼんやりしていた自分に気づいて、あわてて両手でほっぺたをパンパンと二度叩たたいた。


    「あっ、何だ？」


    「何だじゃないよ、人が話をしてるのにー」


    「おまえだって俺の話、適当に相づち打ってただろ。俺は疲れてるし、『男女七歳にして席を同じゅうせず』だし、用が済んだらとっとと自分の部屋に帰って寝ろ」


    　いや、そもそも妹の用って何なんだろう？　さっきも風呂からバスタオル一枚で玄関まで飛びだしてくるぐらい、俺の帰りを待っていたふうだったし。今だって、妹が俺の部屋に勝手に出入りするのはいつものことなんだが、どうも不自然というか、無理やり話題を作って俺の部屋にいようとしているように思えるんだが。


    「用は別にないけど、部屋に帰る気もまだないので、もうちょっとしゃべろうよ」


    　妹はそう言って、俺の布団の上にちょこんと正座した。敷布団の上に掛け布団を広げてあって、その上に座られてしまっては、俺は寝ることができない。まったく、迷惑な奴である。


    「用がないならしゃべる内容もないだろ、もう寝ろ！」


    「兄っちが最近ずっと家にいないから、全然話をしてなくて寂しかったんだもん」


    「文化祭の準備なんだから、仕方ないだろ」


    「うん、仕方ないのはわかってる。兄あにっちが奈良に行っちゃうのも、仕方ないって……わかってる」


    「えっ？」


    　あまりにも意外な妹のセリフに、俺はびっくりして思わず声を上げてしまった。妹はいつでも俺にひっつき倒していたから、てっきり奈良に行くのも「嫌いや嫌嫌ずぇったいに嫌っ！」とダダをこねられるであろうとばかり思っていたからだ。相変わらずわがまま放題の妹とはいえ、ちょっとは大人になったんだろうか……と思ったりもしたが、


    「あたしは妹だから、いつかは兄っちと離れるって、兄離れしなくちゃいけないって、ちゃんとわかってるから」


    　いや待て、だがそのセリフと、今俺の布団の上に座りこんでるのと、言ってることとやってることが違うだろ？


    「兄離れより先に、まず俺の布団の上から離れろよ」


    　俺が言うと、妹は正座から、足をくずしてゆったりと座りなおした。こいつめ、どく気全然なし子さんか。まるで猫が本の上に寝そべっていて、どかそうとすると逆に体を大きく伸ばして自己主張するのに似ている。


    「兄っち離れしなくちゃいけないけど、いつか離れなくちゃいけないなら今のうちに一生分くっついておけば寂しくないよね、っていうか……兄っちとの思い出を悔いのないようにいっぱい作っておきたい、っていうか……」


    「へ？」


    　のしっ。


    　いきなり、俺は掛け布団の上に仰向けに転がされて、妹に上から押さえこまれていた。


    　ほんの一秒前まで、俺はタンスの前で着替えていた。そして妹は布団の上に座っていた。一瞬にして何が起こったのか理解できなかった、それが文化系僧職男子の俺と、ものすごいスピードでプールの中を泳ぎ抜けてシュートを決める水球女子の妹の瞬発力や動体視力の差なのであろう。


    「……だから、今のうちにちょっとでもいっしょにいたいのに、兄っちったら全然帰ってこないんだもん。だから、ずっと待ってたんだもん」


    　一瞬にして、さっきまで少し離れて見下していた妹の顔が、自分の顔の上二十センチぐらいのところにあったので、俺は状況が即座には把握できず、固まっていた。


    　そして俺は、着替えてる最中で妹にあれこれ話しかけられて気を取られたので、まだ部屋着に着替え終わっていなかった。ズボンだけは履いたが、まだ上半身は下着のままだ。だから、妹が俺の両肩を押さえた手は、俺の肌にじかに触れている。俺のおなかの上に妹のおなかが乗っているが、その間には俺のシャツと妹のキャミソール、薄い布ともっと薄い布の二枚しか挟っていない。


    　だから、妹の体の柔らかさも体温も、そのままじかに俺に伝わってきて、俺は思いっきりうろたえてしまった。


    「お、おいやめろ、人に乗っかるな。俺は浦島太郎の亀じゃないぞ！」


    　うろたえるというのは、心の中に邪じや念ねんと煩ぼん悩のうがあって、悟りが開けていないということである。お釈しや[image: ]か様も修行中に悪魔マーラがさまざまな誘惑をしてきたが、耳を貸さず冷静を保ち、悟りを開いた。女によ性しようは悟りの道を阻はばむ悪魔マーラである、ということは未成年の妹はさしずめ小悪魔か……って、何やらうっかりコケティッシュな語感になってしまい、俺はますますうろたえた。


    　妹相手に煩悩などありえようはずがない、悪魔マーラのささやきに耳を貸すな。妹にのしかかられたぐらいでうろたえてはいけない、僧職男子はうろたえない。


    　とはいえ、俺はすっかり緊張して、目も口も内側にのめりこむぐらいしっかりと閉じていた。だが、妹はそれ以上、動く様子がない。ただ、俺のほっぺたに熱い水がぽとんと当たった。


    　何だろう、と俺は目を開けた。俺の顔の二十センチ上で、妹が突然、大きな両目からぽろぽろと涙をこぼしていた。


    「今日きよう子こ？」


    　何をいきなり妹が泣きだしたのか、俺にはさっぱりわからない。きょとんとしている俺から、妹は振り払うように顔をそむけ、身を起こした。のしかかっていた妹の重さが、ふわっと軽くなった。


    「ごめん、兄あにっち……おやすみ！」


    　妹はぼろぼろ泣いたまま、俺の部屋を飛びだしていった。


    「……な、何なんだ？」


    　残された俺には、何が何だかさっぱりわからない。妹はいったい、突然何を泣きだしたというんだ？　俺の帰りが遅くて機嫌が悪かった理由は、今妹もちょっと話したので、それはわかる。だが俺を押し倒しておいて、そのあと勝手に泣いて飛びだす理由は、さっぱりわからない。


    「今のは、何だったんだ？」


    　妹から解放されてホッとしたことよりも、妹が急に泣いたことが気になって、結局俺の心の中はモヤモヤしたままだった。まったく女によ性しようは、あらゆる意味で悟りを阻む悪魔マーラであると、俺は実感させられたのだった。
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    二章　妹と妹の親友が何やらギクシャクしている件


    



    　翌日の朝、二年Ｃ組の担任の先生（担当教科は古こ文ぶん）が、朝の出席を取ったあと、


    「それから仏像愛好会の三人は四時間目が終わったらすぐ、校長室へ行くように」


    　サラッとそう言って、出席簿を閉じた。突然のことで、俺は面食らう。何だ何だ、俺たち地味に活動している仏像愛好会は、校内でその存在すらほとんど知られていないのに、まして校長室に呼び出しだなんていったい何事なんだ？


    「先生、校長先生がぼくらに何の用事ですな～？」


    　さすが比ひ叡えい、小柄で菩ぼ[image: ]さつ像のように柔和な面立ちであるが、俺たちの中で一番の行動派である。教室を出ようとしていた先生に、迷わず挙手して質問した。


    「文化祭のことみたいですよ、あまり詳しく聞いてないので行って聞いてください」


    　先生はそう流して、教室を出た。


    「文化祭のこと？」


    　俺は比叡や高たか野のと顔を見合わせた。俺たちが文化祭の出し物を作っていることと、何か関係あるのかもしれないが、さっぱり話が見えない。何なんだろう……といぶかしみながら、俺たちは四時間目が終わると、昼食をとる前に校長室へ向かった。


    



    　俺たちがノックして校長室に入ると、校長先生は机の上に過去の卒業アルバムを山積みにして眺めているところだった。


    「来たな。ようこそ、仏像愛好会の諸君」


    　校長先生は、初老の紳士である。渋い声でそう言って、俺たちに視線をうつした。


    「君たちは昨日、屋上で仏像を作っていたようだが……」


    　確かに俺たちは昨日、屋上で三さん十じゆう三さん間げん堂どうの千せん手じゆ観かん音のんを作っていた。大量生産しなければならないので、型を取ってレジンという樹脂を使っていた。これはにおいが強くて、締め切った部屋で扱っていたら気分が悪くなるので、屋上に出てせっせと作っていたのだが……。


    「ひょっとして、においで苦情が来たとかでありますか？」


    　背が高く、菩[image: ]像のように柔和な顔立ちの高野が心配そうにたずねた。俺もその心配をしたのだが、校長先生は否定するように、右手を横に振った。


    「いや、そうではない。君たちはいつも仏像の模型を作っているようだが、昨日のあれは大量生産モードであるように見えた。ひょっとして、文化祭の展示かね？」


    「はいですな～、三十三間堂の千手観音を作っていたのですな～」


    　比叡が言うと、校長先生はフムフムとあごをひねった。


    「それは、展示する場所は決まっているのかね？」


    「生徒会に今、空き教室か体育館のスペースかで使用申請を出しているところです」


    　俺の答えを聞いて、校長先生は不安そうに眉まゆを寄せた。


    「同好会は部室を持っていないはずだが、文化祭までの間、作った展示物はどこへ置いているのかね？」


    「各自の家です」


    「フム……なるほど。では、仏像愛好会がもし体育館のスペースを取れれば文化祭の一週間前から持ち込んで準備ができるが、もし空き教室しか取れなかったら文化祭前日に大急ぎで机を運び出して展示物を持ち込まねばならない。そうなれば、展示物が破損する危険も大きくなる」


    　それは俺たちも常つね々づね心配していたことだった。校長先生は言葉を続けた。


    「文化祭にはアトラクション的な楽しさも必要だが、あくまでも日々の学習の成果を保護者や外部に発表するのが本来の目的。過去の卒業アルバムを見ていると、昔の三さん高こう祭さいはもっと学習発表的な展示物が多かった。勉強熱心な中学生にわが校を受験したいと思ってもらえるような、そんな展示が今の三高祭には、もっと必要なのだよ」


    　校長先生は、眺めていた卒業アルバムをぱたりと閉じて立ちあがった。


    「すなわち仏像愛好会のような硬派な展示物は、ぜひ多くの人に見てもらいたい。そこで、現在閉鎖中の図書倉庫を特別に文化祭までの間、君たちに貸そうと考えているのだ」


    「えっ、ということはそこで展示物を作ってもよいのでありますかっ？」


    　高たか野のの声が弾んだ。高野は一人っ子でそこそこ広い個室を持っているが、さすがに三さん十じゆう三さん間げん堂どうは大きすぎて、今は部屋に三十三間堂を置いて廊下で寝ている、と気の毒なことを言っていた。だからこの提案を、ことさら喜んだようだ。


    「校長先生、非常にありがたい申し出に仏ぶつ恩おんの慈じ悲ひを感じるですな。ところで図書倉庫とは、いずこにあるのですな？」


    　比ひ叡えいも俺も心が弾んでいた。仏像愛好会のような地味な存在を、認めて応援してくれる人がいたのがうれしかった。校長先生は、壁に貼はってあった校内の地図を指さした。


    「一階の、保健室から少し奥のほうだ。年に一度、春に図書の入れ替えをするときに入る以外はほとんど誰も使っていない。本棚を部屋のすみに寄せてしまえば、かなり広く使えるはずだ。本棚にしっかりシートをかけておけば、木もつ工こうなどホコリの出る作業をしても構わんよ」


    「ありがたい、机の上に東大寺があると宿題がしにくくて困ってたんです！　さっそく今日の放課後から、図書倉庫の片づけを始めさせてもらいます」


    　俺は心から校長先生に感謝していた。


    　ゆうべの妹の突然の不可解な涙のせいで、俺は今日ずっとモヤモヤしていた。


    　妹との距離感がギクシャクしたのは、これが初めてではない。ちょっと前も妹は俺と距離を置いてる感じで、そのときは、ついに妹も俺への執しゆう着ちやくを捨て、悟りを開く気になったのかと俺は喜んだ。喜びのあまり、巣す鴨がもで数珠じゆずブレスレットやらフローラルの香りの線香やらを買ってプレゼントまでしてしまったほどだ。


    　そしてあのときは、妹もそのプレゼントを（たぶん）喜んでいたし、俺と腕を組んで、ラーメンの話などをにこやかに話しながらいっしょに夜道を歩いた。


    　俺も少しだけそんな妹をかわいいと思って、大学進学で妹と離れるのを寂しく感じたのも確かだ。


    　けれども、今回はあのときとは妹の行動が違う。明らかにはっきりと、妹に避けられていると断言できる。


    　今朝、妹は水球部の朝練だといっていつもより早く家を出たので、顔を合わせなかった。だから余計に、妹が今朝はどんな機嫌でどんな表情だったかわからなくて、俺は妙な心配が胸に渦巻いて、モヤついていたのだ。


    　だけど今、校長先生のおかげで気分がスッキリと晴れた。自分たちが好きでやってきたことを、人に認められるのはうれしいし、期待されるのは緊張もするけれど、もっとうれしい。


    　この機会に、仏像の美しさや写経の楽しさを、もっと多くの人に知ってもらいたい。いっそう文化祭の準備をがんばらなくては、と俺は思った。


    



    　俺たちはさっそく図書倉庫へ移動すると、表に「仏像愛好会　展示室」と、ダンボールにマジックで記した看板をかかげておいた。そうでないと、空いてる部屋があったラッキー、と勝手に他の同好会に使われてしまったら困るからだ。


    　そして放課後、俺たち三人は軍手とマスクを買いこんできて、いよいよ図書倉庫の掃除を始めた。


    　本棚の本は順番がばらばらにならないように気をつけながら、ダンボール箱にしまっていった。そして本棚を部屋のすみに移動させ、それをまた順番に本棚に戻していく。この繰り返しで、俺たちは少しずつ本棚を動かしていった。


    「ふー、山歩きには自信があるでありますが、力仕事はなかなかの苦行でありますな～」


    「ですな～、悟りが開けるレベルの苦行ですな～」


    「でも、三人でやるとけっこう早く片づけくもんだな」


    　開始から三時間ほどで、本棚は全部壁ぎわへ移動していた。外は当然ながら、すっかり真っ暗になっている。


    「力仕事をしていてアドレナリンが出まくっていたので気がつかなかったけど、さすがにおなかが減ったですな～」


    　比ひ叡えいがおなかを押さえて、切なげにため息をついた。俺も、確かに気がつくと、突然腹が鳴りだした。痛いほど腹が減っている。でも、部屋の中はまだホコリだらけだ。


    「何か買ってきて、食べてもうちょっと作業するか？」


    「いやー、明日まだ学校あるでありますからな～。学生の本分は勉強なのに、文化祭の準備で勉強をおろそかにするわけにはいかないので、帰って宿題をするでありますな～」


    　高たか野のはさすが、しっかりしている。楽しいとつい突っ走ってしまう俺と違って、冷静に自分を律することができる。やっぱり俺は、この二人に比べるとまだまだ悟りへの道が遠い。心がけなければ……とは、思ったが。思ったのだが、でも今日は、まだ帰る気になれなかった。


    「じゃあ、俺はもう少し残るよ。二人は先に帰っていいから」


    　昨日の妹の突然の涙が、まだ俺の胸の中で消化しきれていない。思い出すと胸がモヤモヤして苦しくなるので、家に帰るのが少し気が重かったのだ。少しでも心の中を整理してから、家に帰ろうと俺は思っていた。


    「そうでありますか～？　じゃあぼくたちは、お先に帰るでありますな～」


    「バイバイですな～、日向ひゆうがくん。無理しないようにですな～」


    　高たか野のと比ひ叡えいが、帰っていった。


    



    　俺は一人、ガランとした図書倉庫に残された。時間が遅くて職員室ももう閉まっているので、ここのカギは預かって家に帰ることになる。見上げると、古い蛍光灯は薄暗く光っていた。ゆうべ妹の顔を見上げたことを思いだした。俺の上で泣いていた妹が、ハッと何かに気づいたような表情をしていたことを思いだした。それから、まるで引きちぎられるようにつらそうな様子で、俺から離れたことも思いだした。


    （あれはいったい何だったんだろう……？）


    　妹の真意がさっぱりわからない。ただひとつ言えることは「また泣かれるとキツいなあ」と俺が感じている、ということだ。


    （俺は小さいころ、妹が泣いてたら必死にあやしてたらしいしなあ。泣かれたら焦あせる、みたいな……そのときの習性が、しみついてるのかなあ）


    　部屋の掃はき掃除を終えて、それでようやく俺は落ち着いた。


    　修行僧の修行のメニューには、掃除がある。部屋をきれいにすることによって、自分の心もきれいに整理されていくのだ。テスト前に勉強しなくちゃいけないのに部屋を掃除してしまうのも、単なる勉強したくないという逃避行動だけではなく、勉強しなくちゃとモヤモヤしている頭が、代替行為として部屋を片づけることで、頭の中もスッキリ片づいて落ちつくという効果もあると思う。ただ、それをやりすぎてしまうから、勉強せずに掃除ばかりしてしまった、という結果になるだけで。


    （よし、帰ろうかな……）


    　やっと決意がついて、俺は部屋のすみに置いた自分のカバンへ目を向ける。そして、そういうときにかぎって床に穴があいているのを見つけてしまうわけである。


    「危ないな、これは」


    　俺は穴に近づいた。床板が一枚ぽっきりと折れて、十センチ四方の穴があいている。放っておいたら、明日うっかり穴のことを忘れて、うっかり誰か足を取られて怪け我がするかもしれない。


    （……ふさいでおくか）


    　ちょうど、マスクと軍手を買ってきたときに、展示用の台を作るための金づちや釘や木もつ工こう用ボンド、木材と、お菓子も少し買ってきてある。俺はチョコクッキーで空腹をとりあえずごまかすと、腕まくりをし、床の穴に合わせてノコギリで板を切りはじめた。


    　そして金づちで、トントントン、と釘を打っていたそのとき。


    　ふと、妹の声が聞こえたような気がして、俺は手を止めた。


    （今日きよう子こ？）


    　いや、プールから校門へ向かう間に、この廊下は通らないはずである。気のせいか。気持ちが整理できたと思いながらも、本当は全然整理できていなくて、心の迷いから幻聴を聞いたんだろうか？


    （やっぱり迷いを振り払うには、写経するしかないかもしれない）


    　心の平穏を取り戻したい、と俺はため息をついた。とにかく、さっさとこの板を打ち終えて家に帰って写経しよう……と、もう一度金づちを振りあげたとき。


    「……なんだからね、今日子、大丈夫？　今日子に何かあったらあたし、悲しみという名の泉の底へ沈んで永遠に浮かび上がれないかもしれない」


    　遠くから、女子の声が聞こえた。今日子、と確かにその名を呼んだ。金づちを振りあげた俺の手が、ぴたっと止まる。えらく大げさなことを言ってるが、妹の身に何か大事でもあったのか？


    　耳をすませると、他にも数人の女子がいるようだ。廊下の遠いところにいて、声がざわざわとコンクリートの壁に反響している。ひょっとして、水球部の一団だろうか。妹と顔を合わせるかもしれない、と思うと、妙な緊張をしてしまった。


    「心配性だな～、大丈夫だって。ロッカーの角にひっかけてちょっと皮がめくれただけだから、ばんそーこ……」


    　む、妹の声？　ちょっと皮がめくれた、ということは大おお怪け我がというわけではないのか？　確かめようとして耳をすませたら、


    「きゃー今日子！　どうしよう、保健室閉まっちゃってるー！」


    「ばんそーこもらえないじゃない、どうしよう、今日子のふくらはぎのちょっぴりめくれた皮が化か膿のうしたりしたら、あたし責任感じちゃってもう生きていけない！」


    　他の女子の絶叫が耳をつんざいた。水音がバシャバシャとうるさい中でチームプレーをこなす水球部だけあって、大声に慣れているのか、めちゃくちゃうるさい。静寂の廊下で、声がビリビリと反響している。


    　それにしても、どうやら友達が水球部の更衣室でロッカーを開けたところで、その扉の尖とがった角に妹がふくらはぎをぶつけて、皮がちょっぴりめくれたという話のようだ。どう考えても全然大怪我ではない、へたしたら血も出ていないぐらいの怪我かもしれないのに、友達のあの絶望的な悲しみようは何なのだ。


    　……と、俺はふと思い出した。俺の妹は女子にモテる。これは俺の主観的意見ではなく、くれぐれも他人がこのように言っているのを聞いたことがあるという伝聞であるのだが、妹は顔がかわいくて、それもいわゆる美人ではない容姿をかろうじて褒ほめようとする場合に使われがちな逃げ口上である「かわいい」ではなくて、美しさの中に冷たさとか険けんがなくて、親しみやすく優しそうで元気そうで若々しい美しさであるという意味の「かわいい」なのだそうだ。しかも成績もスポーツも学年トップクラスの優秀さで、男子は当然のごとくもちろんであるが、女子にまでモテる。


    　だからこそ、こんなに心配されているんだろう。それにしても、想像を超えたモテモテっぷりである。皮がちょっぴりめくれたぐらいで、死ぬんじゃないかというほど大騒ぎされているが、パンダだってここまで心配してはもらえまい。


    「大丈夫よ。絆ばん創そう膏こうなら、コンビニに置いてあるわ」


    　わたわたと騒いでいる女子たちの声の中、凜りんと通る澄んだ声に、俺はハッとした。そして、妹とは別の意味で緊張した。


    　その声は聞きまちがえるはずもなく、妹と同じ水球部の一年生で妹の親友、三さん高こうナンバーワン美少女の座をいつも妹と二分している御み剣つるぎ凛りん世ぜの声だったからだ。


    　凜と澄んだ声を聞いただけで、静せい謐ひつにして一本芯しんの通った色白長髪の美少女の姿が目の奥に浮かんでくるほどには、俺は凛世のことが気になっている。確かに俺の主観的意見からしても、美人だと思う。でも、それを言うなら広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつ像のほうが美人だ。つまり凛世のことが気になるのは、容姿のせいではない。では性格がよいのかといわれれば、気が強くて怒りっぽい、無理に命名するならばツンゴラな性格である。しかも凛世には誘ゆう拐かいされかけたことまであるし、ろくな目に遭ってない気がする。


    　じゃあ何が気になってるのかというと、実際のところ俺にもよくわからない。


    「そうだね、コンビニで買おう。さすが凛世、いつも冷静で頼りになるよねっ♪　あたしも凛世の半分ぐらい、冷静にならなくっちゃなー」


    　妹の声が弾んでいる。二人はほんとに仲がいい。凛世は百ゆ合り的な意味で妹が好きなのだが、妹は百合だろうが男女だろうが恋愛的なものは、からっきしわかっちゃいない。そして凛世は、親友である自分が友情ではなく愛情を抱いだいているのだと妹に知られると、嫌われるかもしれない、と……愛情を手に入れようと冒険して友情まで失うリスクを冒おかすよりも、愛情を封じて友情を続けることを選んだ。だから、その内面の[image: ]かつ藤とうにさえ目をつぶれば、兄の目から見ても凛世は妹のほんとによい親友である。基本的には大人っぽくて冷静で、暴走しがちな妹を知的にサポートしてくれている。


    「そうね。今日きよう子こはその元気なところが魅力だと思うけれど、ロッカールームでは少し冷静なほうがいいかもね」


    　くすくす、と凛世が笑った。


    「ぷう。だって、凛世があめ食べてたから、分けてほしかったんだもーん」


    「何もあわてて走ってこなくたって、いくらでも分けてあげるのに」


    「やったあ♪　凛りん世ぜが持ってくる、お父さんのお土産の外国のあめって、中にフルーツとか入ってて超おいしいんだよね～♪」


    　相変わらず仲がいいな、と思いながら俺はそれを聞いていた。妹が元気そうなので、俺はちょっとホッとした。保健室までやってきて、閉まっていたからまた戻っていくようだ。妹と顔を合わさずに済みそうでそれでまた、俺はホッとした。


    「そう言えば、あたし昼休みにこの先で、すっごい面白いの見たんだー」


    　ふと、女子の一人が声を上げた。遠ざかりかけていた足音が、ぱたっと止まる。むむ、何なんだ？


    「えっ、面白いのって何なに？」


    　妹が楽しげに食いついた。


    「そこの角を曲がると、図書倉庫あるでしょ？」


    「図書倉庫？　そんなのあるんだ」


    「昼休み前にその前を通ったら、ダンボールの看板が出てたの。それが『仏像愛好会』って書いてあったんだー」


    　きゃはははは、とその女子が笑った。すると、もう一人の女子も笑った。


    「うそー、きゃははやだー、仏像愛好会？　ほんとに？　何それ、そんなのあるのー？」


    「そうなのよー、たぶん文化祭で展示をやるんじゃないかな」


    「うっそー、仏像でしょ？　仏像を展示するの？　どう考えてもつまんなくない？」


    「絶対つまんないよね、誰も行かないよね、そんな誰だれ得とく展示ー」


    「え、あの、ちょっと」


    　二人が盛りあがっているところに、さらに他の女子が、戸惑い気味に制止するような声をはさんだ。どうやら笑ってる二人は日向ひゆうが今日きよう子この兄が仏像愛好会にいることを知らず、制止しようとした女子はそれを知って、でもはっきり「今日子のお兄にいさんが入ってる同好会だから笑っちゃ悪いよ！」というのも逆に気をつかって言いにくい感じで、モゴモゴしていた。


    　俺が地味で目立たなくて、仏像愛好会も地味で目立たないということは重々承知だが、妹が超有名人だというのに、まだまだこのていどの知名度なのか。確かに俺は水が苦手で、水球の試合も最近まで一度も見に行ったことがなかったので、俺の存在は知られていないのも無理はない。


    　けれども仏像愛好会も知られていない、というのは残念だ。やはり文化祭の展示をがんばって、仏像愛好会をちょっとでも広く知られる存在にせねばなるまい。つまんない誰得展示などという失礼な言葉を、実力で払ふつ拭しよくしてみせてやる……と、俺は変なところで、負けん気がうずいてしまう。このあたりも、俺が悟りを開けてないところだと思う。言いたい人は言うんだとあきらめて、流してしまえれば心穏やかに生きていけるんだと頭ではわかっていても、なかなか実践はできない。


    　ただ、以前俺を誘ゆう拐かいした「日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会」は俺が仏像愛好会に入ってることを知っているはずなので、知らないということは水球部の仲間はそこまで妹に妄もう執しゆう的な愛情を抱いだいていないということで、それはそれで兄として安心するところでもあった。


    　で、しばらく二人の笑い声が聞こえていたんだが、唐突に、凜りんとした声が空気を止めた。


    「そうかしら。仏像って素敵だと思うから、わたしは見に行きたいけど」


    　凛りん世ぜの声だ。


    「「えっほんと？」」


    　えっほんと？


    　二人の女子だけでなく、俺も心の中で思わずそう問いただしてしまった。


    　二人の女子は、信じられないような声色で凛世に問うた。


    「凛世って、お父さんが貿易の仕事をしてて、世界中の一流ブランドとかふつうに家にあるんでしょ？　なのに、仏像がいいの？」


    「仏像ってジジババのものって感じで、ジジくさいっていうかババくさいっていうか、要するにダサくない？」


    　そこがいいんです、若い人にはわからんのですよ、と俺は心の中でつぶやいた。


    　すると、凛世がいつもの理り路ろ整せい然ぜんとした口調で、彼女たちに答えた。


    「古くさいっていうのは、古いっていうことよ。古いっていうのは、歴史があるってこと。日本の仏像は、仏教伝来から数えれば千五百年の歴史があるの。一流ブランドはお金で買えても、歴史や伝統は国の品格、それはお金では買えないわ。仏像はミロのビーナスやパルテノン神殿のアテナ像に勝るとも劣らない、日本が誇る素晴らしい歴史遺産であり、古代日本人の技術や美意識や精神を過去から現代へと伝えてくれる、偉大な美術品だとわたしは思うわ」


    　凛世の朗ろう々ろうたるよどみない演説を聞いて、


    「へえええー、なーるほど！」


    「感動した、あたしも今ちょっと仏像ファンになった！」


    　と、二人の女子が感嘆の声を上げた。


    　そうだ、俺もついうっかり返す刀で「若い人にはわからんのですよ」と半ギレになってしまったが、そうじゃない。仏像は歴史であり美術であり文化であり、偉大な人間の魂なのだ。それを俺は好きだし、その素晴らしさを他の人にも知ってほしいからこそ、こうして文化祭への参加を決意したわけなのだ。


    （まさか、仏像のことで凛世に教えられるとは……）


    　凛世とすれば、別に俺や仏像をフォローしたわけじゃなくて、親友である妹をフォローしているんだろう。凛世は頭がいいから、仏像への興味がさほどなくても、少し勉強しただけで深く理解できているだけかもしれない。それがわかっていても、俺は凛世がこんなに仏像のことを知ってくれているのが、何だかうれしかった。


    「すごいね、凛りん世ぜ。あたし、ちょっと感動しちゃった」


    　妹の声が聞こえた。


    「あたしは家で仏像プラモとかいっぱい見てるけど、すごいなーとかよくできてるなーとか漠然と思うだけで、そんなに語れるぐらい理解とか全然してないのに」


    「すごいなーとかよくできてるなー、でいいんじゃないかしら」


    　凛世が答えた。


    「例えば大仏は、もともと豪族や王様が大きな像を造って人に見せて、すごいと思わせるためのものだったそうよ。つまりそれほど大きな像を造れる権力と文化があるっていう、威い容ようを示すための看板だったのね。それが、仏教への信仰心というよりは、大仏ブームとなってシルクロードを伝わり、日本でも東大寺の大仏が作られたってわけ。だから今日きよう子この感想は、まさに仏像を作った人が求めていた感想そのものだと思うわ」


    　俺は今、すさまじい模範解答を得た。


    　凛世はもともと妹と同じ聖セントエルモ女学院出身だから、中学までキリスト教系の学校に行っていた。高校になって、妹をめぐる恋こい敵がたきである俺について「敵を知る」という意味合いで調べて、それで仏教のことにはじめて少し触れたぐらいのはずなのに、俺よりはるかに仏教や仏像について知識と理解が整理されている。


    　いくら凛世が頭がいいといっても、相当の情熱で勉強しなければ、この短期間でここまでの習熟には至らないだろう。「敵を知る」という目的で凛世がそんなにもがんばったんだとしたら、確かに水球部でも、得点係であるエースフローターの妹の名サポーター役として、一年生にしてレギュラーを取れるだけの実力を発揮する、ブレインであり司令塔であるのも納得できる。


    「えへへ、そうなの？　話はちょっと難しかったけど、なんかうれしいかも」


    　妹の声は、ちょっと照れくさそうだがうれしそうだ。この二人は本当に仲のいい親友同士だな、とつくづく思う。


    「凛世の話を聞いてると、なんか仏像って超イケてる感じがしてきたかもー」


    　女子の声が聞こえた。おお、すごい宣伝効果だ。


    「うん、食わず嫌いだと損するかも。興味わいてきたから、ちょっと仏像愛好会の展示場のぞいてみない？　もう何か置いてあるかもよ」


    　にゃにー！


    　妹が機嫌がよさそうだったので、もう妹と顔を合わせにくいっていう感じがあまりなくなってるとはいうものの、心の準備ができていない。あたふたしている間に、足音はどんどん近づく。さすが水球部、全員脚力があるから、歩くのがものすごく速い。


    「あれっ、電気つきっぱなしじゃない？」


    　角を曲がったあたりのところで、そんな声が聞こえた。そしてわずか二秒後、ホコリを逃がすために戸を開けていた入り口を、凛りん世ぜと妹がのぞいてきた。


    「兄あに貴きさんっ……！」


    　凛世はびっくりしたように俺を見て、次の瞬間、白い顔がかあああっと真っ赤に染まった。その後ろから、女子が数人、顔を出した。


    「あれっ、ひょっとしてあの地味な人、今日きよう子このお兄にいさん？」


    「ひゃああっ、今日子ごめん～！　仏像愛好会の悪口言っちゃって～！」


    「あっでも凛世のおかげであたしたち、仏像の素晴らしさに目覚めたから大丈夫！　お兄さん、いい趣味だね！」


    　二人の女子が、必死に妹に謝っていた。凛世は真っ赤になって、ばつが悪そうに口を押さえながら俺を見てる。


    「あ、あの……わたし別に、仏像の歴史とかそういうものを褒ほめただけで、兄貴さんを褒めたとか、そういうのじゃないから！」


    　凛世は、ぷいっと顔をそむける。ああ、いつもの平常運転の、とんがった凛世だ。縮めると、とんがりんぜ。妙にかわいい語感である。


    　それはともかく、凛世のとんがった態度が、最初は腹が立ちもしたけれど、最近は慣れてきた気がする。そして何となく、何の根拠もないんだが、凛世が平常運転なら妹も平常運転であるような気がした。昨日の[image: ]なぞの涙は、このまま何かまちがいのようになかったことにして流してしまえるかな……という淡い期待があった。

  


  [image: ]



  
    　ふと、女子の一人が、


    「あれっ、そう言えば凛りん世ぜは、今日きよう子このお兄にいさんのこと知ってるんだ？」


    　と、凛世に声をかけた。


    「凛世って男嫌ぎらいじゃなかった？　今日子のお兄さんとは仲いいんだ？」


    「え、だからそれは、そういうことじゃなくって！」


    　凛世は真っ赤になって、ものすごく戸惑っている。そんなふうに赤くなられると、俺も戸惑って、顔が熱くなってしまった。じっとりと脂汗が背中にわきだすが、女子たちの視線を集中されると、緊張して金づちを持ったまま動けなくなってしまった。


    　いっぽう妹は、なぜか黙って、凛世と俺の顔を一度ずつ見ていた。昨日の悲しそうな顔とは違っていて、何か考えているような不思議な表情で、気持ちが読めない。


    　凛世は顔を真っ赤にしたまま、逃げるように俺から目をそむけると、妹の腕をつかんだ。


    「か、帰りましょ、今日子！」


    　凛世は妹を引っぱった。ところが、妹は動かない。


    「ごめん、凛世。あたし、用事思いだした」


    　妹は、感情がよくわからない棒読みで、凛世に言った。用事って、こんな時間に、どこで何があるっていうんだ？


    「用事って何？　遅いから、わたしも付き合いましょうか？」


    　親友らしく、凛世は親切だ。だが妹は、その手を自分から引きはがすと、


    「ううん、いらない。じゃあ」


    　さっきまで凛世と仲よく談笑していたとは思えないほどあっけなく、妹は廊下を走っていった。


    「今日子っ？」


    　凛世が叫ぶ。一瞬追いかけようとしたけれど、妹が手を引きはがしたときの、全身で拒絶するような雰囲気のせいで躊ちゆう躇ちよして、二歩踏みだしたところで足を止めた。


    「今日子、こんな時間に用事って何なんだろ？」


    「もうこんな時間じゃ、ほとんど誰も学校に残ってないよね？」


    　他の女子たちが、顔を見合わせ首をかしげる。凛世は困惑した様子で、俺に声をかけた。


    「兄あに貴きさん、今日子の用って何だか聞いてる？」


    「え？　……あ、いや」


    　俺は首を横に振る。昨日の[image: ]の涙といい、今日の[image: ]の用といい、もともと妹はすっとぼけたよくわからない性格だったが、今は別の意味でよくわからない。


    　凛世が不安そうに、妹が消えていったほうを見つめている、その白い横顔が闇の中に浮かんでいた。俺もよくわからなかったが、でも妹と凛りん世ぜは親友なので、まあ本当に用があって、明日にはまた平常運転なんだろう。とりあえず凛世が心配そうでもあるので、帰ったら「用って何だったんだ」と妹に聞いておこう、と思っていた。


    



    　結局、凛世はそのまま水球部の友達と帰り、俺も三十分ほどで図書倉庫を片づけて帰った。


    「ただいま。母さん、今日きよう子こは？」


    　台所に顔を出して、俺は母親にたずねた。母親は、俺のために遅い夕食を温めなおしている。今日はカレーみたいだ。


    「疲れてるから部屋でごはん食べて寝る、って言って上がっていっちゃったわよ。あっくん、あとで二階に上がったらきょーちゃんに、歯ぐらい磨いてから寝なさいよって言っといてね」


    　母親は、カレー鍋をおたまでクルクルかき回しながら、そう言った。俺も、妹が平常運転なら俺の部屋にじゃましにくるだろうと思って、そのときに歯磨きのことと、今日の用とやらについて聞こうと思っていた。


    　けれども、妹は来なかった。そして、俺のほうから妹の部屋を訪れるのは、男女七歳にして席を同じゅうせずの考え方にのっとって、それはできない。


    　だからその夜は、妹の「用」とやらについて何も聞けないままだった。


    （まあ、明日の朝起きれば嫌いやでも顔を合わせるから、そのときだな……）


    　お節介焼きで小生意気な妹は、いつも俺が嫌だと言ってもいっしょに学校へ行きたがる。見た目だけは美少女なので、通学路には数多くの男（と女）が学生からサラリーマンまで、一目妹を見ようと待ち受けている。


    　いっしょに歩いてる「彼女には不似合いすぎる地味な男」には殺意の目が向けられて胸が痛いのと、妹が俺の髪のハネにブラシをかけようとしたり、制服についたトーストのクズを取ろうとしてきたりで面倒くさいし照れくさいので、正直なところ俺は妹といっしょに学校へは行きたくないのだが。


    　でも、ずっと妹はそうしてきているので、明日もそうだろう、と俺は漠然と決めつけていたのである。


    



    　けれども翌朝。


    「ふあー、おはよ……」


    　俺がパジャマ姿で台所への階段を下りていくと、妹が食卓を立ちあがったところだった。妹の前にある皿は、もうからっぽだ。母親が、目玉焼きを焼きながら俺のほうを見た。


    「あっ、おはようあっくん」


    　その声で、妹が俺のほうを見た。


    「兄あにっちおはよ、行ってきまーす」


    　くるっ、と妹は水球部の青いスポーツバッグを肩に引っかけながら、俺に背を向けた。えっ？　いつもならここは、


    「兄あにっちさっさと着替えて、いっしょに学校行こ♪　朝ごはん？　そんなの、こーしてこーしてぎゅっ、はいトースト目玉焼きポテサラハムサンド、でっきあがり♪　これ食べながら行けばいいよ、飲み物はあたしが持ってあげる♪」


    　と、強引に俺といっしょに学校へ行こうとするところなのだが？　今朝は、いやにあっさりしてないか？　いや、普通の高校生男女の兄妹ならばこれがふつうで、むしろふだんの妹がベタベタしすぎなのであるが、そして俺はふだんはそういう妹の近すぎる距離感を悪魔マーラの誘惑にも等しいうっとうしく迷惑なものだと認識しているのであるが、しかし今朝の俺は、妹に用があるのだ。


    「あっ、今日きよう子こちょっといいか。話が……」


    　おとといの涙のこと、昨日突然凛りん世ぜと別れて「用がある」と一人でどこかへ行ってしまった「用」のこと……俺は妹に聞かなければならないことがあるんだが、妹は軽く顔だけ振りかえると、


    「ごめん兄っち、朝あさ練れんあるから急いでるんだ。行ってきまーす」


    「えっ……」


    　妹は素早く去った。もう一度引き止めるタイミングも失って、俺は立ち尽くしてしまう。ついてきてほしくないときにはいっしょに学校に行きたがり、いてほしいときにはいないという、まったく妹というのはどうしてこんなに厄やつ介かいな存在なのだろう？


    （困ったな、凛世に説明できない……）


    　お釈しや[image: ]か様は悟りを開くまで六年間、苦しい修行をしたという。俺の受難という名の苦行は、果たしていつまで続くものなのか。朝から思いっきり心が疲れて、俺は長いため息をついた。


    



    　だから俺はその日、凛世に会いたくはなかった。


    　けれども、一時間目の休み時間にいきなり凛世が二年Ｃ組、すなわち俺の教室にやってきた。


    （意外！　いきなり突撃してくるとは！）


    　それだけ妹のことが心配であるのと、凛世の行動力については俺もよく承知はしているが、それにしたって俺にも心の準備というものがある。それに、三さん高こう一の美少女と呼ばれる凛世は、あまりにも目立ちすぎる。


    「日向ひゆうが明あ日す太た先輩は、いらっしゃいますか？」


    　澄んだ声がそう呼ぶと、ざわついていた教室の中が水を打ったようにシンとする。教室の入り口に立つ凛世のスッとした姿や、わずかな呼吸の動きをも反映してサラサラと揺れる長いつややかな黒髪、完かん璧ぺきなまでに整った面おも差ざしと、水球で引きしまった細く姿のよい手足など、すべてが完璧だ。まるで美術館で素晴らしい美術品を前にしたときのように、みんな息をのんでしばし黙りこんでいた。


    　やがて、ざわざわと声が上がった。


    「あっ……ひゅ、日向ひゆうが、ね。後ろのほうの席だけど」


    「一年生の御み剣つるぎが、また日向のところへ？　なんであの三さん高こう一の美少女が、地味男子の日向に用なんだ？」


    「妹と親友だからだよ、役得だよなあぁ～」


    「その妹も三高一の美少女なのよね、っていうかわたし『日向今日きよう子こを愛めでる会』に入ってるけど、何の努力もせず兄だというだけで日向さんに好かれているあの兄には天罰のひとつも下ればいいと思う」


    　いきなり変な流れ弾まで飛んできたぞ。妹のことであらぬ恨うらみをかけられるのはいつものことだが、最近は凛りん世ぜのことでもあらぬ恨みをかけられて、俺はいったい何人の見知らぬ人間から死を願われていることだろう。


    　とりあえず、この状態で凛世としゃべったりしたらますます恨みを買いそうだし、何より俺は今朝妹から何も情報を聞き出せていないため、凛世と顔を合わせにくい。そーっと背をかがめて、教室の後ろの戸から脱出した。


    （よし、このまま授業が始まるまで男子トイレに隠れていよう）


    　俺は小走りに、廊下を逃げようとしたが、


    「待ってよ、兄あに貴きさん！」


    　いきなり、ぐいっと後ろからひじの上の部分をつかまれた。凛世だ。水にぬれた水球のボールを片手でつかむその握力で、僧職男子のか弱い上じよう腕わん骨こつをつかまれると、かなり痛い。


    「ど、どうして俺が教室を出ていくのがわかった！」


    「水球部の動体視力をなめないでくださるかしら？」


    　凛世はほほ笑んでいるが、こめかみには血管がピキピキしている。


    「わたしの姿を見て逃げるなんて、兄貴さん、ずいぶんひどいんじゃないかしら？」


    「わ、悪かった、妹から昨日の『用』について何の情報も得られなかったから、それで……」


    「何の情報も得られなかったって、どうして？　家で話さなかったの？」


    「あれから三十分ぐらいして家に帰ったら、妹は先に帰っててもう部屋に入ってて会えなかったし、今朝は先に行くって言ってやっぱり話せなかったし」


    　俺が事細かに説明すると、ふと、凛世の形のよい眉まゆが寄せられ、白くすべすべした眉み間けんに怪け訝げんそうなしわが刻まれた。


    「……いいわ、兄貴さん。それで『用』が何かわかったわ」


    「え？　俺は何も妹から聞いてないのにか？」


    「『用』なんてなかったのよ。わたしと別れてすぐに家に帰ったんでなきゃ、兄貴さんが家に帰るころにはまだ着いてないはずでしょ」


    　凛りん世ぜに指摘されてはじめて、俺もそのことに気づいた。ということは、妹は凛世と別れてすぐに、一人で家に帰ったってことか？　数分ほどの短い用なら、便所にでも連れだっていく女子連中のことだから、いっしょに行こうと誘うはずである。


    「なんで妹は、用があるなんて……？」


    「それを聞きたいのはわたしのほうよ、今朝の朝練から何か様子がおかしいと思ってたの。何か避さけられてる感じがして……」


    「避けられてる？」


    　まさか、妹と凛世は親友だからそんなわけがないし、百歩ゆずってそうでなかったとしても、妹は他人を避けたり、見て見ぬふりをしてスルーするような性格ではない。相手に嫌いやなことや不足があったら、バカ正直に真正面からそれを指摘するタイプだ。例文、「もー兄あにっち、後ろの髪の毛がハネてるって言ったじゃん、かわいい妹といっしょに歩くんだから身だしなみにはちゃんと気をつかってよね！　えっ、並んで歩かなきゃいいって？　やだもん、兄っちと並んで歩くもん！　それに、あたしがいっしょにいないときでも、後ろの髪の毛をハネさせるのは禁止なんだからね？　おまえには関係ない？　関係なくないよ、だって兄っちはカッコいいんだから、みんなにもせっかくだから、おおカッコいいって思ってほしいじゃない！　えっ、視力検査？　あたしは両方とも二・〇ですよーだ、だから一キロ先からでも兄っちの髪の毛のハネてるのが見えるんだもん！　ほら、わかったら後頭部をお出し！」……いや、別に俺の頭に虫がわいてるわけではなく、ほんとに妹は常にこういうノリなのだ。


    　要するに、俺が何を言いたいかというと、


    「妹が凛世を避ける理由もないし、避けるような性格でもないだろ」


    「でも避けられてる気がするんだから、仕方ないでしょ？」


    　凛世は困惑した表情だ。どうやら凛世にとっても、まったく想定外のできごとらしい。


    　凛世が言うには、今朝の朝練での妹の様子は次のような感じだったそうだ。


    



    　朝練ではプールには入らず、主に走り込みを行うそうだ。凛世がロッカールームに入ると、もう妹が来ていて着替えていたので、


    「おはよう、今日きよう子こ」


    　と、いつものように声をかけた。妹は、たいていいつもは、


    「あっ凛世おはよー！　今日のメニューどうする？　スタートダッシュかランニングか、それとも上半身重点で行く？」


    　など、朝からありえないテンションで聞いてくるそうだが、今朝は、


    「あ、おはよう」


    　と、ふつうに返すだけだった。いつもなら二歩三歩と相手のふところにずいずい入り込んでくる妹なのに、むしろ一歩引いた大人の対応といった感じで、凛世は戸惑ったという。


    　そして結局ランニングをしたけれど、妹はいつもはかなりのスピードで走っているにもかかわらず、ありえないぐらいのスタミナでふつうに「ゆうべ歌ステ見た？」などと無駄話をしてくるそうだが、今朝はふつうに無言だったという。


    　さすがに凛りん世ぜはちょっと気になって、体の調子でも悪いのかと心配したらしい。それでロッカールームで着替えているとき、話しかけようとして一歩前に出た。すると、凛世が口を開く一瞬前に妹が、


    「あっ野の口ぐち先パイ輩セン！　昨日のトレーニングメニューなんですけど……」


    　と、他の部員に声をかけた。いや、凛世が話しかけようとしていたことに気づいていなかったのかもしれない、けれども気づいていたような気もして、それなら避けられてるんじゃないか……と、心配になった。


    



    　以上が、凛世の話の内容だった。


    　凛世は本当に心配みたいで、かなり元気がなかった。中学以来ずっと親友で、しかもはじめての友達である妹に避けられてるかもしれない、というのはかなりのダメージなんだろう。


    　俺だって、中学時代は仏教系中学だったにもかかわらず、ずっと仏像について話が合う奴が誰ひとりいなくて、高校でやっと比ひ叡えいや高たか野のと友達になって、仏像愛好会を立ち上げた。その二人がかつて、「日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会」が俺を妹から引きはなす作戦の一環として、俺から引きはなされたことがあった。


    「あのときは、俺もずいぶんへこんだものだ。だから、凛世の気持ちはよくわかる。それは、さぞかし心配だろう」


    「って、兄あに貴きさん。高野さんと比叡さんを引きはなした『日向今日子を愛でる会』の中には、わたしも入ってたわけだけど」


    「あっ、そうか」


    「それも忘れて、わたしを心配してくれてたの？　兄貴さんは、相変わらずね」


    　沈痛な表情だった凛世が、はじめてほんの少しだけ、クスッと笑った。あ、かわいい……と、一瞬思った。


    　けれども次の瞬間、凛世はハッと後ろを振りかえった。俺は、凛世の顔が見えなくなったことを少し残念に感じながら、その視線を追った。


    　休み時間の廊下の雑踏のかなたに、妹がいた。曲がり角の壁に隠れて、こっちを見ているようだった。けれども凛世が振りかえった瞬間、フッと姿を消した。


    「……今の、妹だったのか？」


    「ええ、今日子だったわ。プールの水しぶきの中でキャップをかぶってゴーグルしててもわかるのよ、絶対に見まちがえない自信があるわ」


    「よく妹が後ろにいるってわかったな」


    「水球でゴーグルしていても後ろにいても今日きよう子ことアイコンタクトしてるから、気配でわかるのよ」


    　ほとんど超能力だな、それは。サッカーとかでも、後ろから来たパスを受けてたり、頭の後ろに目がついてるとしか思えないプレーをよく見るけど、スポーツを極めるとそうなるんだろうか。


    「……でも、だとしたら妹も凛りん世ぜに気づいてないはずはないんだよな？　それで、凛世が振りかえって、声もかけずに身を隠したってことは……」


    「避けられてるわね、これで確信したわ」


    　凛世は、つらそうにうつむいた。確かに、この状況はフォローしようがない。


    「でも避けられるような心当たりは全然ないし、ほんとに昨日『用がある』って言ったあのときから、突然のことで……。兄あに貴きさん、何か心当たりはない？」


    「ないけど、なんかどんどん腕をつかむ力が強くなってるんで、取りあえず骨が折れる前にその手を放してほしいんだが」


    「何でもいいから心当たりを思い出して！　兄妹なんだから、家で何かいつもと違ってることとかあるでしょっ？」


    　凛世は俺の腕をいっそう強くつかんで、ぐっと顔を近づけてくる。目を大きく見開いたその表情は、あまりにも真剣だった。俺の腕をつかむ手からも、凛世の握力による物理的な痛みだけでなく、必死な心の痛みまで伝わってきているような気がした。何とかしてやりたいのはやまやまだったが、本当に心当たりがないのだから、俺にはどうすることもできない。


    「悪いけど、ほんとに心当たりは全然ないんだ。俺も微妙に最近避けられてるから、あまり妹と接してないし、文化祭の準備で忙しくてほとんど話をしてないから、最近の妹のことはよくわからないんだ。妹に直接聞いてみれば……」


    「直接聞きにくいから、兄貴さんに聞いてるんじゃない！」


    　なるほど、それも言えてる。というか、凛世と妹は親友で、何でも言い合える間柄だと思っていたし実際今までそうだったわけだが、その凛世が妹に「聞きにくい」と言うぐらいだから、ほんとに妹は凛世をはっきりと避けていて、よほどの非常事態なのだろう。


    「……はっ！」


    　ふと、凛世は大きく目を見開いた。


    「そう言えば、兄貴さん。さっき、今日子はどうしてあそこにいたのかしら？　ここは二年生の教室だから、わざわざ来なければ今日子がいるはずがないのに？」


    「つまり、今日子はわざわざ俺の教室を見にきてた……ってことか？」


    　だが、妹がわざわざ二年生の教室に来るような心当たりはない。俺に用……なら、遠慮せず来るだろう。水球部の先輩に用……なら、朝練のときに話が済んでるだろう。


    「わたしが兄貴さんの教室にいくのを見て、様子を見にきた、とか……？」


    「様子って、何の様子だ？　俺の様子か？　それなら妹の性格なら、様子なんかうかがわずに直接俺のところに来て、気になることがあったら直接聞くだろ？」


    「そうじゃなくって、だから直接聞きにくいこともあるのよ。そうか……避けられてるのは、そういうことだったのね……」


    「そういうことって、どういうことだ？　妹が俺に直接聞きにくいことって？」


    　妹の場合、「兄あにっち今日はスヌーピーのトランクスじゃないの？」と俺にパンツの柄まで聞いてくるんだが、その妹がこの世に聞きにくいことなどあるのだろうか？


    　俺が首をかしげていると、凛りん世ぜはひとつため息をついた。


    「どうやら、ほんとにわかってないみたいね。さすが兄あに貴きさんだわ」


    「何だろう、さっきから『さすが兄貴さん』という言葉をすなおな称賛と受け取れないのは」


    「ところで、これは今日きよう子このこととは全然関係ない話なんだけど」


    「なんでいきなり話題が変わるんだ」


    「これは全然関係ない、友達の知り合いの遠縁の親戚の、女……」


    　コホン、となぜか凛世は一度そこで、あわてて咳せき払ばらいをした。


    「いえ、男。そう、男の子の話なんだけど」


    「友達の知り合いの遠縁の親戚か、それは確かに全然関係ないぐらい遠いな」


    　っていうか、妹の話は、もういいのか？　女子が気まぐれなのは妹で慣れっこだが、凛世は女子にしては理り路ろ整せい然ぜんとした話をするタイプだと思っていたけれども、意外に話があっちこっちに飛ぶタイプなんだな。まあ、妹のことがもういいっていうなら、避けられてるっていうのもそんなに気にしてないということだから、俺が心配するほどではないのならまあよかった。


    「で、その親戚の友達がどうしたって？」


    　少し余裕が出て、俺は気楽に話の続きをうながした。凛世は、なぜかものすごく考えこみながら、言葉を選ぶようにして話を続けた。


    「ええ、その……知り合いの親戚の友達の話なんだけど、彼には好きな女子がいるの」


    「ふむ」


    「でも彼は、その女子のお兄にいさんのことも好きなの」


    「いきなり難易度の高い話だな、それは」


    「そう、彼も最初は『男を好きになるなんてありえない』と思っていたのよ。だって彼は、ものすごく男嫌いだったから」


    「うん、まあ男同士だもんな、順当な話だ」


    「でも、どう考えてもそのお兄さんのことが好きみたいなんだって」


    「それはつまり、妹のほうは好きじゃなくなって、兄のほうが好きになったということか？」


    「そう単純にいけば苦労しないわよ、彼は妹のほうもまだ好きなんだって」


    「何だって！　それはひょっとして、二ふた股またというのでは……」


    　邪じや淫いんは仏の道に反する。その親戚の知り合いとやらに、仏ぶつ罰ばつが当たらねばいいが。


    「やっぱり二ふた股またっていうことになるのかしらね……両方に対して、真剣な気持ちみたいなんだけれど」


    　凛りん世ぜは頰ほおに手を当てて、ため息をつく。いやいや、両方に対して真剣であればあるほど、それは立派な二股ではないか。


    「その親戚の友達とやらは、少し座禅でも組んだほうがいいんじゃないかと、俺は真剣にそう思うぞ」


    「それで、彼が今悩んでいるのは、妹のほうが彼を避けてるらしいのよ」


    「うん、そんな二股男は避けたほうがよかろう」


    「そうよね……だから、避けられてるのよね」


    　凛世はずいぶん沈んでいる。クールな性格だと思っていたが、遠縁の親戚の友達の知り合いていどの、ずいぶん縁の遠い人のためにこんなに同情してやるなんて、意外に優しいんだな。いや、凛世が意外に優しいと感じたことは、これが初めてじゃないけど。むしろ、けっこう凛世は優しい……って、いやいや、俺は何を考えてるんだ？　今は、凛世の友達の知り合いの親戚の話に集中しなくちゃだろ？


    「それで、妹に避けられて、彼も反省したみたいなの」


    「そりゃあ反省すべきだろう、二股なんだから」


    「その二股っていう言い方、好きじゃないわ。彼は両方に真剣で、両方が世界で一番好きっていうだけなのよ」


    「だから、それを世間では二股というんだ。そもそも、世界で一番が二つあるっていう時点で、論理が矛盾してるだろ」


    「矛盾でも何でも、実際そうなんだから仕方ないじゃない！」


    　凛世は、キッとした目で俺をにらんだ。なんで知り合いの親戚の話ぐらいで、無関係の凛世がこんなに熱くなってるんだ？


    「だから彼は、真剣に誠意をこめて二人への思いについて、考えたわけ。彼は兄も妹も両方のことを真剣に好きで、そして妹は兄のことが好きなの」


    「いきなりややこしい話になったな、二股の上に三角関係だって？　そういうドロドロした話は、草食男子の俺には専門外なんだがなあ」


    「とにかく、それで彼は悩んだの。二人のことが本気で好きだから、妹がそんなに大好きな兄との間に自分が横入りしてもいいものだろうか、と。そして、自分が横入りしようとしているから、妹に避けられてしまったのではないのだろうか、と」


    「いや、それは横入りしないと、兄と妹が結ばれるわけにはいかないだろ」


    「でも、『兄妹だから結婚できないんだから、わたしが割り込んでも関係ないよね』が通るんだったら、『兄妹でも関係ないよね』ともいえるじゃない。同性同士でも兄妹でも結ばれないから、世間的に結ばれてＯＫなところに落ち着く、なんていう消極的な選択肢も、それはそれで好きな相手に失礼な話でしょ？」


    　凛りん世ぜの話が、ずいぶん熱を帯びている。女子は他人の恋愛の[image: ]うわさが三度の飯より好きなものだというのは、妹を見ているとよくわかるが、それにしてもここまで力説するほど入りこむものなんだなあ。


    「自分のことじゃないんだから、そこまで真剣に考えなくても……」


    「えっ！　そ、そりゃもちろん、わたしのことじゃないわよ？　もちろんですとも？」


    　凛世は突然うろたえた。


    「でも、全っ然関係ない人のことでも、何だか気になるじゃない？」


    「いや、別に」


    「わたしは気になるの！　兄あに貴きさんは、彼はどうすべきだと思う？　妹に避けられたくなかったら兄をあきらめないといけないし、兄をあきらめないなら妹を失うし、でも両方が好きだから二人の間に割りこんで二人を傷つけたくもないし、っていうとき、兄貴さんならどうする？」


    「俺ならまず座禅を組んで、悟りを開く。お釈しや[image: ]か様も何かに執しゆう着ちやくする気持ち、すなわち煩ぼん悩のうが迷いを生み、迷いが人生の苦しみを生むと言っておられる。悟りとは、その迷いを振り払って、苦しみから自由になるための方法だ」


    「それはつまり、恋する気持ちをあきらめればいいってこと？」


    「うん。そうすれば兄妹の間に割りこむこともなく、妹に避けられることもなく、すべては丸くおさまるじゃないか」


    「そんなにかんたんにあきらめられれば、誰も悩まないわよ」


    「そう、悟りを開けばもう悩まない」


    「だからそういう問題じゃないんだって！」


    「さっぱりわからんなあ」


    　凛世が、たかが縁遠い他人のことでこんなにも突き刺すような瞳でヒートアップしているのも、さっぱりわからん。とりあえず腕をつかんでいる手を離してほしい、そろそろ骨がギシギシときしんだ音を立てている。


    「まあ、とりあえず兄と妹なら、顔や雰囲気が似てるだろ？」


    「そうとは限らないと思うけど」


    「まあうちは全然そうじゃないけど、でもふつうの家ではそうだろ？　じゃあ、妹の中にも兄成分は入っているわけだ。そして、妹とその知り合いの親戚の男となら、唯一結ばれる組み合わせだろ？　じゃあその友達の親戚の彼は妹のほうと付き合うほうが、万事解決するじゃないか。結ばれる組み合わせだし、彼は妹のほうも好きなわけだし、それに不謹慎ではあるが、兄妹で似てるんだから兄の代替版にもなり得るだろ？」


    「他の人の代わりに、なんて不謹慎なんてもんじゃないわ。好きな人に対して失礼すぎるじゃないの！」


    「俺に怒られても困る、そもそもそんなややこしい遠縁の親戚が悪いんだろ」


    「彼が兄のほうを好きなのは、『妹の男版としての代替品』じゃあないのよ。男である、という『ハンデ』があってもなお惹ひかれる魅力があるから、好きなのよ」


    「ん？」


    　俺は首をかしげた。あれ、話が途中で食い違ったような……？


    「凛りん世ぜ、俺は『兄が好きでも男同士では付き合えないから、それなら兄の女版としての代替品の妹』って話をしたんだが……？　なんで遠縁の友達とやらは男なのに、なんでおまえの話では『妹と付き合えないから兄が代替品』みたいな話になってるんだ？」


    　俺が指摘すると、凛世は火山が爆発したかと思うほどの勢いで、ぼんっ、と顔を赤くした。


    「そそそ、そそそそそれは言葉のアヤよ！」


    「いや、俺もややこしい話だから単に言いまちがえただけなんだろうな、って思ったんだが、なんでそんなにうろたえてるんだ」


    「うろたえてないわよっ！」


    　真っ赤な顔で顔じゅう汗が吹きだして、かみつきそうな勢いで俺に怒鳴っている凛世がうろたえていないのならば、世の中にうろたえている人は誰ひとりいなくなるだろう。


    　そのとき、廊下にチャイムが響きわたった。二時間目が始まる。凛世は、ハッと顔を上げた。やっと俺の腕をつかんでいた手の力が緩ゆるんで、俺はホッと息をついた。


    「と、とりあえず二時間目が始まるから、これで！」


    　凛世は、バタバタと去っていく。


    「えっと……結局、何の用だったんだろう？」


    　俺は何だか、放り出されたような心持ちで一人、立ち尽くしていた。


    　今の凛世のわけのわからん話を要約すると、つまり、


    〈理由はわからないが、凛世は妹に避けられている〉


    「それはそうとして、凛世の知り合いの親戚か何かは、二ふた股またで悩んでいる」


    　……うーん、後半の話をなぜ凛世が持ちだしてきたのか、俺にはよくわからない。二股だとか三角関係だとか、そういう高度な幾何学は草食男子の俺には荷が重くもあるし、これは置いておこう。


    　で、問題は妹が凛世を避けてるっていうことが、ほぼはっきりしたということだ。凛世だけではなく、凛世に対する妹の距離感にデジャヴを感じたので、たぶん俺も避けられている。理由はわからない。


    　まあ、俺はいいんだ。高校生の兄妹がベタベタしているほうがおかしいんだから、妹とは今ぐらいの距離感のほうが、正しい高校生兄妹のありようなんだと思う。いわゆる兄離れの時期がやっときたのかな、とも思う。だから、それはそれでいい。悪魔マーラである女によ性しようから久々に解放されるのだから、むしろ願ったり叶かなったりだ。


    　けれども凛りん世ぜと妹については、気になる。二人はとても仲がいい、それは事実だ。その二人の間がギクシャクしているんだとしたら、兄として力になってやらなければならない気がする。


    　俺も、高たか野のや比ひ叡えいと離れそうになったとき、ひどく心乱れて悲しかったから、妹と凛世がそれぞれ親友を失ってしまってはならないと思う。そして、凛世は今の態度でよくわかったが、俺には強く問い詰めても、妹には直接事情を問い正しにくい様子だ。そして俺が妹に直接「凛世と最近何かあったのか？」と聞くのも、友達のことに家族が口を挟むなんて、子供のけんかに親が出るような感じである。


    　つまり俺も凛世も妹に近づけず、妹は俺たちに近づかない。


    「何だこりゃ、八方ふさがりじゃないか」


    　それでも、凛世と妹のためにあきらめるわけにはいかない。あきらめれば悩みは消えて悟りが開けるというのに、どうやら世の中、あきらめるだけでは済まないこともあるらしい。悩みを引きずりながら、前へ進む方法を考えなければならないこともあるらしい。


    「どうすればいいのかな、お釈しや[image: ]か様」


    　天をあおいでため息をついても、もちろん答えは返ってこない。


    　俺はその日一日、視界のきかない泥沼に動きを取られたかのように、深い悩みの底に沈んでいたのだった。

  


  [image: ]



  
    三章　俺と小麦が放課後デートするはずがない件


    



    　泥の底からは美しい蓮はすの花が咲く。


    　その姿に苦悩の底からの解げ脱だつを重ねて、仏教では蓮の花を神聖視している。


    　お釈しや[image: ]か様が悟りを開こうとして、荒野で長く苦しい断だん食じきの苦行をした。しかし泥に足を取られたように悟りはいつまでも開けないまま、心身ともに弱って死にかけ、これでは悟りを開けないと気づいた。


    　そこにスジャータという娘がミルクがゆを持って訪れ、釈[image: ]に与えた。心も体も回復した釈[image: ]は、ようやく泥の中から脱出し、蓮の花のように悟りが開かれたという。


    



    「お兄にい様、最近キョコたんとあまりいっしょじゃないですぅ？」


    　あれから一週間ほどたって、相変わらず妹には微妙に距離を置かれ、凛りん世ぜも相変わらず妹に避けられていて、俺はすっかり落ち込んでいるところだった。そのときの俺はまさに、泥の中に埋もれてこのまま気持ちが腐っていくような気がしていた。


    　そんなある日の放課後、仏像愛好会の展示物を作りに図書倉庫へ行こうとしている俺に声をかけたのが、草くさ野の小こ麦むぎだった。


    「それに、りんりんも最近、キョコたんと何かあったですぅ？　何だか最近、全然二人がいっしょにいないと思うですぅ」


    　小麦は、保健室の入り口にいた。ピンク色のナース服に小柄で華きや奢しやな体を包んでいる彼女は、保健委員である。一年生で、妹とクラスは違うが、妹のファンの一人であり、あどけない幼い面おも差ざしとは裏腹に、虎こ視し眈たん々たんと妹を狙ねらっている。小麦にとっては、妹がベタベタひっつき回っている俺も敵だし、妹の一番の親友である凛世も敵である。


    「うん。俺にもよくわからないんだが、最近そんな感じなんだ」


    「ふむぅ～、はたから見てる小麦も気づくぐらいだから、よっぽどですぅ。キョコたんに何があったですぅ？」


    「俺が聞きたいぐらいだ、凛世もすごく気にしてるし」


    「ふむふむ、お兄様とりんりんが、ともにキョコたんから距離を置かれている。これはひょっとして、小麦突撃のチャンスですぅ？」


    「すがすがしいほど自分の目的を果たすことに躊ちゆう躇ちよがないな！　困ってる人が目の前にいるのなら、もう少し、『相談に乗ってあげようかなっ？』とか思わないものか？」


    「まーったく思わないですぅ。この世は競争ですぅ、困っている人はすべて生存競争から脱落すればよいのですぅ♪」


    「いい笑顔で言うな！」


    　小麦は、顔は童顔だし小柄だし、校内における人気的には妹や凛世ほどではないものの、その小動物的な容姿や保健委員という属性もあいまって、一部の生徒には熱狂的な人気がある。保健室からばんそうこうを貼はって出てきた男子はみんな、感動の涙を流し声をそろえて「草野小こ麦むぎマジ天使！」と叫んでいるが、その腹の底が漆しつ黒こくのドス黒さで満たされた黒小麦であることを、果たしてどれだけの生徒が知っていることだろう？


    　そのときである。


    「小麦ー！」


    　妹が、廊下の向こうから走ってきた。


    　……あれ？　妹が、近づいてくる？


    「あ、キョコたん。ちょうどよかったですぅ、お兄にい様が話があるみたいですぅ」


    「はぇっ？」


    　いきなり話を振られて、俺は声が引っくり返ってしまった。あわてて小麦の腕をつかみ、妹に背を向けてひそひそと話す。


    「おい、俺に話を振るなよ！　むしろ凛りん世ぜを避けてる理由、小麦が聞いてくれよ！」


    「今は無理ですぅ、いかにもりんりんとギクシャクしてるときに割りこみました的なタイミングじゃ心しん証しよう悪いですぅ」


    　さすが小麦、何から何まで計算ずくである。


    「二人とも、どうしたの？　そっちの話が終わったら、小麦に用があるんだけど……」


    　妹は怪け訝げんそうだ。そして、やっぱり何だか距離を感じる。いつもなら、


    「兄あにっち、かわいい妹に内緒でコショコショと、何の話をしてるのかなぁ～？」


    　と、俺にくっついてくるはずだ。それが、やけに冷静なのである。


    「はいはいっ、キョコたんが小麦にじきじきにご用とは光栄ですぅ、何なのですぅ？」


    　小麦はあわてて、妹のほうへ向きなおった。


    「うん、小麦このあいだ、保健委員は体育祭のプログラム、早めにわかるって言ってたでしょ？」


    「はいですぅ。保健体育教官がプログラムを作ったあと、保健の先生がチェックするですぅ」


    「え、なんで保健の先生がチェックするの？」


    　妹は首をかしげた。どうやら小麦との距離感は、今までどおり変化なしのようである。それじゃ、どうして凛世だけに？


    「怪け我が人の多そうな種目が連続すると、救護席がパンクしちゃうからですぅ」


    「あ、なーるほど。あったまいい！」


    　ぽん、と妹が両手を叩たたいた。


    　小麦は、保健室に戻って、クリアファイルに挟んだプリントを取ってきた。


    「はい、キョコたん。これは保健の先生がチェックしたあとのやつだから、たぶんこれで確定ですぅ」


    　妹は、俺には話しかけない。俺も妹に話しかけないが、その場から離れもしなかった。妹の言葉のはしばしから、凛世を避けている理由のきっかけでもつかめればと思ったからだ。


    　今のところ、小麦に対する妹の態度はまったく今までどおりで、ふつうである。


    「ありがと、小こ麦むぎ♪　これ、ちょっとメモしていい？」


    　クリアファイルを小麦から受け取った妹は、いつもの屈くつ託たくのない人ひと懐なつっこい表情で、うれしそうに笑った。


    「いいですけど、なんでプログラムなんかいるですぅ？」


    「うん、昨日緋ひ影かげっちから電話がかかってきて、飛び入り競技の種目を聞かれたの」


    　緋影っちとは、水球部のライバル校である都立第四高校一年四組の女子・根ね雪ゆき緋影のことで、妹に邪じや恋れんの念を抱いだく一人である。水球部ではフローターバックというポジションで、妹をマークしまくっている。そしてプールの外では、妹にストーカーまがいにひっつき回っている。最近少し丸くなったような気もするが、まだまだ得体の知れないところがある女子だ。


    「飛び入り競技って、なんですぅ？」


    　小麦が首をかしげると、妹も首をかしげて、


    「あたしもよく知らないんだけど……」


    　そりゃあ二人とも一年生なんだから、よく知らなくて当然である。ひょっとして妹が俺に聞いてくるかな、と俺は心持ち身構えた。


    「飛び入り競技とはですね！」


    　いきなり、俺の後頭部の間近から張りのある女子の声が聞こえた。


    「わっ！」


    　俺はびっくりして、振り向きざまにバランスを崩し、尻しりもちをついてしまう。俺の目の前にあったのは、すらっと伸びる長い足。そして黒いプリーツスカート……おや、これは、うちの学校の制服ではない？


    　そして、赤いラインのセーラー服。これは都立第四高校の制服である。嫌いやな予感が胸をよぎりながらさらに視線を上に移すと、端正だが暗い陰を帯びた顔に、眼帯。根雪緋影だ。


    「緋影っ？　ななな、なんで三こ高こにっ？」


    　丸くなったといえどもストーカー、緋影がかかわるとたいていロクなことがないので、俺は警戒しまくってしまう。けれども妹は、緋影に対してもいつもどおり、親しげな笑顔を向けた。


    「やっほー緋影っち、わざわざ取りにきてくれたの？　あとで電話したのにー」


    「はい、『根雪』さんの鈴を転がすような声を耳もとのごく至近距離で聞ける電話はもちろん捨てがたかったのですが、直接『根雪』さんにお会いする光栄もまた捨てがたいものでして、気がついたら『根雪』さんの元へはせ参じてしまっていたわけなのですよ、『根雪』さん」


    　いや、何だか緋影のセリフがおかしくないか？　小麦も、怪け訝げんそうに指摘した。


    「あのぅ……どうも先ほどから緋影っちさんは『日向ひゆうがさん』と言うべきところを、『根雪さん』と言いまちがえていませんですぅ？」


    「そーだよ、やだー緋影っちのうかつ者、根雪さんは緋影っちの名字でしょ？　あたしは日向今日きよう子こだよ～♪」


    　妹がコロコロ笑った。すると緋ひ影かげも、赤い唇の端を静かに上げて、ほほ笑んだ。


    「ああ……そういえば、そうでしたね」


    「緋影っちってクールで大人っぽいのに、ときどき天然なとこあってかわいいよね♪」


    　いやいや、天然なのはおまえだ、妹よ。今のまちがいは明らかに、意図的なものじゃないか。


    　緋影は「かわいい」と言われて、ちょっといい気分になったらしい。少し照れながら、クールを気取って言った。


    「フフッ……そうなんです、わたしクールに見えても天然なんです。てっきり日向ひゆうがさんとわたしが入籍していたとばかりカン違いしていました、失敬失敬」


    「あははっ、緋影っちの冗談すごく面白～い！　女子同士で入籍とかするわけないじゃない、言いまちがえちゃったのを冗談でごまかしちゃうなんて、緋影っちったら照れ屋さんだね♪」


    　妹よ、おまえが無む垢くでかわいいチワワだと思って撫なでているそれは、生肉を食らいおまえを丸のみにする狼おおかみなのだ、と俺は叫びたい。


    「いや、でもいくら何でも、自分の名字とはまちがえないですぅ～？」


    　小こ麦むぎが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。緋影は包み隠すこともなく、ド直球の笑顔で答えた。


    「ええ、ふつうはまちがえませんが、わたしは漢字の書き取りのせいでカン違いしていたのです。いつも小学生女子がやるかのように『日向緋影』とか『根ね雪ゆき今日きよう子こ』とか、漢字ノートにびっしり書き取りを重ねていたために、まちがってしまいました」


    「一度や二度書くんじゃなくて、ノートにびっしり……ですぅ」


    　さすがの小麦も、あからさまにドン引きしていた。


    「はい、もうすぐ十三冊目が終わります」


    「特定の漢字だけ覚えすぎですぅ……」


    「好きな人の名前は、それを見ているだけで幸せになるものです。最近は花屋さんの店先で『向日葵ひまわり』の字を見るだけでドキドキしています」


    「こむぎゅう……微妙に日向が入っているような、入っていないような、ですぅ」


    「そのチラリズム感が、いっそうたまらないんです」


    「向日葵をそこまで邪よこしまな視線で見た人間は、おそらく人類史上初めてですぅ……」


    　どうやら緋影もいつもどおり、絶好調のようである。小麦は思いっきり引いていて、かなり怯おびえている。そして今の会話の意味をまるで理解していない様子の妹が、緋影にたずねた。


    「ねー緋影っち、向日葵に関する話はもう終わった？」


    　今の会話を要約して主題が「向日葵の話」って、国語の読解問題を小学校からやり直してこい！


    「はい終わりました、『根雪』さん」


    「あっはははー、だからあたしは日向さんだってば、緋影っちったら面白いんだからー」


    「すみません、この『日向』緋影、まちがえてしまいました」


    「きゃはははは、ボケをかぶせてくるなんて高度なギャグ～！」


    　妹よ、緋ひ影かげはまったくボケてはいない、本気だぞ。逃げろと言いたいところだが、俺はずっと気配を消して妹の話を漏もれ聞こうと決めているので、じっと我慢の子で黙っていた。


    「じゃあ緋影っち、飛び入り競技の話に戻していい？　ひょっとして緋影っちって、飛び入り競技について知ってるってこと？」


    　ずいぶん話が巻き戻ったな。そして、緋影は余裕の笑みで答えた。


    「うふふ、もちろんです」


    「なんで三さん高こう生せいの小こ麦むぎたちすら知らないことをご存じですぅ、怖すぎる人ですぅ」


    　小麦はすでに数歩、後ずさっている。小麦をドン引きさせていることを知ってか知らずか、というか知ってても気にしないであろう緋影は、得意げに説明を始めた。


    「三高祭二日目・体育祭の飛び入り競技とは、生徒だけでなく、観覧者も誰でも自由に参加していい競技なのです。三高の体育祭の競技は基本がクラス対抗で、特別枠として『クラブ対抗リレー』『教科対抗先生リレー』『来らい賓ひんによるスプーン競走』『保護者による借り物競走』などがあります。けれども飛び入り競技は、来賓や保護者といった生徒関係者でなくても、赤の他人の他校生でも飛び入りＯＫで、本当に誰でも参加できます。その競技内容は毎年変わります、ちなみに去年はムカデ競走でした……今年の種目も早いうちに知っておけば、その競技内容に応じて体の作りこみができますから……」


    「他校生のくせに体育祭に参加する気マンマンだな！」


    　黙っていようと思ったのに、緋影の説明のあまりの詳しさに、俺は思わずツッコミを入れてしまった。


    「当然です。乙女おとめたるもの、恋にもスポーツにも、妥協は決して許さないんですよ」


    「今さりげなく『恋』を挟みこんできたな」


    　緋影が、ちらっと俺に冷たい視線をくれる。ちなみに、緋影の今日の眼帯は右目である、このあいだ俺の家にＤＶＤを借りにきたときは左目だったから、やっぱりこの眼帯はその日の気分で場所をあっちこっち移動するようだ。


    　いつもどおりの冷たい視線……だと思ったが、次の瞬間、突然緋影の青白い顔が、カッと赤くなった。


    「えっ？」


    　俺は戸惑う。突発的に風か邪ぜでもひいたのか？


    「どこかで聞いた声だと思ったらお兄にいさんじゃありませんか、いたんですか！」


    　緋影はいきなり怒鳴った。いやいや、思いっきりいたわ！


    「しまった、日向ひゆうがさんにばかり気を取られてうっかりしていました……」


    　緋影はなぜか、戸惑っている。何だ、俺がいると何か都合の悪いことでもあるんだろうか？


    「妹と話があるみたいだけど、ひょっとして俺がいないほうがいいってことかな。それじゃ、これで席を外すけど……」


    　俺が後ずさろうとすると、緋ひ影かげは眼帯をしていないほうの目で、ギラリとにらみつけてきた。


    「誰もここにいないほうがいいとは言ってないんですけれどもっ！」


    「なんでいきなり最高潮にキレてるんだ」


    「あ、い、いえ。べ、別にキレてはいませんけれども何か？」


    　何だろう、緋影が変だ。いや、いつも変だけど、別方向で変だ。いつもはゴスっぽくクールでテンション低めで丁てい寧ねいな態度を心がけている緋影が、こんなソワソワした感じなのは初めてだ。


    「カン違いしないでいただきたいんですが、わたしは日向ひゆうがさんに用があって来たんですからねっ！」


    「そうそう、飛び入り競技の種目を聞きにきたんだよね♪」


    　緋影のテンションがここまで不安定なのに、妹はまるっきり気づかずにいつもどおりニコニコしている。大物としか言いようがない。


    「これ、小こ麦むぎに借りたプログラム。書いてあるかなあ……」


    　妹は、プログラムの上を人差し指でなぞりながら、まじめに探していく。


    「あ、書いてた。二人三脚だって」


    「ほう、二人三脚ですか。よきかなよきかな……」


    　緋影は、ほくほくした微笑を浮かべた。なぜだろう、その幸福そうなほほ笑みを見て、嫌いやな予感しかしないのは。


    「でもさー緋影っち、ほんとに飛び入り競技に出るの？　四高も文化祭あるでしょ？」


    　心配そうにたずねた妹に、緋影は胸を張って堂々と答える。


    「はい、四高祭は三さん高こう祭さいのちょうど一週間後です。三高祭と同じく、文化祭と体育祭を同時に開催します。一週間ズレているのは、客を取り合わずお互いに参加し合って盛りあがれるようにとの、はるか昔の校長先生たちのはからいのようです」


    　さすが緋影はストーカー気質だけあって情報収集能力に長たけている、俺より詳しい。


    　妹は、大きな目をキラキラと輝かせて緋影を見上げた。


    「じゃあ自分の学校の文化祭一週間前で、その準備が最高潮に忙しいであろう時期に、よその高校の体育祭の飛び入り競技に向けて、体を作りこむっていうこと？　さすが緋影っち、勝負と名のつくものに一切の妥協なし！　さすが、あたしをいつもマンツーマンでマークしてシュートを阻そ止ししまくる、手ごわいフローターバックだけのことはあるわ。あたしもその勝利への執しゆう念ねん、見習わなくっちゃね！」


    　いや、緋影にあるのは勝利への執念というか、むしろおまえへの妄もう執しゆうだと思うんだがな……。


    「ああ、しかしわたし、うっかりと失念していました。飛び入り競技にはものすごく参加したいのですが、二人三脚ならば、組む相手がいりますね。いくらわたしが運動神経抜群でも、一人で二人三脚はできませんから……チラッチラッ」


    「チラッチラッって何？」


    　首をかしげた妹の両手を、緋ひ影かげは逃がすまいとするように、自分の両手でぐっとつかんだ。


    「日向ひゆうがさん。ご存じのとおり、わたしは初対面の人に声をかけて初対面の人といっしょに二人三脚ができるほど、社交的な性格ではありません」


    「大丈夫だよ、緋影っちはクールでカッコいいから、黙って立ってればみんな絶対組みたがるよ」


    「そういう問題ではないのです。かいつまんで言うと、他の誰と組むのも嫌いやなので、日向さんと組みたいんです」


    　なるほど、それが目的か。邪よこしまな緋影が、純粋に運動を楽しみたくて参加したとは思えなかったが、やはりそうだったのか。危ない妹よ、すぐにそいつの側から離れて、全速力で逃げろ！


    「いいよー、あたしも二人三脚けっこう好き♪」


    　ぬあああっ、警戒心ゼロすぎる！　無む垢くな笑顔でそう答えた妹を見て、緋影は眼帯をしていないほうの目をウルウルさせた。


    「激カワ！」


    「渋皮？」


    「天てん津しん甘栗の話はしていません、日向さんがかわいらしいという話をしているんです」


    「緋影っち、でも目を怪け我がしてたらまっすぐ走れなくない？　あたしがフォローしたほうがいいかな」


    「大丈夫です、目は怪我していません」


    「じゃあ、どうして眼帯してるの？　ファッション？」


    「それはね、両目で日向さんを見るとまぶしすぎて目が見えなくなってしまうせいさ！」


    　なんで赤ずきんの狼おおかみみたいな口調になっとるんだ。


    「それに朝の太陽もまぶしすぎます、わたし朝は低血圧ということもあり、飛び入り競技が午後のプログラムで助かりました」


    「えー、緋影っちって低血圧だったの？　だって水球の試合のとき、朝からすごい活躍してるじゃん」


    「それは、フローターである日向さんをマークしまくるフローターバックとして当然のことです。日向さんの水着姿を見た瞬間に全身の血液が沸ふつ騰とうし、低血圧なんてあっという間に克服するのです。むしろ血管はじける寸前です」


    　緋影、それは大きい病院の循環器科に行くべきだと思う。


    「それにしても、日向さんと二人三脚ができるなんて楽しみです。二人三脚といえば、二人の足の長さがぴったりであることが勝利へのカギ。どぉれ、日向さんの足の長さを測らせていただきましょうか？」


    「きゃー緋ひ影かげっち、廊下の真ん中で人のスカートめくっちゃだめだよぉ」


    「それから、二人の呼吸がぴったりであることも大事。どぉれ、このわたしじきじきに、日向ひゆうがさんの肺活量を量ってしんぜましょう」


    　緋影が妹の顔を両手で包むようにして、唇を近づけた。逃げろ、妹……と俺は念じるけれど、何もわかってない天然妹は、きょろんとしたつぶらな瞳で緋影を見つめる。


    「えっ、計測器がなくても肺活量って量れるの？」


    「もちろんですとも、さあ目を閉じて……」


    　唇が触れる瞬間、小こ麦むぎがシュッと素早く何かを投げた。次の瞬間、妹と緋影の唇の間にピンク色のツルンとしたものが挟みこまれる。


    「う～ん、日向さんの唇、何とプルツヤでジューシー、でもなぜこんなにひんやり……って、はっ！」


    　緋影は、真っ青になって三メートルほどズザザッと後ろに下がった。妹はびっくりして、自分の唇の上にあるピンクのスライム状のものをつまみ上げる。


    「あっ、小麦の粘ねん菌きん、逃げてたよー。はい返却ー」


    　粘菌が顔に引っついていても動じないのか、妹よ。緋影は、必死に唇を袖そででぬぐっている。


    「わ、忘れていました！　草くさ野のさんは粘菌マニアで、保健室のシャーレの中で各種粘菌を飼育しているということを！　そしてそのピンク色のプルツヤは、突然変異と言われているがわたしは小麦さんによる粘菌の生体実験によって生まれたと疑っている、ピンクタマホコリカビ！」


    「こむぎゅう～っ、すみませんですぅ、タマぴー逃げちゃだめじゃないですぅ～」


    　小麦はピンクのスライムをシャーレに戻した。すみません、としおらしく謝りながらも、その目の中に漆しつ黒こくの闇が見えたのは気のせいだろうか。


    　ついでに[image: ]なぞの感嘆詞「こむぎゅう」は流は行やらせようとしてちっとも流行る気配がないのだが、小麦がこの「あわててあたふたした様子」を表わす感嘆詞を出すときは、逆に冷静にあざとさを狙ねらっているときである。


    　確かに小麦は冷静だったかもしれない。一瞬の動きでよく見えなかったが、これは勝手に逃げたんじゃなくて、明らかに小麦が二人の間に投げてキスを妨害していたような……いや、グッジョブではあるんだが。


    「まあいいでしょう。二人の歩調が合わなかったら合わなかったで、思わずこけそうになった日向さんの風に揺れる髪の下からうなじが見えたりとか、走りにくい感じで上体を左右に揺らしながら走ることによって発生する遠心力によって左右外側へ翻ほん弄ろうされる暴れん坊な胸とか、そんなわたしにはまったく興味のないものがうっかり見えてしまうのを我慢すれば、それでよいことなんですから」


    「うん緋影っち、あたし迷惑かけないようにがんばるね」


    　妹が純粋すぎて俺は非常に心配である。それにしても、今日の緋影はいつもにも増して大胆だし、強引だし、しつこい。ひょっとしてこれは、凛りん世ぜが側にいないからではないだろうか？　凛世は妹の一番の親友だし、水球の試合でもふだんでも、妹に近づく緋ひ影かげを阻そ止しする役割を担になっている。凛世がいないと、緋影はここまで暴走するものだったのだ。


    「いいえ、ご迷惑をかけるのはきっとわたしのほうです。ああ、わたし緊張しすぎて、うっかり足がもつれて倒れてしまうなど、ドジを踏んでしまったらすみません」


    「大丈夫だよ、緋影っちはすごく運動神経いいからそんな心配いらないって」


    　妹が人のいい笑顔でフォローするが、緋影は首を横に振る。


    「ああ、けれどもうっかりと、ドジッ娘こを発動してしまう可能性があるかもしれませんから、そのときはワザとではありませんので許してくださいね」


    「気にしなくていいよ、むしろ二人三脚って勝敗を競う競技じゃなくて、障害物競走系のエンタメ系の競技でしょ？　ちょっとコケかけたりもつれたりしてるほうが、観客席も盛りあがって楽しいと思うし」


    「それもそうですね、体育祭につきものの、うっかりドジッ娘ラッキースケベがあるほうが盛りあがりますよね、観客もわたしも。むしろ観客の前で盛りあがるって、ああ、何という『プレイ』でしょう！」


    　緋影がうっとりした瞳であらぬ方向を見つめながら、何かを夢想している。っていうか今、はっきりと「ラッキースケベ」って言ったよね、君。

  


  [image: ]



  
    「何という競技プレイって、二人三脚という競技名だよ。微妙に似てるけどムカデ競走じゃないから、まちがえないでね☆」


    　ああ、この何もわかっていない天然お子さまな妹を一人にしておいてはいけない。頼む凛りん世ぜ、ここに戻ってきてくれ！　俺は仏に祈りたい気分だった。でも凛世はここにいないし、小こ麦むぎはドン引きして緋ひ影かげにかかわり合いたくなさそうなので、ここはやっぱり兄として、言いにくいけど俺が出なければなるまい。


    「あ、あの、緋影。二人三脚のことなんだが」


    　俺が声をかけると、緋影はビクッとして一歩後ずさった。えっ、なんで緋影が後ずさるんだ？　なんで、小麦を三メートルもドン引きさせる緋影に、俺が引かれ気味にならなくちゃいけないんだ？


    「べっ別にお兄にいさんとは二人三脚をやらないし、やりもしないし、やりたくもないし、やりましょうって誘ってもいませんから！」


    　緋影は俺がまだ何も言わないうちに、あさっての方角からいきなり全力で嚙かみついてきた。それは例えば、道を歩いていてただ通りかかっただけの野良猫がいて、こっちが近づこうとも撫なでようともする気もなくてただ少し目を向けただけなのに、突然シャーッと毛を逆立てて激怒りする、あの感じに似ている。


    「いや、俺はそういう話をしてるんじゃなくてだな」


    「どういう話もお兄さんとはしたくありません、声も聞きたくありません！」


    　緋影は両手で耳を押さえて、思いっきり拒絶の体勢である。もともと行動が変なタイプではあるが、何だか別方向で行動が変である。


    「突然どうしたんだ。ちょっと落ちつけよ」


    「無理です！　お兄さんがしゃべると落ちつかないので、黙っててください！」


    「理不尽すぎるだろ、理由は何なんだよ」


    「なぜなのか自分でもわからないからイライラするんですよ、ああこのわたしがこんなに激高するなんて！」


    　今までヤンデレながら女子の中では一番冷静だった緋影なのに、確かにやけに興奮している。いや、緋影は例えば以前妹をショッピングモールの屋上に連れ去ったときもそうだし、今の妹へのセクハラもそうだし、興に乗ってくると確かに冷静さを失ってしまうタイプではある。だが、それにしたってここまで意味不明の行動ではなかった。


    　ツンゴラ凛世が最近、態度が柔らかくなってきたなあと思ってたら、今度は緋影がツンギレなのか？　常にこいつらの無む体たいな攻撃にさらされる運命なのか？　俺は、前世でよほど悪い因業カルマを負ってしまったとしか思えない。


    「お兄さんと同じ空気を吸ってたら、何だかイライラしますのできょうはこれで帰ります！」


    　緋影はずかずかと廊下を去っていった。よっぽどイライラしているのだろう、右手と右足が同時に出ている。確かにこの理不尽さといい、まるで出会ってすぐの凛りん世ぜと同じ様子である。


    「なんでずっと黙ってた俺が口を開くなり、突然ボロカスに言われなくちゃいけないんだ……」


    「えへへ、緋ひ影かげっちはきっと照れてたんだよ。きょう兄あにっちが履いてるオレンジの靴下、二割増しカッコいいもん」


    　妹が言った。いやいや、あれを照れてると表現するのは、妹の目か国語能力がおかしい。っていうか、俺は今日オレンジの靴下を履いていたのか、いつもタンスの一番上にあるやつを適当に履いてくるから自分の靴下の色なんぞ知らなかったのに、妹の奴よく見てるな。っていうか、あれっ、今妹は俺に話しかけた？　しかも、わりと好意的に？


    　俺がハッと気づいた瞬間に、妹もハッと気づいた様子だった。


    「あっ……あっそうだ、あたし用があるんだった、じゃあ小こ麦むぎありがとね！」


    　妹は小麦にプログラムを返すと、あわてて駆け去った。また「用」か……これもまた、避けるための方便なんだろうとは思ったが、しかし俺を避けてるなら、なんで今一瞬、俺をフォローしたんだろうか？　妹も「うっかり話しかけちゃった」みたいな感じで、あわてていた様子だったが。


    「さっぱりわけがわからんな……」


    「うむうむ、避けてるんだか何なんだかわからないですぅ」


    　小麦がプログラムを胸に抱いて、こくこくとうなずいた。
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    「でもとりあえず、お兄にい様のおかげで害虫が退散してよかったですぅ。あのままでは、小こ麦むぎのキョコたんが何をされることかと……」


    「今さりげに差し挟まれた所有格もちょっと気になるな」


    「ところでお兄様、本日の帰りにちょっと付き合っていただきたいですぅ」


    　突然、小麦は俺のほうにチラッと上目づかいの視線をくれた。少し甘えるようなスズメ風の口が、ひどくあざとい。小麦は口が小さくて流行はやりのアヒル口ができないのだが、かわりに新しい流行のチュン口に飛びつくとは、抜け目がなさすぎる。


    「何だ、その口は」


    「小麦、お兄様のご相談に乗ることにしたですぅ」


    「へ？」


    「ですから、キョコたんがりんりんを避けている件について、この小麦がお力を貸そうと言っているのですぅ」


    　急な心変わりに、俺はびっくりしてしまった。女子という生き物が気まぐれなのは、妹でじゅうぶん承知しているつもりではあるが、それにしてもちょっと前まで「この世は競争ですぅ、困っている人はすべて生存競争から脱落すればよいのですぅ♪」とか言ってなかったか、小麦は？


    「なんで急に俺に協力する気になったんだ？　ほんのついさっき、ライバルを蹴け落おとすチャンス的に言ってなかったか？」


    「考えが変わったのですぅ」


    　小麦は涼しい顔をしている。絶対に腹の底で何かよからぬことをたくらんでいるのは理解できる、だが小麦に頼らなければ妹と凛りん世ぜのことは俺にはどうにも手出しのしようがないのも事実である。


    「わ、わかった。じゃあ今日は、仏像愛好会のほうには行かずに……どうすればいい？」


    　いささか緊張して、俺はたずねた。


    



    　そして、その後、俺が仏像愛好会のかわりに行ったのは。


    　それは駅の裏側、すなわち妹や凛世をふくむ三さん高こうの生徒はあまり寄りつかない場所にある店であった。


    「し……しかし、ここは」


    　店の前で、俺は足がすくんでしまった。小麦が指定したその店は、スターボックス。中をのぞくと、リア充っぽいカップルとか、おしゃべりや読書を楽しむおしゃれな若い女性でいっぱいだ。これはどう考えても、俺が入ってよい店ではない。


    「失礼しました」


    「待つですぅ！」


    　いっしょにいた小こ麦むぎに、俺は襟えり首くびをつかまれた。小麦は、ほっぺたをぷくっと膨ふくらませて、俺を店内に引きずりこむ。


    「お兄にい様、どこに行くですぅ？」


    「突然だが店を変えないか、もうちょっと緊張しない店に……そうだ、精進料理店などいかがだろう？」


    「却きや下つかですぅ、小麦はここでアップルシナモンブラウンシュガーフリッターを食べるのですぅ」


    「ハンニャハラミッター？」


    「般はん若にや心しん経ぎようを唱となえてる場合じゃないし、ターしか合ってないですぅ。とにかく、まずは席にカバンを置いて、ドリンクとフードを買いにいくですぅ！」


    　小麦は強引に俺を引っぱっていく。三さん高こうの中では妹と凛りん世ぜの陰に隠れて目立たないが、いざこうして校外に出ると、すごく目立つ。このあいだ二人で行った映画館でも感じたけれども、華きや奢しやで色白でミルクガラスのような細い指、小柄な身長に整った小さな顔、くりんとまるっこい大きな目、猫っ毛の柔らかい髪、長いまつ毛は色素が薄くて光にすけ、そしてやたらとまつ毛を抜きたがる最近の女子には珍しい、奥ゆかしい古風なフトマユ……。


    「うおっ、何あの娘こ、スゲーかわいいんですけど！」


    「三高の制服？　俺の時代にあんなかわいい娘、いなかったぞ」


    「あんなかわいい娘とスタボデートとか、リア充死ねくたばれ！」


    　いやいや、僧職男子の俺はリア充ではなくリア悟というか、何よりこれはデートじゃない！　男嫌いの小麦が、まかりまちがっても俺とデートするはずなんて、あるはずがないだろう？


    「俺、彼女いるけど萌もえる」


    「わたし、彼氏いるけど萌える」


    　店内のざわめきの中に、ちょっと気になる声も混じっている。だが俺はそんなことよりも、カウンターの客の注文内容が、もっと気になっていた。


    「ピッコロ・ソイミルク・抹茶ホイップカフェとぉ、グランデ・ヘーゼルナッツ・ウィズ・エクストラホイップ・ウィズ・チョコレートソース・コーヒーホイップカフェをお願いしまーす♪」


    　出たな、スタボに渦巻く[image: ]なぞの呪じゆ文もん！


    「お兄様、小麦たちも買いにいくですぅ」


    「え、あ、か、買いに？」


    　俺は思いっきりうろたえてしまった。


    　ぶっちゃけて言うと、俺はファーストフードの店が苦手だ。


    　ふつうの食べ物屋だと、メニューを出してゆっくり選ばせてくれる。でもファーストフードでは、カウンターに並ぶ場所、その順番、注文のしかたや商品を受け取る場所、食べ終わったトレイを片づける場所、そのときのゴミの分別方法にいたるまで、どこにも注意書きがない。だから、知ってる友達に一度連れてきてもらった店でないと、難しい。ファーストフードはお手軽な飲食店のように思えるが全然そんなことはなく、むしろ高級料亭などよりもはるかに「一見さんお断り」ムードを醸し出しているのである。


    「小こ麦むぎ、俺は水でいい」


    　すでに敵前逃亡ムードになりながら、俺はか細い声で言った。


    「えー、何か飲み物注文しないとカッコ悪いですぅ」


    「無理だ、般はん若にや心しん経ぎようを原文のサンスクリット語で唱となえるよりも難解すぎる！」


    　ちなみに「般若心経」は原文で「ナマッス・サルヴァッジュニャーヤー」という。一番最初の「かんじーざいぼーさーぎょーじん」、このあたりは般若心経を知らない人でも微妙に覚えてる部分だが、ここはサンスクリット語で、


    「アーリアー・ヴァローキテーシュヴァロー・ボーディーサットヴォー・ガンビーラーヤーム」


    　という。どうだ、


    「アイス・グランデ・ホワイトモカ・ローファット・ウィズ・ライトホイップ・アド・チョコチップ・ホイップカフェ・ライトアイス」


    　のほうが、はるかに文字数が多いではないか。こんなの無理だ、注文できっこない。


    　ちなみに以前高たか野のは、みーなちんに何度か連れてきてもらったので、「ホットコーヒーとカフェラテの中サイズ」は自分で注文できると自慢していた。さすが年上彼女がいる奴は一味違う。


    　などと現実逃避している間に、小麦はさっさと自分の注文を済ませていた。


    「ピッコロ・キャラメルホイップカフェと、アップルシナモンブラウンシュガーフリッターお願いするですぅ」


    「すごいな小麦！」


    「お姉ちゃんにときどき連れてきてもらったことがあるですぅ、めんどくさいお姉ちゃんだけどお茶とケーキおごってくれるとこだけは悪くないですぅ」


    　小麦の姉の草くさ野のあざみは女子大生である。さすが女子大生、スタボは庭みたいなものなのであろう。


    「次、お兄にい様どうぞですぅ」


    「ううっ！」


    　俺は凍りつきながら、苦し紛まぎれにカウンターにあるメニューを適当に指さした。


    「あのっ、これ！」


    「ホットグランデラテ、かしこまりました」


    「や、やった！　注文が通ったぞ！　メニュー指さしで注文できるんだな、俺はスタボを克服したぞ！」


    　俺は思わずガッツポーズをした。その隣で小麦が暗黒微笑を浮かべ、つぶやいた。


    「フッ、スタボはわれわれ四天王の中で最弱……次はこのわたし、サブロードが相手だ」


    「サ、サブロード？　ホットドッグみたいなパンにいろいろ挟んでいる、あのサブロード？」


    「サンドイッチのパンの種類はどうされますか？　パンはトーストされますか？　野菜は全部お入れして大丈夫ですか？　トッピングはされますか？　ドレッシングはいかがいたしましょうかぁァァァアアアアーッ？」


    「うわぁぁぁーっ、やめてくれええええぇーっ！」


    「ちなみにサブロードでよくわからないときは、メニュー名を言ったあと『全部お任せで』って言えばいいですぅ」


    「おお、なるほど。小こ麦むぎが頼もしく見える！」


    「ふっふーん、相談相手としてもさぞかし頼りになりそうですぅ？」


    「うんうん」


    　俺はうなずきながら、二人分のお金をレジで支払おうとした。と、小麦が横から自分の分の代金をトレイの上にポンとのせた。


    「お兄にい様、小麦、自分の分は自分で払うからけっこうですぅ」


    「えっでも、相談に乗ってもらうのは俺だし、一応先輩だし……」


    「大和やまと撫子なでしこたるもの、他人にタカったりしないのですぅ」


    　小麦は見かけも幼く甘えん坊に見えるけれど、実は芯しんがしっかりしている。わかってはいたけれど、こうして二人で学校の外で会ったりすると、学校で見えない側面がいろいろ見えてきて、今までよく知らなかった部分が少しずつわかっていく。


    「偉いな、小麦は。じゃあ、せめて運ぶ仕事はさせてくれよな」


    　俺はカウンターから渡されたトレイを取って、テーブルのほうへ運んでいく。小麦が、びっくりしたように目を丸くしてついてきた。


    「あ、ありがとうですぅ、お兄様……また運んでもらっちゃったですぅ」


    「また、って？」


    「映画館でも飲み物とか運んでもらったし……お兄様、親切ですぅ」


    　小麦は、赤くなってモジモジしている。別にトレイや荷物を運ぶことなんて、妹といっしょにラーメンでも食べにいったならふつうに俺の仕事になるので、別段そこまで感謝されたり褒ほめられたりするほどのことでもない気がするのだが。


    「親切なのは小麦だろ、わざわざ相談に乗ってくれるんだから」


    　席についてから、俺は小麦にそう言った。小麦は、きょとんと首をかしげる。


    「小麦が親切、ですぅ？」


    「男嫌いなのに、こうやって俺の相談に乗ってくれるんだから親切だろ」


    「いやいや、小麦は男嫌いだけど、お兄様のことはわりと大丈夫ですぅ」


    「えっ、そうだったっけ？」


    　いや、初めて出会ったころは、小こ麦むぎは俺のこともダメだった。男である俺を警戒しまくってガチガチに硬くなってたし、それ以降も、妹のことで俺に近づいてくることはあっても、基本的には俺と距離を取るようにしていた気がする。


    　少なくとも、俺が悩んでいそうだからといって、こんなふうに相談に付き合ってくれるようなタイプでは、決してなかった。でも、妹を通じて少しずついっしょに行動するようにはなっていたし、このあいだいっしょに映画館に行ったあたりから、何だか俺に対する態度が一足飛びにフレンドリーになったような気がするのだ。


    　妹に避けられ、緋ひ影かげにギスギスと嚙かみつかれるようになって気持ちが疲れていたので、何だか小麦を前にして俺はホッとしてしまった。


    「ど、どどど、どーしてお兄にい様、どーして小麦をじっと見つめて、びみょーにほほ笑んでるですぅ？」


    「あ、ご、ごめん。ほほ笑んでたか？」


    　あわてて、俺はコーヒーのコップを取って、ちびちびと飲みはじめる。いかんいかん、女子をじっと見つめてほほ笑むなんて、さっきの客のざわめきではないが、デートみたいではないか。カン違いされないように心がけなければいけない、俺なんかとデートだなんて思われたら、小麦に迷惑がかかるだろう。


    　小麦も困った様子でモジモジしながら、アップルシナモンブラウンシュガーフリッターを両手で持って、ちょっとずつ食べはじめた。ほっぺがほむほむして、小動物っぽい。こうして落ち着いて向き合ってみると、やっぱりかわいいかもしれないと、俺は少し感心してしまった。
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    　でも、あまり見つめるとまた小こ麦むぎを困らせてしまうだろうから、俺は意識して視線を外した。


    「あの、それで相談なんだけど……妹と凛りん世ぜの仲を元に戻す方法ってのは、あるのかな？」


    　俺が問いかけると、小麦は食べかけのアップルシナモンブラウンシュガーフリッターを皿に置き、砂糖とシナモンがくっついた指を、小さなピンク色の舌でぺろりとなめてから、口を開いた。


    「小麦が見るかぎり、キョコたんは別に何か変わったって感じではないですぅ。お兄にい様に対する態度も、小麦や緋ひ影かげっちさんに対する態度も、全然変わってなかったし。ただ、何か意識してお兄様を避けようとしてるような、そんなところはあったですぅ」


    　確かに小麦の言うとおりだ。保健室で、妹は一瞬俺とふつうに話して、それからあわてて「用がある」と、俺から離れていったのだ。


    「嫌いになったから避けてるんじゃなくて、何か他に理由があるってことか？」


    「たぶんそうですぅ、だからりんりんに対してもたぶんそうだと思うですぅ」


    「その理由、小麦は心当たりがあるか？」


    　俺がたずねると、小麦は生クリームが乗っかったコーヒーをストローで一口ちゅーっと吸ってから、答えた。


    「全然ないけど、対応策はあるですぅ」


    「と言うと？」


    「すなわち、キョコたんがお兄様やりんりんを嫌いじゃないのに距離だけとってるってことは、無理やりその距離を縮めちゃえば、強引に状況は今までどおりに戻るということですぅ」


    「距離を縮めるって、どういうことだよ？　妹の行く先々について回るのか？」


    「それについては小麦に考えがあるですぅ、まあ任せておくですぅ」


    　小麦は不敵にほほ笑んだ。何だか、頼もしい。


    「俺はてっきり、妹と凛世の仲に割りこむチャンスだから小麦は協力してくれないと思ってたけど、なんでこんなに協力してくれるんだ？」


    「キョコたんがお兄様やりんりんと距離を置いているということは、本来ならば、ラッキーこれでキョコたんは小麦が独り占めですぅ、となるところ。しかし、最強の敵・緋影っちさんが立ちはだかっている以上、そういうのーてんきなわけにはいかないですぅ。それならば敵の敵は味方ということで、りんりんやお兄様が防御壁になってくれていたほうが、小麦はまだ隙すきを見て漁ぎよ夫ふの利りを得るチャンスがあるというものですぅ。もしも、りんりんがキョコたんから離れてしまったら、その間に小麦が割りこもうとしても、緋影っちさんに全力で跳ね飛ばされるのは確実だからですぅ」


    　小麦は真剣な表情で語った。


    「まあ、それにお兄にい様が心配してるみたいだったし、ですぅ……」


    　ふと小こ麦むぎは、ものすごく小さい声でつぶやいた。よく聞こえなくて、俺は聞き返した。


    「えっ？」


    「あっえっ？　ななっ、何でもないですぅ？」


    　小麦は、あたふたしながら両手を振った。俺が心配してるみたいだったから、相談に乗ってくれた、的なことが聞こえたような気がしたが、いやいや、まさか。男嫌いの小麦が、それも「日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会」の一員として俺を妹をめぐる恋路のじゃま者と認定しているはずの小麦が、俺を心配する義理などないのだ。ちょっと相談に乗ってくれたからといって、調子に乗ってはいかんぞ、俺。


    　上ずりそうになっていた気持ちを落ち着かせるため、俺はコーヒーを飲んだ。とりあえず、小麦に何か策がありそうなので、俺は泥のように出口の見えない長い苦悩から解放され、ホッとしていた。


    　クリーミーなカフェラテはほのかに甘くて、俺は釈しや[image: ]かが苦行の底でミルクがゆを食べたときの安らぎが理解できたような気がした。


    「とりあえずお兄様、明日の早朝、ご案内するところがありますですぅ」


    　小麦がほほ笑んだ。優しい笑顔だった。


    　でも明日の「早朝」って……いったい、どこへ案内するつもりなんだろう？
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    四章　女子の中に俺だけ男子な文化祭の件


    



    　次の日、俺は妹が家を出るよりも早く家を出て学校へ向かった。


    　校門はまだ開いていない時間で、小こ麦むぎは校門の前で待っていた。


    「お兄にい様、おはようですぅ」


    「こんな朝早く、何なんだ？」


    「まあ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず、こちらへ来るですぅ」


    　意味がわからないまま、俺は小麦に連れられて、学校の近くにある運動公園にやってきた。広い公園の中に野球やサッカーに使えるグラウンドが一つと、テニスコート二面、それに遊具を置いた児童公園がある。その道を、水球部の女子がちらほらと、ジャージ姿で走っていた。


    「何だ、朝練の走り込みか？　にしては、なんで運動場で走らずに、わざわざこんな遠くまで来て走ってるんだ？」


    　俺はその様子を遠目に眺めながら、小麦にたずねた。


    「それは、体育祭のクラブ対抗リレーに勝つためですぅ。誰が速くてどの順番で走るか、勝利のためにすべては極秘事項なのですぅ」


    「なんで、そこまで体育祭のリレーごときに情熱かけてるんだよ」


    「文化祭は、文化部にとって絶好のアピールの場ですぅ。ところが、運動部はなーんにもやることがないですぅ。水球界では三さん高こうは名門だけど、一般から見ると全然マイナーですぅ」


    　確かに、俺は妹が水球をやっているから水球や水球部の存在について知っているが、同じ三高生でも、興味のない奴は水球部の存在すら知らない。まして学校に水球部がない奴は、そもそも水球という競技がこの世にあるということすら知らないかもしれない。


    「それで常つね々づね水球部は、もっと皆に水球を知ってもらって、野球やサッカーを超えた、一般常識レベルのメジャーな国民的スポーツにしようと企くわだてているですぅ。なので、運動部が唯一三高祭でアピールできるクラブ対抗リレーで優勝して、注目を浴びようと狙ねらっているのですぅ」


    「でもリレーで優勝したって、それとプールで泳ぎながらボールを投げる水球の競技とは、全然結びつかないけどなあ」


    「そのとおりですぅ。そこで小麦は、水球部の展示を作ってはどうか、と水球部に提案しようと考えているですぅ」


    「展示って、仏像愛好会で作ってるようなやつのことか？」


    「そうですぅ。みんな水球のルールどころか、どんなスポーツかすら知らないだろうから、写真パネルで競技風景、競技用のボールや水着などの展示、水球の歴史を説明するパネル、水球のルール説明のビデオ上映……」


    「お、なんか形になってるな」


    「実は小麦は一人で『粘ねん菌きんを愛めでる会』を立ち上げ、これらの展示を文化祭で行って、粘菌の知名度を上げる予定だったですぅ」


    「『だった』って、やめたのか？」


    「粘ねん菌きんを展示して、あまりのかわいさに盗まれてはいけないと思ってやめたですぅ」


    「いや、盗む人はいないと思うが……」


    「ということで、文化祭の出し物を水球部で作ってはどうかと思うですぅ」


    　俺の遠慮がちなツッコミは、見事にあっさりとスルーされた。いや、俺のことはどうでもいいので、妹と凛りん世ぜの仲直り計画に話を戻そう。


    「水球部の展示か……。運動部が文化祭の展示ってあまり聞かないから、珍しくていいかもなあ」


    　俺が感嘆してうなずくと、小こ麦むぎはものすっごい目をキラキラさせて言った。


    「そのとおりですぅ。文化祭にとっても珍しい出し物だし、水球部にとっても珍しい体験となるですぅ。みんなで学校に居残りして、同じ目的のために協力して何かを作り上げるというのは、部員の心の親しん睦ぼくをとても深めるものですぅ。それは、試合で協力するのとはまた別の達成感があるのですぅ」


    「確かに、東大寺の大仏を作った理由のひとつが、国民全員で協力して長年かけて大仏を作り上げることで、心の連携を深めて国力を高めるってものだったからな。戦争は一時の高揚感を与えてくれるけれど、それでは国はまとめられない……」


    「そういうことですぅ。水球の試合でキョコたんとりんりんの距離が縮まらなくても、文化祭の展示物製作ならば二人の気持ちを元どおりに近づけることができるはずですぅ」


    「何という説得力！　さすがだな、小麦！」


    　俺は感動してしまった。そのとき小麦の白い頰ほおが、さっと紅潮した。


    「で、では水球部の部長さんがちょうど走ってきたので、さっそく話してみるですぅ」


    　公園内のコースを走っていたジャージ姿の女子のもとへ、小麦はそそくさと走っていった。


    （あれっ、何だ？　いつもなら、俺が褒ほめたら「この小麦には当然のことですぅ！　フンス！」と鼻息荒くドヤ顔で自慢してくるのに、今日は妙におとなしくないか？）


    　唯一俺が今まともに話ができる小麦までギクシャクするのは、頼むからやめてくれよ～、と俺は祈りながら、小麦についていった。


    　水球部の部長は、背の高いショートカットの二年生だった。三年生はもう引退したから、新しく部長になったばかりだろう。小麦が走ってくるのに気づいて、自分のほうからコースを外れてこちらへやってきた。


    「草くさ野のさん、こんな朝早くどうしたの？」


    　小麦はいつも水球部の試合に保健委員として随ずい行こうしているから、部長とは知り合いのようだ。


    「ほうほう、なるほど……へぇー、それいいねえ！」


    　小麦の話は理り路ろ整せい然ぜんとしていたし、彼女はチーム競技の選手らしく頭の回転が速くて、ほんの三分ほどで話がついた。


    「そっちの君、今日きよう子このお兄にいさんだよね？　今日子がいつもひっつき回ってる……今日子は今朝はいっしょに来てないの？　日向ひゆうがくんは仏像愛好会だったっけ？」


    「仏像愛好会を知ってるのか？」


    　俺はうれしくなって、思わず声が弾んだ。部長は、スポーツタオルで汗を拭ふきながらこくりとうなずく。


    「一年生が最近[image: ]うわさしてたけど、仏像愛好会の文化祭用の展示物がけっこうイケてるんだって？　水球部も、そういうのやれればいいんだけど……」


    「じゃあ、やりましょうですぅ」


    　小こ麦むぎが熱心に勧めたが、部長はちょっとためらうように視線を流す。


    「やりたいのはやまやまなんだけど、あたし委員長なんだよねぇ……。クラスの出し物を手伝わないといけないから……」


    　部長は腕組みをして眉まゆを寄せ、ほとほと残念、という風ふ情ぜいで深くため息をついた。うむむ、これはいきなり計画が頓とん挫ざする前ぶれか？


    　俺が不安を胸にドキドキしながら部長の次の言葉を待っているとき、ちょうど凛りん世ぜが通りかかった。凛世は公園の中の周回コースをクルクルと何周も走っていたようだが、それにしてはまったく息が乱れておらず、まるで高原の風の中でも散歩しているかのような涼しげな顔をしているのは、つくづくさすがの水球部の体力である。


    　部長はそんな凛世に何気なく視線を向け、次の瞬間、何かを思いついたようにぱっと目を輝かせた。


    「そうだ、凛世のクラスは縁日をやるって言ってたから、手伝えるんじゃないかな。おーい凛世、ちょっとこっち来てー！」


    　部長がスポーツタオルを大きく振った。気づいて、凛世はコースを外れ、走ってくる。


    「何か用ですか、部長……」


    　はっ、と凛世は俺たちに気づいて、足を止めた。


    「小麦、それに兄あに貴きさん、なぜここにっ？　まさか仏像愛好会もクラブ対抗リレーに出ることになって、その敵情視察じゃないでしょうね？」


    「いやいや、警戒しすぎだ。仏像愛好会が運動部の土俵で戦っても勝ち目ないだろ？」


    「その逆で、水球部が文化部の土俵で戦おうって話。凛世、文化祭の展示物を作ってみない？」


    　部長が凛世に言った。凛世は突然そんなことを言われて、話が見えずに目をぱちくりしている。


    「文化祭の展示物？　水球部なのに？」


    「そう、水球部だから」


    　部長が言った。そこに、妹がスポーツバッグを肩に引っかけて走ってくる。学校がまだ閉まっている時間で着替えられないので、家からジャージでやってきていた。たぶんスポーツバッグの中に制服が入っていて、後で水球部のロッカールームで着替えるつもりなんだろう。


    「おはよーございます部長！　……あれ、兄あにっち、小こ麦むぎ、何してんの？」


    　妹は、一瞬俺たちを避けるように後ずさった。今、俺が言わなくては、と思って俺は声を張りあげた。


    「水球部で文化祭の展示をやる、手伝うだろっ？」


    「えっ……運動部で、展示？」


    　妹も、目をぱちくりした。部長が腕組みをして、大きくうなずいた。


    「そうだね、日向ひゆうがくんも全然知らない人ばっかりの中で手伝うのはいづらいだろうから、妹がいたら橋渡し役になっていいね」


    「えっ、俺が手伝う？」


    「そのつもりで言いに来てくれたんじゃないの？　だって、水球部にそんなノウハウないし」


    　部長は言った。確かに部長の言うとおり、俺が手伝うべきだ。仏像愛好会と掛け持ちだが、何とかなるだろう。


    「ああ、俺が手伝うよ」


    　俺ははっきりと返事した。そのとき、妹と凛りん世ぜが同時に、


    「「どういうことなの？」」


    　と、俺に視線を集中させた。
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    　そういうわけで、俺たちは図書倉庫の端っこに追いやっていた本棚を部屋の真ん中に移動させて、壁にした。仏像愛好会だけで使うには図書倉庫は広すぎたので、半分にするぐらいでちょうどいい。なので、片方を水球部の展示に使うことにした。


    「……って、あたしたちだけ？」


    　放課後、妹は戸惑って図書倉庫の中できょろきょろしていた。そこに集まった水球部員は、妹と凛りん世ぜだけだったのだ。


    「そうみたいね。みんなクラスの出し物が劇とかお化け屋敷とか、事前の準備に人手と時間がかかって掛け持ちは無理だって」


    　凛世も戸惑っている。


    「でも兄あに貴きさん、手伝い二人じゃ展示なんて無理じゃない？」


    「それは大丈夫だけど、凛世はクラスのほうはいいのか？」


    「ええ。うちは縁日だから、前準備は、実行委員がレンタルの縁日道具を借りる契約をするだけ。あとは当日の店番だけなのよ」


    　妹は、俺たちから少し離れて居心地悪そうに立っている。けれども小こ麦むぎが言うとおりなら、妹は少なくとも俺たちが嫌いで離れているわけではないんだから、俺のほうから歩み寄っていけばいいはずだ。


    「今日きよう子こは、クラスのほうは大丈夫なのか？」


    　ふだんは妹に積極的に話題を振ったりしない俺なので、今のはけっこうがんばった。妹は俺に答えるのを少し躊ちゆう躇ちよしていたが、部屋の中に三人しかいなくて間が持たないことに気をつかったのか、口を開いた。


    「うちは……クラスの出し物が『占いの館』だから、占いできない子は前日に机並べるのと、当日にお客さんの整理するぐらいしか仕事ないから、その、大丈夫」


    　凛世の表情が、そのときわずかに明るくなった。妹が俺と一応「会話」したので、希望が見えたようである。


    「あの……今日子？」


    　おずおず、と凛世は妹に声をかけた。親友同士とは思えない、ぎこちない距離感だ。


    「クラスのほうが大丈夫そうでよかったけど、こっちはちょっと大丈夫じゃないみたいなの、よね……。これ、さっき部長から預かってきた、水球部員一同から集めたアンケートっていうか、こんな展示をやってほしいっていう要望書なんだけど」


    　と、凛世は分厚い紙束を学生カバンから取りだした。俺はその分厚さにびっくりして、思わず二度見してしまった。


    「何だこれは！　参加しないくせに、要望ばかりこんなにいっぱいよこしたのか！」


    「水球のルール説明のパネルが欲しいとか、できればわかりやすいようにスライドアニメでやってほしいとか、すごく要望が多いんだけど、これ三人でやれるのかしら？」


    　凛りん世ぜは不安そうだった。凛世と妹の距離を縮めるためには、なるべく二人きりの時間を取ってやったほうがいいと思う。けれども、今の二人を見るかぎり、いきなりそれでは拙せつ速そくすぎるというか、ギクシャクしたままなかなか二人の会話が交わらないだろうことは想像がついた。


    「大丈夫、ヘルプがもうすぐ来るはずだ」


    　人手のヘルプと、二人の溝を埋めるためのヘルプである。そう言った矢先に、ぱたぱたと足音が聞こえてきた。


    「こむぎゅう～っ、保健室の片づけと粘ねん菌きんのお世話で遅れてしまってすみませんですぅ、小こ麦むぎがヘルプに入るですぅ☆」


    「わあっ、小麦が手伝ってくれるんだ」


    　妹が、声をはずませた。


    「はいですぅ。小麦これでも保健委員として、保健室の『手洗い習慣をつけよう』みたいな掲示物を作ったり、粘菌がよりかわいく見えるディスプレイスタンドを作ったり、展示物を作るノウハウもそこそこ知っているので、お力になれると思うですぅ」


    「すごーい、小麦って器用なんだね！　ありがたいけど、水球部じゃないのに手伝わせてごめんねぇ～」


    　妹は小麦に両手を合わせて、ペコペコ謝った。凛世も小麦に礼を言いたかったようだけれど、妹に避けられていると思っているせいか、自分のほうからも近づくのを遠慮して、足が魔法にかけられたように動かせないでいた。


    「構いませんですぅ、みんなで文化祭の準備をするのは青春時代の爽さわやかな一ページですぅ。キョコたんとその青春の時間を共有できるというだけで、小麦はうれしいですぅ」


    　小麦は妹の腕に抱きついて、ラブラブオーラを惜しげもなく噴ふん出しゆつしていた。凛世はその距離感の近さに少し危機感を抱いだいた様子でチラチラ視線を向けていたけれど、まだ動けない。


    　凛世が動けない隙すきをついて、風のように早くもう一人、漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらう者が現れた。


    「その青春の時間、わたしにも共有させていただきたいです。すぐにお手伝いできるよう、マイはさみとマイカッターナイフとマイアートナイフとマイペイントナイフとマイ糸ノコとマイ彫刻刀は持参しています！」


    　刃物ばっかりだな、と思ったらやっぱり緋ひ影かげだった。いや、ペイントナイフは刃物ではなく、絵の具を塗るための道具だが。それらの刃物を指の間にアイアンクロー状態で挟んで、緋影はキレのあるポーズを取っている。


    「出たわね、このストーカー！」


    　遠慮していたはずの凛世が、一瞬にして妹と緋影の間に割りこんだ。さすが、小麦と違って緋影が醸し出す危機感はレベルが違うらしい。俺はこのときほど、緋影が妹につきまといまくることを感謝したことはなかっただろう。


    　緋ひ影かげは、そんな凛りん世ぜを不服そうににらんだ。


    「ストーカーではありません。昨日日向ひゆうがさんに電話で聞いたら、今日の学級活動の時間に日向さんのクラスの体育祭の参加種目が決まるとおっしゃっていたので、結果を聞きにきただけです」


    「えっ？　じゃあどうして、マイ刃物を持参してるんだ？」


    　水球部が文化祭で展示物を作ると今朝決まったことは、緋影は知らないはずなのに……と怪け訝げんに思いながら、俺はたずねた。すると緋影は一転、俺をにらみつける。


    「お兄にいさんには関係ありませんからっ！　わたしに話しかけないでください！」


    「だから、なんでいきなりテンションＭＡＸで怒るんだ。敵意むき出しの凛世には、余裕の対応をしてるのに……。俺なんてごくふつうに、ソフトに話しかけただけだぞ？」


    「よくわからないけれど、お兄さんのちっちゃくてつぶらな瞳とか、ちょっと戸惑いがちなウブっぽい表情とか、意外に形のいいスッとした鼻筋とか、草食男子ゆえか高校生男子にしては珍しいツルツルお肌とか、読ど経きようで鍛えたまろやかでよく通る意外にいい声とか、そういうのすべて見ててイライラするんですよ！　シャーッ！」


    　緋影はやさぐれた野良猫のように敵意むき出しで嚙かみついてくるのだが、というか「シャーッ」とか明らかに人間が発してはならない威い嚇かく音おんまで立てているのだが、なんか話の内容だけ聞いてると褒ほめられてるような錯覚に陥るし、ほんとにこいつは前からよくわからなかったが、ますますよくわからん。


    「で、どうしてマイ刃物持ってるの？」


    　妹に聞かれると、緋影はとてもフレンドリーにほほ笑んで答える。


    「これはいつも携帯してるんです、わたしのアイデンティティ的なものなので」


    「それ、おまわりさんの職務質問とか大丈夫？」


    　二人が話していると、凛世が割って入ってきた。


    「とーこーろーでー根ね雪ゆきさんっ！　なんで他校の生徒に、今日きよう子こが出る種目が関係あるのかしら？」


    　妹と直接絡むのはまだちょっと一歩引いているようだが、緋影を阻そ止ししておかなければならないという危機感にはかえられないようだ。緋影は冷ややかな表情で答える。


    「もちろん望遠カメラを持ってスタンバるためです。体育祭で飛び散る日向さんの真珠のような汗の一粒すら、永遠の記録として残しておけるように……」


    　おまわりさん、ここに今すぐ刑務所を建ててください！　緋影も一応、凛世や小こ麦むぎや妹を取りまく他の女子同様、「百ゆ合り趣味とかに知識も興味もない妹に対し、もし百合的な感情を抱いだいていることを知られたら、百合的恋愛関係どころか今ある友情関係まで失ってしまうであろうから、そういう感情は表に出さず妹に感じ取らせない」と気をつかってはいるはずだ。


    　けれども妹があまりにも天然で鈍感なものだから、このへんまでは行けるかなー……と、だんだん言動が大胆になってきている。破滅主義的なところがある緋ひ影かげのことだから、そういうチキンレース的なスリルを楽しんでいる側面もあるのだろう。


    　それは妹の貞てい操そうの危機でもあるが、凛りん世ぜたちにとっても寝た子を起こして自分たちまでとばっちりで「ひょっとして凛世たちもあたしを百ゆ合り的な目で見ていたの？　百合マンガみたいに！　百合マンガみたいに！」と嫌われてしまう危険もあるのだから、放置しておくわけにはいかない。


    「根ね雪ゆきさん、死ぬ準備はできているかしら？」


    　凛世の長い髪が、闘気のオーラに[image: ]あおられてぶわっと逆立った。緋影の眼帯をしていないほうの目が、それに応えるように赤い血の色に光った。


    「いいえ、けれども御み剣つるぎさんを地獄へ叩たたき落とす準備でしたら、二十四時間三百六十五日、年中無休でいつでもバッチリ準じゆん備び万ばん端たんですよ……クククッ」


    　どうして、文化祭の準備が一いつ触しよく即そく発はつの殺し合いみたいなムードになっとるんだ。


    　だが二人がバトル開始する直前、妹が両手でほっぺを押さえて叫んだ。


    「ああっ、そう言えば緋影っち！　あたし、謝らなくっちゃ！」


    「えっ、何がです？」


    　緋影が妹に視線を向け、凛世も視線を移した。妹は両手の人差し指をつき合わせながら、申し訳なさそうに上目づかいで緋影を見つめる。


    「あのぅ～、あたしスウェーデンリレーの選手に選ばれちゃったんだ。それって飛び入り競技の直前の種目だから、つまりあたし、二人三脚に出られないの」


    「ええっ！」


    　緋影は一瞬にして、白い灰になる勢いで燃え尽きてしまった。


    　ちなみにスウェーデンリレーでは、四人の走者が百・二百・三百・四百メートルを走る。つまり最初の百メートルの人は短距離走だが、アンカーの四百メートルの人は、いわゆる持久走である一キロの半分近くを走るわけだ。で、この四百メートルを短距離走として走るか、持久走として走るか、人によって分かれる。小こ麦むぎが、同意するようにうなずいた。


    「そっかー、キョコたんは水泳でも一キロ二キロは短距離のうちみたいだし、四百メートルも短距離走のスピードで走れる数少ない女子ですぅ。そりゃー、スウェーデンリレーに抜ばつ[image: ]てきされるのは当然ですぅ」


    「で、前の競技をやってる間に次の競技の選手は入場門の後ろにスタンバっとかなきゃいけないから、連続で出るのは無理ってことね。特にリレーのアンカーだったら、なおさらね」


    　凛世は、ホッとした様子でうなずいた。俺も緋影のラッキースケベとやらの攻撃を妹が受けずに済みそうで、胸をなでおろした。


    「そ、そんなっ……！」


    　緋影はがくっと床にひざをついた。けれども、わずか三秒で、ぐいーんと頭を上げて元気に復活した。


    「なんてね！　落ち込んだと思いましたかっ？　残念でしたっ、わたしはこんなことではくじけません！　二人三脚でうっかり引っかかって、くんずほぐれつしながら日向ひゆうがさんの上になり下になりして、『きゃあごめんなさいわたしったらドジなんだから』『でもクールな緋ひ影かげっちがドジっ娘こなのってギャップ萌もえでかわいいよ』『そんなことありません、日向さんのほうが一万倍かわいいです！』『じゃあ緋影っちは一億万倍かわいいんだもんね！』なんて、たとえそんな素敵な青春の一ページの可能性が消えたとしても、くじけはしません！」


    「なんか絶好調で楽しそうだな、緋影」


    「わたしにはまだ『文化祭の展示の準備』という最終手段が残っています！」


    　ちゃきーん、と緋影は刃物を指の間に挟んでポージングを決めた。それ、カッコいいと思う気持ちもわかるけど、危ないからやめなさい。


    「文化祭の準備といえば、ふだん部活でも残ることができないぐらい遅くまで学校に残り、みんなで一丸になって物を作る一体感からの、奇妙な友情からの淡いＬＯＶＥの芽生え、最後のファイヤーストームで告白、この甘酸っぱい流れは鉄板です！　だからわたしも手伝います、ファイヤーストームに照らされて頰ほおを紅潮させた（日向さんの）ＬＯＶＥの告白を受け止めるために！」


    「きゃーすてき、緋影っちってひょっとして三さん高こうに告白されたい男子がいるの？」


    　妹が目をキラキラさせて食いついた。俺には行間の（日向さんの）が丸見えだったのだが、妹はほんとにまったく気づいてない。そして緋影は、告白されたい「男子」と言われた瞬間に、顔をかあっと赤くした。それまで、こっちが赤くなるほどＬＯＶＥだと何だの平気でしゃべっていたくせに。


    「ちちちちち、違いますよ、告白されたい男子とかそんなのいませんからっ……」


    「とはいえ、一週間後に自分の高校の文化祭だし部活の練習もあるだろ？　よその高校で油売ってていいのか？」


    　心配して俺が口を挟んだ瞬間、


    「おぉおぉお兄にいさんには関係ありませんからぁぁぁあっ！」


    　なんで、こんなふつうの質問で真っ赤になって汗まみれでうろたえまくってるんだ？　妹が俺や凛りん世ぜを避けたり、緋影が俺に嚙かみつきまくったり、今女子の間でそういう不審な行動が流は行やってでもいるんだろうか。


    　小こ麦むぎが、何とかして緋影を追い払おうとしている様子で、遠回しに言った。


    「お兄様の言うとおりですぅ、よその高校に遊びに来てる場合じゃないと思うですぅ」


    「その点は大丈夫です。クラスには部活の展示で忙しいからそちらをやる、と言う予定ですから」


    「いやいや、部活って、よその学校の部活ですぅ？」


    「いいえ。水球部の展示をして、バスケやバレーボールに比べても微妙にマイナー風味な水球をもっとメジャーにするというのは、四高水球部でも常つね々づね考えていたことなのです。せっかく強豪校なんですから、もっと知ってほしいと考えるのは当然のこと。というわけで、三さん高こうの展示をそのまま四高の文化祭に流用させていただく、そのかわりにわたしが手伝う、ということで三高と四高の水球部の部長に、すでに話をつけてあるのですよ」


    「ぐぬぬ、抜かりないですぅ……やっぱり緋ひ影かげっちさんが一番の強敵ですぅ、小こ麦むぎの策の付け入る隙すきがないですぅ。これはやはり、早いうちにツブしておかねばならない相手ですぅ……」


    　小麦が親指の爪をガリガリ嚙かんでいる。ちょっと怖い。


    「やったー、五人いればふつうの部活の最低人数、すなわち余裕で文化祭の展示物を作れる人数だってことだよね！　がんばろー、おー！」


    　緋影と凛りん世ぜと小麦の間で戦いのゴングが高らかに鳴り響いたのが、ノーテンキな妹には聞こえていないようだ。


    （俺は大丈夫なんだろうか、このメンバーをまとめる自信がまったくないんだが……）


    　準備を始める前から、俺は絶望にさいなまれてしまった。


    （そ、そうだ……高たか野のや比ひ叡えいにも助けを求めよう！　俺一人では、あまりにも荷が重すぎるし、居場所がない感が半端ない！）


    　本棚で作った壁一枚向こうは、俺のホームグラウンドである仏像愛好会である。肉食恐竜系女子の中に草食小動物系男子が一人状態に耐え切れなくなった俺は、


    「あ、ちょっと隣の様子を見てくる」


    　と、その場から逃走したのだった。


    



    　図書倉庫には、前と後ろに廊下へ出るための滑り戸がある。部屋を半分に分けたので、水球部の展示場から出る出口は後ろの一個だけだ。そこから出て、前の入り口から入ると、仏像愛好会の展示のほうはずいぶん進行していた。


    「おおーっ、俺が一日見てなかった間にメチャクチャでき上がってるじゃないか！」


    　戸を開けるなり、俺は思わず声を上げてしまった。


    　まず、部屋の中は完全に、ダンボールで壁が作られていた。ダンボールは折れないよう、ダンボール板を三角に折って作った角材的なものを裏に貼はりつけてある。それを本棚の前に縛りつけて、新しい壁を作ってあるのだ。


    　その壁には、俺たちがあちこちの寺で写してきた仏像の写真が、引き伸ばされパネルに貼られて、びっしり飾られていた。その下には毛筆でしたためられた説明文が、半分ぐらい貼り終えられている。


    「日向ひゆうがくん、お帰りなさいですな～。水球部の展示のほうは、どうなったですな～？」


    　その説明文を書いていたのは小柄な比叡で、模造紙に残りの説明文を墨跡も美しくしたためているところだった。比ひ叡えいは繊細な作業が得意で、写経のときも俺たち三人の中で一番字がきれいである。昨今はプリンターで打った文章をパネルに貼はりつける展示が多いが、やっぱり直筆の文面は手間はかかるけど、展示したときの凄すごみが違う。


    「あっ、うん……今、パネルの内容を考えてるところだけど。それにしても仏像愛好会、急に進んだなあ」


    「壁を作ったからだと思うですな～。ちょこちょこ展示物を作ってても進しん捗ちよくがよくわからないけど、こうやってできたところから展示していけば、どれぐらい進んだか、あとどれぐらい作らないといけないか、めどがつきやすいですな～」


    「だから日向ひゆうがくんが作ってくれた東大寺も、先に飾る場所を作って飾ることにしたでありますよ～」


    　そう言ったのは長身の高たか野ので、手足の長さを生かして大道具作りをしていた。木材をノコギリで切り、ベニヤ板はベニヤカッターで切って、組み合わせて釘で打って、展示台を作っている。


    「おお、こんな上等な展示台に飾ってもらえるのか！　東大寺作り、がんばった甲か斐いがあった」


    「平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうと三さん十じゆう三さん間げん堂どうの展示台も作って、この三つの大きな展示台を島にして、お客さんの流れを作るでありますよ～。その流れの最後のところに机を並べて、写経体験コーナーにするでありますな～」


    「ふむふむ、いい感じじゃないか」


    「それから、壁に展示しているパネルの間に仏像クイズのパネルを混ぜるでありますが、その解答を最後に投稿してもらって、お客さんのアンケートがわりにする予定でありますよ～」


    「おお、抜かりないな」


    「その記入台がわりに机を並べるとして、解答用紙を入れる箱を作らなくてはならないでありますな～」


    「あ、じゃあその箱は俺が作るよ」


    　俺がいない間にこんなに仕事を進められてしまうと、手伝っていない自分が申し訳なくなってしまって、せめて何かしなくちゃ、という気持ちになって俺はそう言った。まして、俺は水球部のほうにいづらいという理由だけで、仏像愛好会のためにこんなにがんばってる二人に、水球部まで手伝わせようとしていたのだ。俺は、ものすごい罪悪感にさいなまれてしまった。


    「えー、日向くんは水球部のお手伝いがあるでありますから、こっちはいいでありますな～」


    「そうですな～、日向くんは前倒しで東大寺も完成させてくれてるし、気をつかうことはないですな～」


    　そうは言われても、三人だけの仏像愛好会で俺が抜けてしまって、さぞかし比叡と高野の負担は増えているはずである。申し訳ないではないか、ほんとなら「やっぱり日向くんがいてくれると助かるですな～」「そうでありますな～、ぼくたちだけではさすがに大変でありますな～」と言いたいところであろう、のに！


    「でも、もうこんな時間なのにまだやるんなら何か食べなくていいのか、差し入れ買ってこようか？」


    　二人のために何か手伝いたくて、俺はしきりと仕事を探すのだが、高たか野のと比ひ叡えいはそろって首を振って、そわそわした様子で、


    「いえいえ、結構でありますな～」


    「ほんとにこっちは大丈夫だから、日向ひゆうがくんは水球部に戻ってあげるですよ～」


    　と、俺をやたらに追い出そうとしたがる。ああ、きっと俺が仏像愛好会を見捨てたと思っているのだ、だから二人は俺にもう期待していないのだ、俺は失った親友の信頼を取り戻さねばならないのだぁぁ！


    「わかった、差し入れ買ってくる、カラアゲくん派かファミチキ派かどっちだ！」


    「いや、ぼくたちはサラダとか豆腐とかがよいのでありますが……」


    「それより日向くんはほんとに、水球部に戻るです……」


    　と比叡がセリフを言い終える前に、図書倉庫の入り口に二人の女子が姿を現した。みーなちんとるかにゃん、それぞれ高野と比叡の彼女であった。


    「こんばんはぁ、高野くん。おなかすいてませんか？」


    「比叡さん、わたし今日も比叡さんのためにものすごくがんばってお弁当、作ってきました！　それに仏像クイズの解答用紙を入れる箱もみーなちん先輩といっしょに作ろうと思って、キラキラ折り紙も買ってきたんですよぉ☆」


    　お弁当、だぁ？


    　俺は高野と比叡のほうへ視線を向けた。二人は照れて、顔を伏せている。


    　……なるほど、それで二人はそわそわして俺を追い出したがっていたんだな。仏像愛好会に俺の手が必要どころか、俺はおじゃま虫だったわけか。ふだんだと、みーなちんとるかにゃんが仏像愛好会に遊びにくると、俺だけ独り者であぶれてしまう。それで何となく気をつかって二人はあまり仏像愛好会にかかわってこなかったんだが、俺が水球部の手伝いでいなくなるとわかったとたんに手作り弁当か！　俺はよっぽどおじゃま虫にされてたんだ、と気づかされて、思いっきりへこんでしまう。


    「ほらっ高野くん、わたし家が近いのでわざわざ一度帰って作ってきたんですよ。だからでき立てホヤホヤで、ごはんはホカホカ、てんぷらはサクサク、とてもおいしいので仕事の手を止めて食べてみてください、ね？」


    　そう言ったみーなちんは高野の彼女で、メガネ長髪長身でおとなしく清せい楚そな感じの三年生である。かつて「日向今日きよう子こを愛めでる会」に入っていたと思えないほど、今は高野と仲よしで、年上彼女らしい落ち着いた雰囲気が癒やされるしその知識量には教えられることが多いと、いつも高野はベタホメしてノロケている。そのみーなちんが高野に差し出したのは、古式ゆかしい重箱弁当であった。ふろしき包みを開けて三段重ねの重箱を外すと、巻き寿司、煮物、焼き物など、そこらの料亭のおせちよりもずっとおいしそうな料理がぎっしり詰まっていた。さすがの高たか野のも、これには菩ぼ[image: ]さつのように細い目を輝かせざるを得ない。


    「うわ～、すばらしいでありますな、みーなちん！　これ、ぼくがいただいて本当によろしいのでありますか～？」


    「ええ、高野くんは背が高くてたくさん栄養がいるのに、好物は野菜やお豆腐で低カロリーだから、そのぶんいっぱい作ってきたんです。遠慮せず食べてくださいね」


    「さすがはみーなちん、優しいでありますな～。仏の慈じ悲ひの光で、重箱が輝いて見えるでありますよ～！」


    　高野は両手を合わせて、重箱を何度も拝おがんだ。そして比ひ叡えいの彼女・るかにゃんも、手に持っていたかわいい布の包みを比叡に手渡した。


    「わたしも、みーなちん先輩のお家におじゃましていっしょに作ってきたんです。みーなちん先輩にいっぱい教えてもらって、すっごく楽しかったです♪」


    　るかにゃんは、小柄で華きや奢しやで、かわいい妹タイプの一年生である。弁当はかわいいものを容よう赦しやなく盛りつけるといったコンセプトで、タコさんウインナー、ハート模様に切ったピンクのかまぼこ、プチトマトを器用に切って作ったサラダ入りミニバスケット、ごはんの上にはピンクの桜でんぶで「ＬＯＶＥ」の文字、二個のうずら卵にゴマのおめめと海苔の髪の毛をつけて並べているのはもしかしなくても、比ひ叡えいとるかにゃんなのでは？
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    「ひゃあ～、かわいいお弁当ですな～！　けれども、るかにゃんのほうが百倍かわいいですな～。どっちも、食べてしまいたいぐらいかわいいですな～♪」


    　ショック！　あの比叡が、聞き方によっては「るかにゃんも食べちゃうぞ」的な、下ネタっぽいことを言っちゃうなんて……。


    「じゃあ、いったん作業を中断してお弁当タイムにするですな～」


    「もういただいてるでありますな～、みーなちんの玉子焼きは甘くてすっごくおいしいでありますな～。一口食べるたびに、まぶたの裏に西方極ごく楽らく浄じよう土どが広がり、悟りの道へ近づけるような気がするでありますよ～」


    「そんなに褒ほめられては恥ずかしいです、高たか野のくん。はい、あーんしてください」


    「ありがとうでありますな～、あーん」


    　何これ！　なんでみーなちんは、高野と並んで材木に座って、高野にあーんって言って玉子焼きをさし出してるんだ？　なんで高野は、肩がくっつくかくっつかないか微妙な距離に座って、自分もはしを持ってるくせに、あーんって口を開けてるんだ？


    「うう、みーなちん先輩、さすが年上彼女の貫かん録ろくです。わたし年下ですけど、比叡さんのこと甘やかしてあげたいですけど、いいですか？」


    　るかにゃんが、下唇を嚙かんでわずかに涙目になりながら、上目づかいに比叡を見つめた。


    「もちろんですな、ではぼくもあーんするですな？」


    「わーい、何食べたいですか？　トマト？　ウインナー？　何が好きですか？」


    「るかにゃんが作ってくれたものなら、なーんでも好きですな」


    「きゃー♪　わたしは比叡さんが大好きですー♪」


    　爆発しろリア充どもめらぁぁぁぁ！


    　これはひょっとしなくても、俺はおじゃま虫である。


    　もともと、俺同様草食な僧職男子である比叡と高野は、彼女（それもかなりかわいくて性格もいい、年下彼女と年上彼女）を作ってしまうような、そんな青春ライフを送るタイプではない。むしろ俺同様、理想のタイプは広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつ、というノリだった。


    　その二人が彼女を作るという、まるで絵にかいたようにエンジョイな高校生ライフを送るようになったいきさつについては、あまり思い出したくもないので説明は割かつ愛あいしたいところである。むしろそんなことを説明している間に、俺は一刻も早くこの場から離れてしまいたい。


    　でも、俺も二年生になってからのこの半年で、あまりにもいろんなことがありすぎて忘れかけているので、事実をまとめがてら思いだしておこう。


    



    　俺は小学校のころに出会った仏像好きが高じて、中学は仏教系私立男子中学の鳳ほう凰おう学園に通っていた。だが、そこでは仏像オタクの友達、略して仏ぶつ友ともがいなかったので、俺は孤独だった。高校二年生になって、比ひ叡えいや高たか野のと同じクラスになり、意気投合して仏像愛好会を立ち上げ、やっと仏ぶつ友ともができて、俺はうれしかった。


    　だが同じころ、厄やつ介かいごとも同時に俺のもとへ転がりこんできた。すなわち、妹が俺と同じ高校に入学してきたのである。


    　小学生時代から水泳が得意だった妹は、水泳関係の名門校である、キリスト教系の私立の女子中・聖セントエルモ女学院に通っていた。ここで水球を始め、凛りん世ぜと出会い、水球部で大活躍した。そんな妹を女子たちは、「白く気高く清らかな、高たか嶺ねの花のエーデルワイス様」と呼んで、モテモテのアイドル状態だったという。他校生にも人気があったそうで、男子生徒、女子校の女子生徒のほか、「共学校の女子生徒」にまでファン層が広がっていたらしい。自校の女子が他校の女子に憧れているのを横目で見ていたであろうその学校の男子には、同情を禁じ得ない。


    　ところで、聖セントエルモ女学院は幼稚園から中学までしかない。そのため、卒業後、妹は俺がいるし水球の強豪校のひとつでもあるということで、都立第三高校に入学してきた。それが、仏教の静寂を愛する俺の静かな日々の終わりの始まりだったのである。


    　妹は、俺といっしょに通学できるというので浮かれてベタついた。それが、かつて妹に好意を抱いだいていた先輩や同輩や他校出身の女子からなる「日向ひゆうが今日きよう子こを愛めでる会」の逆げき鱗りんに触れた。


    　妹は女子同士の恋愛に興味がない、興味がないというかお子さますぎて、そういう関係が存在することすら知らない。というか、たぶん女子と男子の恋愛もよくわかっていなくて、子供はコウノトリが運んでくると信じている可能性すら微妙に存在する。


    　妹が女子同士の恋愛に興味がないのは、俺がいるせいだ、とそいつらは極論に達した。そこで俺を色仕掛けで籠ろう絡らくして妹から引きはなせば、妹とお付き合いできるかも、と考えた。そこで俺は[image: ]なぞのモテ期を迎えることとなった。


    　そのとき、俺から友人である比叡と高野を引きはなすために放たれた「刺客」が、るかにゃんとみーなちんだ。比叡と高野をたらしこんで、デートに誘って、俺から引きはなした。


    　るかにゃんとみーなちんも「日向今日子を愛でる会」の構成員なので、もともと妹のファンだった。二人ともおとなしいタイプなので、たぶん男子は乱暴で怖くて苦手だったんだと思う。おとなしいからこそ、「あいつらをデートに誘って引きはなせ」と他の女子に言われても、断れなかったんだと思う。


    　そういうわけだから、実際近づいてみると、僧職男子の比叡と高野は男子であるにもかかわらず、悟りを開いていて限りなく温和な性格だったので、安心できて気が合ったんだろう。だから、結局「日向今日子を愛でる会」が俺を妹から引きはなすことに失敗し、もう比叡や高野とデートする必要はなくなったにもかかわらず、ずーっと付き合い続けているというわけだ。


    　一時、年上彼女のみーなちんの大学受験が近づき、年上であることを気にして高野と微妙にギクシャクしたことがあったけれども、このベタ甘弁当を見ているかぎり、どうやら仲直りできたようである。


    （妹と凛りん世ぜのギクシャクも、こんなふうに直ったらいいな……）


    　今、目の前で弁当の食べさせっこをしている高たか野のとみーなちんを見て、イラッとしながらも俺は、そんなふうにうらやましくも思っていたのだった。


    



    　とりあえず、この四人の中へおじゃま虫が一匹まぎれこむ勇気は俺にはない。おじゃま虫のいたたまれなさよりは、戦いのゴングの真っただ中とはいえ、「展示物を作るのに俺の力を必要としている」妹たちといるほうが、まだ居場所があるというものだ。


    「あ、あの、俺……」


    　戸惑っている俺に、高野が気をつかって、うながすように声をかけてくれた。


    「あっ、日向ひゆうがくん～、仏像クイズの箱はみーなちんたちが手伝ってくれるでありますし、ここはいいでありますよ～。みーなちんは器用だしセンスもあるし、完全無欠でありますよ～」


    「そうですな、るかにゃんも手伝ってくれるみたいなので、日向くんは心おきなく妹さんのお手伝いをしてあげるといいですよ～」


    　比ひ叡えいも言った。うん、とても気まずいので俺もそれが一番いいと思った。


    　そもそも元「日向今日きよう子こを愛めでる会」だったるかにゃんとみーなちんが、隣の部屋に妹がいるというのに比叡と高野のことしか見えてないのに、俺がここにいられる隙すき間まなんて一ミリもなかったのだ。


    「あ、それじゃ俺……妹たちの展示物作りを手伝ってくるから。俺いなくても大丈夫みたいだから……あっち、経験者がいなくて困ってるみたいだから……」


    　俺は無駄に言い訳めきながら、その場からフェードアウトした。すると、廊下で妹が待っていた。俺はびっくりして妹を二度見する、だって俺を避けていたはずだったから。


    「兄あにっち、帰ってくるのが遅かったから迎えにきたよ。何をどうしたらいいのかわからないって凛世がすっごく困ってたから、教えてあげてよね？」


    　えっ？


    　俺が何か聞き返そうとする前に、妹はぱたぱたと図書倉庫へ戻ってしまっていた。


    　妹は俺を避けてたんじゃないのか？　確かにまだ少し、言い方とかがそっけなくて距離感はあったものの、なんでわざわざ俺を待ってた？


    　そして妹は凛世を避けてたんじゃないのか？　でも今の妹は、明らかに凛世のことを心配した発言をしていたぞ？


    （いったいどうなってるんだ？　小こ麦むぎの作戦どおり、強引に同じところに置いといたら元どおり仲よくなるってのが、もう功を奏したのか？　でもまだ十分ぐらいだぞ、効果が出るのが早すぎないか？　ずいぶん長いあいだ避けてたのに？）


    　妹が何を考えているのか、相変わらず俺には読めない。とはいえ、小麦の作戦の効果が出てるっぽいのなら、水球部の展示の製作をがんばる価値はじゅうぶんにある。仏像愛好会のほうも、高たか野のと比ひ叡えい（とみーなちんとるかにゃん）に任せておけば心配なさそうだし。


    「よぉし、がんばるぞ！」


    　俺は腕まくりをした。


    



    　というわけで、俺は高野と比叡にならって、こまごました中身を作るよりも先に部屋の内装をしてしまうことにした。


    「えっ、先に壁にダンボールを貼はっちゃうですぅ？　展示するものを作る前に、ですぅ？」


    　小こ麦むぎは意外そうにたずねた。俺はうなずいて、説明する。


    「うん。ふつうの教室や部室での展示の場合は、ギリギリまで授業や部活で部屋を使ってるから内装は文化祭前日にバタバタになってしまう。けれど今回は図書倉庫をずっと借りられるから、先に内装をしても問題ないし。なら、まず内装をしてしまったほうが展示物のだいたいのレイアウトと量が見当つくからさ」


    「なるほど、わかったですぅ」


    「じゃあ、まず端っこに寄せている本棚を壁ぎわにぐるっと移動させて、ダンボールを固定するための支えにしよう」


    　俺が指示すると、妹たちは「はいっ！」と返事をした。ふだんの生意気っぷりから考えられないほどいい返事なのは、やっぱり水球のチームプレーで鍛えられているせいだろうか。


    　ついでに、腕力も水球で鍛えられているらしい。仏像愛好会でけっこう大変だった本棚運びを、小麦をのぞく妹たちはすいすいやっていた。小麦はへたに手出しすると怪け我がをするから、本棚を移動させたあとの床掃はきをしてもらっていた。


    　凛りん世ぜが、少し大きめの本棚を持ち上げようとしていた。さすがに重すぎたのか、へろり、とよろけた。


    「あ、こっち持とうか」


    　妹が、とっさに本棚の反対側を支えた。凛世は、驚いたように妹を見つめる。すると、妹もびっくりしたように凛世を見つめた。


    「あ……う、うん。お願い」


    　凛世が、ぎこちなく言った。


    「う、うん、えっと……どこに持っていくの？」


    　妹も、ぎこちなく答えた。


    　妹が凛世を避けていた理由が何なのかはわからないが、こういうチームプレーの場では水球のときの習慣で、頭で考えるよりも早く協力プレーのスイッチが入るようだ。少しずつ距離を縮めていければいいな、と俺は手ごたえを感じた。


    　ふと、緋ひ影かげが少し大きめの机を持ち上げようとしていたので、こちらも距離を縮めていければいいなと思って、


    「あ、こっち持とうか」


    　俺は机の反対側を持ってやった。すると、


    「！」


    　緋ひ影かげは思いっきり表情をこわばらせて机を放すと、ズザザッと後ずさってしまう。いきなり机を放されて、俺は足が下敷きになりかけ、あわててかわした。


    「うわっ、危ないだろ！　急に放すなよ！」


    「わ、わたしは日向ひゆうがさんと愛の共同作業をするために、この展示物製作に参加したんですから！　お兄にいさんは関係ないですから！　というかお兄さんと同じ空気とか、吸いたくありませんから！」


    「じゃあもともと緋影は他校生で無関係なんだし、無理にここを手伝わなくてもいいじゃないか。でき上がった展示物をあとで四高に貸せば、それでいいんだろ？　俺はずっと水球部の展示を手伝うことになるから、ここにいたらどうしたって俺に遭遇してしまうぞ」


    　俺は気をつかってそう提案したのだが、緋影は真っ赤になって、


    「べっ別にお兄さんに遭遇する可能性に期待とか、してませんからっ！」


    「いや、俺は今そんな話はしてないよな？」


    　話が通じない、相変わらず緋影は触れれば嚙かみつくという一いつ触しよく即そく発はつ状態である。というか、緋影が俺に会うことに期待してるとか、誰もそんなこと言ってないぞ？


    　そんなこんなで緋影に振り回されつつも、肝心の妹と凛りん世ぜはわりと協力態勢だった。何より小こ麦むぎが、二人が離れてるなと思うとさりげなく仕事を頼んだりして、くっつける方向に誘導してくれた。


    「こむぎゅう～、こむぎゅうぅ～、重いですぅ。おや、偶然そこを通りかかったキョコたん、このダンボール箱をそっちの本棚の前まで運んでいただきたいですぅ～」


    　すごい棒読みだが、まあそこは容よう赦しやしよう。


    「うん、いいよ」


    　と、妹がダンボール箱を受け取ると、そこで凛世が本を片づける作業をしていて、


    「……あ、そこに置いといてくれたら、片づけるから」


    「……あ、でも、手伝うし……」


    　二人で無口ながらも仲よく並んで、本の片づけを始めた。しめしめ、という顔で戻ってきた小麦に、俺は小さく声をかけた。


    「ありがとな、小麦」


    　すると小麦はちょっと頰ほおを赤らめて、得意げにニコッと笑って、


    「これぐらい、この小麦にはブレックファスト前ですぅ」


    　敵に回すと徹底的にじゃまをしてくるのに、味方になるととっても頼もしい、まさに白小麦モードである。俺もつられて笑顔が出てしまう。


    　みんなで協力して作業していくうちに、妹たちのぎこちない感じも減ってきたし、すぐ嚙かみつく緋ひ影かげには触れないように気をつけるようになったし、小こ麦むぎは全体に気をつかってくれるしで、だんだん居心地の悪さは消えていった。


    



    　図書倉庫の中にぐるりとダンボールの壁を貼はり終えると、翌日からは中身作りが始まった。前の夜のうちに俺は、水球部員たちがよこした勝手気ままな要望書を読んで、だいたいの展望をまとめておいた。


    「えーと、まず水球の説明用の写真パネルを作らないといけないんだが……」


    「小麦、保健委員でよく『食中毒防止月間・手洗いをしましょう』とかのパネルを作ってるから慣れてるですぅ」


    　小麦がピシッと挙手する。じゃあ、パネルは小麦に任せよう。


    　あとは、水球の試合をビデオ上映するための場所を仕切る壁や、水着などを飾る台などの大道具だ。これは妹と凛りん世ぜと緋影が協力して作ることになり、俺は順路の矢印などの、小道具系を作ることにした。


    　作業は順調に進み、その結果、俺たちは順調に腹が減った。


    「ふー、今何時だ？」


    　そのとき、俺は子供の来場者も楽しめるよう、水球ゲーム盤を作っていた。サッカーやホッケーのゲーム盤のマネだが、水球は一チーム七人なので全部で十四人、サッカーやホッケーより盤上の人数が少なくて助かるけれども、それでもなかなかダンボールで作った人形の塗装が終わらない。いいかげん疲れて小腹も減って、いったん筆を置いたその瞬間、ぷん、とみそ系のいい香りが俺の鼻をくすぐった。何のにおいだろうと思って振りかえると、小麦が片手にカップ麺めん、片手に割りばしを持って俺にさし出していた。


    「えっ……何だ、これ」


    「もう六時ですぅ、お兄にい様。そろそろ小腹がすく時間帯だと思って、配給ですぅ」


    　小麦がニコッとほほ笑む。受け取った細身のカップは、じんわりと熱い。


    「お湯？　これ、どこから調達したんだ？」


    「沸ふつ騰とうポットを、保健室から持ってきたのですぅ。カップ麺は保健室の備蓄のやつですぅ。はい、みなさんもどうぞですぅ」


    　小麦が一人一人にカップ麺を配った。みんなそれを受け取って、いったん作業の手を止めた。


    「保健室にカップ麺の備蓄があったなんて、よく行ってるのに知らなかったよ」


    　妹が物珍しそうにしげしげとそれを眺めた。緋影は携帯のタイマーで時間を計っている、ぴったり三分で食べないと許せないタイプらしい。


    「ダイエットで朝ごはん抜いて倒れる女子が多いので、各種取りそろえてあるですぅ」


    「それをいただいちゃっていいの？」


    　凛りん世ぜが遠慮がちにたずねた。小こ麦むぎはうなずく。


    「実は賞味期限切れのやつですぅ、捨てちゃうのももったいないし、まだじゅうぶん食べられると思うので、食べていただいたほうがありがたいですぅ」


    「じゃあ遠慮なく、いただきます」


    　俺は両手を合わせて、親指と人差し指の股またに割りばしを挟むと、一礼する。二分半ほどのちょっと硬めのアルデンテで食べはじめて、食べてる間に程よい堅さになるのが好きなので、少し早めにぺらっと紙の蓋ふたをめくった。妹たちも、小麦は各自に配りに行ったのに、カップを持ってわざわざ部屋の中心に円座に集まってきていた。せっかく製作中の展示物にスープが引っかかると嫌いやだからだろう。凛世を避けているはずの妹が、席の関係で凛世の隣になっている。お互いに気まずそうに話しかけはしないが、紙の蓋をめくるときのタイミングが二人同時で、ちょっとびっくりしたようにお互いを見ていた。


    （うん、今ので少し距離が縮まったのかな……そうだったらいいな）


    　そんなことを考えながら、俺はカップ麺めんをすすった。


    　カップ麺なんてしょっちゅう食べている。学校でも弁当だのパンだの食べている。


    　けれども人ひと気けのなくなった夜の学校で、見慣れた校舎の窓の外は真っ暗で、自分たちだけ灯あかりをつけて居残って、そうやって熱々のカップ麺を食べていると、何だか不思議な感じがした。


    　子供のころ、家の近くになんてことのない、塀へいと塀の間の隙すき間まがあったんだが、俺はそれを秘密基地と決めていた。隙間は途中で曲がっていたので、その奥にいると外からは見えなかったし、大人は入れない広さだった。俺はそこにブロックを持っていって椅い子すやテーブルを作り、バスタオルや菓子を持ち込んで、俺だけの秘密基地を作ったのだ。


    　あの秘密基地に持ち込んだビスケットを、そこに置きっぱなしだったのですっかり湿しつ気けてすえたにおいになっていたけれども、食べるととてもおいしかった。このカップ麺は、そのときのビスケットと同じ、秘密基地に立てこもるワクワク感の味がした。


    　そういえばあの秘密基地、一度だけ妹を連れてってやったことがあったっけ……。


    「すっごくおいしい！　何だか思い出すなあ、秘密基地」


    　唐突に妹が、そう口走った。俺は、頭の中の思考が漏もれてたのかと焦あせって、思わず頭を押さえた。それを見た妹が、ハッと何かに気づいた様子で、顔を赤くして、口をつぐんだ。秘密基地を作ったのが俺だということを思いだして、距離を置くはずだったのに、と焦ったんだろう。それにしても、一度しか連れてってやらなかったのに、妹が秘密基地を覚えていたことに俺は驚いた。


    　まだギクシャクしたところは大いにあったけれども、何となく、妹は以前と変わっていないんじゃないかな……と、俺はそれで漠然と感じた。麺を全部食べてスープも全部飲みほして、俺の腹は満ち足りて、今なら何でもできるような不思議な自信もわいていた。


    　焦らなくても、きっと元どおりに戻るはずだ……凛世とも、きっと元どおりになるはずだ。


    　居心地悪そうな凛りん世ぜの横顔に目を向けて、俺は心の中でそうつぶやいていた。


    



    　それから数日が過ぎた。今まで経験がなくて不器用だった妹たちも作業に慣れてきて、準備は俺が予想していた以上の速度で進行していた。


    「小こ麦むぎごめん、そっち押さえてて」


    「了解ですぅ～」


    　妹は昨日ダンボール人間を完成させ、今日はそれを乗せるための台を作るため、角材で作った骨組みにベニヤ板をひざで押さえて、釘で打ちつけようとしていた。小麦が反対側にひざをつき、板を両手でしっかりと押さえた。


    「とんとんとん、きゃあ！」


    　わずか三度叩たたいただけで、妹は悲鳴を上げた。俺は脊せき髄ずい反はん射しや的に、妹のほうへ飛んで行った。


    「うえ～ん、痛いよぉ兄あにっち～、金づちで打ってるのに釘がはじけて飛んでいっちゃうよぉお～！　指叩いちゃった～！」


    「どれ、見せてみろ。……うん、大丈夫だ、爪は割れてない」


    　俺は妹の手を取った。そのとき、妹がピクッと反応した。俺も、ハッとする。妹は俺を避けてるはずだった……でも今、とっさに俺に泣きついてきた。今までと同じように、子どものころからずっとそうだったように。


    「……き、気をつけろよ」


    　俺はドキドキしながら、妹にそう声をかけてみた。妹は、恥ずかしそうにうつむいて、


    「うん。……ありがと、兄っち」


    　こくりとうなずいた。こ、これはひょっとして、小麦が言ったように、いっしょに文化祭の作業をした成果が出たのか？


    「どれ、雑菌が入っていてはいけませんからわたしが消毒してさしあげましょう」


    　せっかく妹の態度が軟なん化かしたというのに、このタイミングで緋ひ影かげは相変わらずのトラブルメーカーで、妹の指をぱっくり口にもっていこうとした。最初は俺に対して過敏なまでにギスギスしていた緋影だが、こちらも毎日いっしょに作業しているうちに慣れてきたのか、少しずつましになっている気がする。


    「こむぎゅう～、だめです緋影っちさん、やめてくださいですぅきゃあ！」


    　止めようとした小麦が押しのけられた直後、


    「そんなの余計に雑菌が入るでしょ！　時代劇とかで悪役がよく刃物を舐なめてるのは、唾だ液えきの雑菌を刃物につけて殺傷能力を高めるためですってよ！」


    　小麦だけでは止められないと見た凛世が、すかさず割って入って妹をかばっていた。緋影は当て馬状態になってしまって気の毒ではあるが、緋影が暴走して何かするたびに、妹と凛世の距離が少しずつ縮まっているのも事実である。


    「ぐぬぬ……御み剣つるぎさんが疎遠なこの隙すきに日向ひゆうがさんを我が物にしようとせっかく画策しているのに、むしろだんだん二人の間に割りこめるタイミングが減ってきている気がします……！」


    　緋ひ影かげの恨うらめしそうな感想は、実に的を射ていると思う。


    （やっぱり二人の距離が縮まってきてるんだな、よかった……）


    　妹も、少しずつだが俺に距離を取らなくなってきている気がする。今も、指を痛そうにしながらも、俺が釘を打つのをわざわざ不思議そうに首をかしげながら見にきている。


    「何それ兄あにっち、釘を打たなくちゃいけないのに、アイスピックで何するの？」


    「アイスピックじゃない、これはキリだ。平たいところにいきなり釘を打とうとしても、釘先が滑って頭を叩たたいた瞬間にツルッとどこかへ飛んでいって、指を打ってしまうので、先にこうして少しキリで穴をあけておくんだ」


    　俺は説明しながら軍手をはめると、右足で座るようにしてベニヤ板を押さえつつ、両手でキリをキリキリ回した。それから、ちょっとだけあいた穴に釘をぎゅっと差し込んでから、最初はトットットッと軽く叩いて釘の方向性を調節し、釘がまっすぐに入ったのを確認したところで、トントントンッ、と強く打ちつけた。


    「はい、できた。あと、全体紙やすりでヤスっといてくれるか？」


    「ほええええぇ～、兄っちすごい！　早い！　うまい！」


    「牛丼みたいになっとるぞ。それから軍手ははめとけ、怪け我が防止になるから」


    「だって軍手はめたら指先余って、釘持てないんだもん～」


    　妹がハの字眉まゆになって困る。それで俺も、はっと気づいた。小生意気な妹とはいえ、女子って軍手の指先が余るんだ……。


    「じゃあのびのび手袋使えよ」


    「あーなるほど」


    「はめないよりは、ずっとましだから」


    「アーナルホド・シュワルツェネッガー」


    「それは、わざわざ言い直してまで俺に伝える必要があったのか？」


    　とはいえ、今まで協力して物作りをするために必要のあることしか言わなかった妹が、必要のないくだらないコミュニケーションを取ってくるというのは、平常運転に戻ってきた……という感じがして、俺はホッとしてもいた。


    「兄っち何でも知ってるんだねー。木もつ工こうもすごくうまいし、大工さんみたい」


    　妹はなおも無邪気に、それも俺にわざわざ伝える必要もないであろう、どうでもいい雑言をしてくる。よほど俺の釘打ちに感心したらしいが、これぐらいで感心されてしまうと、さすがに恥ずかしくなる。


    「べ、別にこんな技術工作の教科書なら一ページ目に書いてあるような初歩の初歩レベルの木工で、そんなに褒ほめられることでもないが」


    　二人ならこうした俺の謙けん[image: ]そんで会話は幕引きとなるが、今俺たちは二人ではないのである。


    「そんなことないわ兄あに貴きさん、シンプルなものほど上手下手が出るものよ。五重塔が地震に強いのは釘を使っていないからと一般に広まっているけれども、実際には刀剣の材料になるような上質の鉄で作られた釘が使われているらしいし、大きな仏像を作るときには一本の木材から作れないので部品をつなぎ合わせる寄せ木作りにするけれど、その木を継つぎ合わせるのにも釘がふんだんに使われている……お寺や仏像に詳しい兄貴さんだからこそ、こうして台ひとつでもぴったり隙すき間まのない仕上がりになるんじゃないかしら？」


    　と、凛りん世ぜが横から俺に言ってきた。ひょっとして俺は褒ほめられているのだろうか……そして、つくづく凛世は短期間のうちに、ずいぶん寺や仏像に詳しくなっているではないか。五重塔には釘が一本も使われてない、っていうのが世間の常識だというのに……。


    　それにしても妹が距離を取っていると、凛世のほうも遠慮して距離を取っていて、結果二人はぎこちなかったのだが、今は妹が側にいてもこんなふうに、自然に俺に話しかけてくるようになったんだなあ、と俺は感動する。


    「凛世、ほんとに仏像とかのことよく知ってるね」


    　妹もそれを受けて、以前のように愛想よくほほ笑んだ。


    「それに兄あにっちほんとに工作上手だよね。さすが、仏像プラモで腕を磨いてるだけのことはあるよね」
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    「ええ、展示が全部完成するのが楽しみだわ」


    　二人はほほ笑み合う。すっかり、水球部イチ息の合ったコンビに戻ったようだ。


    「お兄にい様すごいですぅ、日用大工のお父さんみたいですぅ」


    「今度五寸釘の打ち方もレクチャーしてくださいませんか、お兄さん」


    「ごめん、呪のろいは専門外」


    　釘を打つぐらいでこんなに注目されまくって褒ほめられまくるとさすがに照れくさい。それにしても、と俺は思わず安あん[image: ]どのため息をついた。


    「……よかった」


    「え、何が？」


    　妹が首をかしげる。すると、凛りん世ぜが何かを感じ取ったのか、俺のかわりに口を開いた。


    「よかった。わたし、今日きよう子こに避けられてるのかと思ってたの」


    「えっ」


    　妹が固まる。凛世の言葉があまりにもストレートだったので、俺も固まる。小こ麦むぎがあたふたして言った。


    「あ、あの、それ直接言っちゃうですぅ？　何かそういうのふつうは言いにくいものじゃないかなっと思うですぅ……」


    「ええ、わたしも言いにくかったの。だからずっと言わなくてギクシャクしてた……いつものわたしと今日子なら、おなかの底に何も隠さずに話すのに。今やっとそのことを思い出したの、今日子にそれを聞かないのは、わたしが今日子を信頼してないってことじゃないかって……チームメイトを信頼しないんじゃあチームとして成り立たないのに」


    　そう言って、凛世は妹をまっすぐに見つめる。緋ひ影かげも、凛世の覚悟と迫力がただ事ではないのを察してか、このときは余計な茶々を入れずに黙って様子を見ていた。


    「今日子、ひょっとして……わたしのこと、しばらく避けてた？」


    　凛世は緊張してたずねた。何という聞きにくいことを聞くんだ、そして妹はこの答えにくい質問にどう答えるというのだっ？　俺もすごく緊張して耳をそばだてた、が。


    「えー……あー、それはその、えっとですね～……」


    　妹は、下方へ向けた視線をウロウロさまよわせている。もちろん、地面に落ちている小銭を探しているわけではない。答えにくいのだ、そりゃそうだ。だって、ふつうは聞きにくいことを、思いっきりストレートに聞かれているのだから。


    「まいったなー……凛世のパスって、試合中もそうだけど、ド直球なんだもん」


    　妹はけっこう困りながら、ちょっと頭をかく。でも凛世が緊張した表情で、じっと真正面から妹の目を見ているので、妹はしかたなさそうに上目づかいで凛世に視線を返して、


    「はいっ、思いっきり避けてましたぁ～っ！」


    　開き直って、妙に勢いよく答えた。ド直球に聞いた凛世だが、ド直球に答えを返されると、さすがに怯ひるんだようで、かなりうろたえていた。


    「えっ……あっ、やっぱり避けられてたの？　避けられてたんだ……」


    　凛りん世ぜのうろたえっぷりは、気の毒なほどだった。次に妹は俺に視線をうつす。俺は何を言われるのだろうと思ってドキッとしたが、妹はあざとく肩をすくめると、


    「ちなみに兄あにっちのことも避けてた、テヘペロ☆」


    「いやいやいや！　その衝撃的な告白にその笑顔とテヘペロは、ちょっと違うだろ！」


    　人を避けるってことは、相手を嫌いとか憎いとかそういうドス黒い感情があろうはずなのに、何だって妹の奴はこんなに軽く言っちゃっているのだ？　俺がそれを聞く前に、凛世が片手で俺を制しつつ、妹にたずねた。


    「今日きよう子こ……怖いけど、聞かせてくれるかしら。どうしてわたしや兄あに貴きさんのことを避けていたの？　それは、もしかして……」


    　そこで凛世は苦しそうに、一度息を整えてから、決意したように口を開いて言葉を続けた。


    「……もしかして、最近、わたしと兄貴さんが少し親しくなってることに関係がある？」


    　その言葉に、俺はドキッとした。凛世と俺が最近親しくなっている……もちろん俺も前よりは親しくなったと思っていたが、凛世の口から改めてそう言われると、何だが胸がドキドキして、顔が熱くなってしまった。


    「それが今日子を傷つけたのかなと思って、それでなるべく兄貴さんに接しないように気をつかおうとは思ってたんだけど、でも……」


    「あ、ううん、違うの。あたしがこんなに好きになる兄っちなんだから、凛世だって好きになっても当然だって思ってるから、二人が仲よしになるのは別に全然いいんだよ？」


    　妹は、両手のひらを前に向けて、あたふたと否定するように横に振った。それを聞いた凛世は、カアッと赤くなって、


    「わ、わたしは別に、兄貴さんのことを好きとは言ってないから！　親しいって言ってるだけだから！」


    　と、激しく焦あせりながら怒鳴った。というか、妹は俺のことを今「好き」と言ったか？　じゃあ、俺のことを避けていたのはなぜなんだ？


    「でも」


    　ふと妹は、凛世の目をまっすぐ見つめると、突然落ち着いた口調になって言った。


    「あたしは、兄っち離れをしなくちゃいけないの。だから、兄っちと距離を置こうと思って努力してるところなの」


    　なるほど、俺と距離を取っていたのは、それでか。


    「だけど自分だけの力じゃ、意志が弱くてなかなか兄っちばなれできないから。むしろ凛世がもっと兄っちと仲よくなってくれたら、あたしから兄っちを引きはなしてくれたらいいなって思ったの……それで、二人に近づかないようにしてたの。そうしたら、あたしがいなければ二人がしゃべる機会とか増えるでしょ？　特に凛りん世ぜはお寺や仏像にすごく詳しいみたいだったから、兄あにっちとなら話が合うだろうと思ったし……」


    「そ、それならそんなまどろっこしいことをせずに、ふつうにそう言ってくれたらよかったのに。わたし、何かやって嫌われたのかと心配していたのに」


    「だって凛世は男嫌いだから、無理に押しつけたら迷惑かなと思って……。でも、水球部の展示を作ってると、やっぱり兄っちとだけは仲がよさそうだから、大丈夫かなっと思って……」


    　何だ、それだけのことだったのか？　あんなに心配したというのに……凛世も、呆あきれてポカンとしていた。


    「……ま、まあ嫌われてたんじゃなくてよかったけど。でも、今度からはちゃんと事情を話してよね、親友でしょ？」


    「ごめぇん、気を回しすぎて逆に気をつかわせちゃったかな～」


    　妹は申し訳なさそうに頭をかいていた。小こ麦むぎが俺に顔を向けて、にっこりほほ笑んだ。


    「嫌われてたんじゃなくてよかったですね、お兄にい様」


    「えっ！　兄っち、あたしに嫌われたと思って気にしてたの？　兄っちもかわいいとこあるんだ、プークスクスプー」


    　妹が手で口を押さえ、目をカマボコのような形にして笑う。おいおい、こっちはあれほど気をつかって、遠回しに外堀を埋めるようにして様子をうかがっていたというのに、まったく失礼な奴だ。妹が小生意気であるのも、平常運転といえば平常運転であるが。


    「あれこれうるさいと、もう展示の準備、手伝ってやらんぞ！」


    「ふぇぇ～ん、それは困る～」


    「なんでだ、兄離れするんじゃなかったのか」


    「それはそれ、これはこれだもん」


    　まったく勝手な奴だ。ふと、凛世が妹にたずねた。


    「ところで、どうして今日きよう子こは急に兄離れだなんて思い立ったの？」


    「え、だって兄っちは、仏像を勉強するために、奈良の大学に行っちゃうから」


    　妹は当たり前のように答えたが、凛世も小麦も緋ひ影かげも初耳だったらしく、びっくりしていた。


    「えぇーっ、お兄様、奈良の大学に行くですぅ？」


    「フフッ……わたしが消すまでもなく、じゃま者がいなくなってくれるんですね。わたしにとってお兄さんはじゃま者でしかないので、いなくなってくれればありがたいことで……」


    　ふと、緋影が眼帯をしていないほうの目で、責めるように俺を見つめた。


    「ありがたいことではありますが、でも一応確認しておきますけれど、本当に行ってしまうんですか？　いえ、引き止めるとかじゃなくてその、聞いてみるだけですが」


    　そうたずねた緋影の声は、妙に低い。緋影のテンションが低いのはいつものことで、逆にテンションが高いとロクなことがないのだが、それにしても何でこんなにテンションが低いんだ？　俺がいなくなってくれたほうが、都合がいいはずなのに……？


    「うん、このあいだ父親に相談してＯＫもらえたから。まあ入試に受かればの話で、だめだったら浪人になっちゃうけど……」


    「お兄にい様ぐらい仏像や歴史に詳しければ、落ちることはないとは思うですけど……」


    　小こ麦むぎも、なぜか口調が暗い。たかが俺の入試なんて誰も興味もっていないと思っていたのに、意外に女子たちは、笑顔が消えて無言気味になっていた。特に凛りん世ぜは、さっきから全然しゃべっていない。


    「あたしもそう思うんだー。つまり再来年の四月には兄あにっちがうちの家からいなくなっちゃうことはまず確実だから、そのときにショック受けないように、今からちょっとずつ兄離れしといたほうがいいなって思ったんだよ」


    　妹が明るく言って、他の女子を見回す。


    「あ、あれ、あれっ？　どーしてみんな暗いの、急な話でびっくりしちゃったの？」


    「今日きよう子こは止めなかったの？」


    　ようやく、凛世が口を開いた。でもうつむいていて、低くて小さな声だ。妹は、きょとんと首をかしげた。


    「えっ、何を止めるの？」


    「兄あに貴きさんが奈良に行くの……兄貴さんにいつもくっついてるじゃない、それなら離れたくないって思わなかったの？」


    「えー、だって将来の夢まで口出しできないよ」


    　妹はあっけらかんと言いきった。けれども凛世はその答えに、ひどく驚いていた。


    「で……でも、それなら奈良に行くまでの間だけでもくっついていたいって思うものじゃないの？　どうして、今から離れておこうって話になるの？」


    「だって兄妹だもん。あたしは兄っちのことが世界で一番好きだけど、でも兄妹だから、兄っちが結婚するなりあたしが結婚するなりで、いつか離れるときが絶対に来るじゃない。だから、それなら今のうちにちょっとずつ距離を取って離れておいたほうが、ダメージ少ないかなって思ったんだ」


    　ふざけているように見えても妹の考え方は、いつもどおり筋が通っている。なるほど、それで妹は俺を避けて「距離を取る練習」をしていたのか。それでこの間の、煩ぼん悩のうを排して悟りを開くために俺に近づかなかったであろうときとは、同じ避けるのでも雰囲気が違っていたんだな、と俺はようやく納得した。


    　それに、妹の言う「ちょっとずつ距離を取って」今のうちに離れる練習をするっていうのも、一理あると俺は思った。なぜなら、俺も今回妹に避けられたと思ってこんなにあたふたしたのは、ひょっとすると無意識のうちに妹のことを気にしすぎているのかもしれない。……と感じたからだ。


    「そうだな、俺も少しずつ妹離れの練習をすべきかもしれないな……」


    　いっしょにビニールプールで遊んでいた時代からの、何だかんだで妹のことを、小生意気だと思いながら構っていた自分の歴史を思い出して、俺は少しばかりしんみりしてしまう。奈良へ行ったらもう、妹に後頭部の寝グセについて指摘されることもなくなるし、今回みたいに「兄あにっち手伝ってー」と厄やつ介かいごとを持ってこられることもなくなるのだ。肩の荷が下りる反面、自分でもどうかと思うが、ちょっと寂しい。


    「妹離れするの？」


    　妹が、俺の顔をじっとのぞき上げる。


    「では兄っち、さっそく妹から離れる練習で、スタミナ焼き肉弁当買ってきて」


    「それは妹離れじゃない、おつかいだ」


    　俺は〇・三秒でツッコミを入れた。


    「えーだって、あたしは今から兄っちが作ってくれた台座に紙やすりかける仕事があるんだも～ん。しかも、ものすごくおなかがすいてるんだも～ん」


    「ではお兄にい様、妹の友達離れでの練習、クリーム明太子パスタをお願いするですぅ」


    「わたしは野菜以外なら何でもよいです」


    「妹の友達は関係ないだろ、っていうか自分で買いにいくのがめんどくさいだけだろ！　あと、緋ひ影かげは好き嫌いせずに野菜も食べなさい！」


    　まったく、一難去ったと思ったらこいつらはとことんわがままである。とはいえ、長らく胸にモヤモヤしていたものが片づいて一件落着し、ホッと一息つきたかったのも事実だった。終わってから気づいたが、俺は自分が思っていた以上にはるかに、凛りん世ぜと妹の不仲について気に病やんでいたようだ。


    「しかたないな、行ってやる」


    　ついでに熱いコーヒーでも買って飲んでこよう、と考えながら、俺は立ちあがった。


    「キャー兄っちステキー、ありがとう♪」


    　妹はニコニコして礼を言った。まったくこいつは、どこが兄離れなんだか……。
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    五章　俺と凛世が二人で買い出しに行った件


    



    　時間はすでに七時を回っていた。図書倉庫から廊下に出たが、廊下の窓の外に広がる景色は真っ暗である。


    　ついでに廊下も真っ暗だし、節電のため学校全体が真っ暗である。わずかに、あちこち道案内がわりの非常灯がついているていどで、校庭や中庭を照らす屋外灯も消えている。


    　図書倉庫の仏像愛好会側も電気が消えていた。早くから準備していたぶん、こちらはすでにほぼ完成したらしく、最近は六時前にはもう切り上げて帰れるようである。もうひとつの理由は、六時前に切り上げないと、るかにゃんやみーなちんとちょっとお茶してから帰ると遅くなりすぎるらしい、リア充爆発しろ。


    （それにしても、妹どもは結局デザートまでがっつり頼んだなあ。コンビニじゃ品数が少ないから、ちょっと遠いけどスーパーまで足を延ばしてやるか……）


    　そんなことを考えながら、俺は真っ暗な中庭から校門のほうへ歩いていった。校門の横に小さな勝手口があって、オートロックで中から開けられるようになっている。もちろん帰りは閉まっているので、妹たちを公衆電話で呼び出して開けてもらう予定だ。


    　中庭はうっそうとして、夜だとジャングルのようで少し不気味だ。そこを歩いていると、背後からタタタタッ、と小さな足音が聞こえた。


    「まさか！　小学校のころ学級文庫で読んだ『学校の怖い話』に書いてあった、上半身だけで追いかけてくる妖よう怪かい『テケテケ』かっ？」


    　ふだん俺はそんな迷信など信じないのに、昼間見る姿とはまったく違う夜の学校の異質さに引きずられてしまって、そんなことを考えてしまった。


    　だが追いかけてきたのは、テケテケではなくて凛りん世ぜだった。


    「兄あに貴きさん、ちょっと待って。わたしも行くわ」


    「えっ……俺と？」


    　俺は戸惑った。だって凛世は男嫌いだから俺と買い物になんか行きたくないだろうし、せっかく大好きな妹と念願の仲直りをしたのだから、当然妹と留守番するだろうとばかり思っていたのだ。


    「べ、別に兄貴さんと行きたいわけじゃないわよっ？　わたしだけ注文を伝えるのを忘れちゃってただけ、なんだからねっ？」


    　凛世の声こわ音ねは怒っているような感じがした。どうして注文を忘れていたぐらいで怒っているんだろう、俺が注文を確認しなかったことに怒ってるのかな？　屋外灯のない中庭は真っ暗なので、凛世の細かい表情が見えなくて、詳しいことは読み取れないのだが。


    「じゃあここで注文聞いていく、何がいい？　弁当系、丼系？」


    　俺は気をつかって親切にもそうたずねたのだが、


    「兄貴さん一人でお弁当や飲み物五人分も持って帰ったら、袋の中で引っくり返ってぐちゃぐちゃになっちゃうでしょ？　だから、わたしがついてってあげるって言ってるのよ！」


    「え、あ、ついてきてくれるんだ。そりゃ……ありがとう」


    　俺は戸惑う。今の俺の会話に、こんなに怒られる要素があったとは思えないんだが……。


    　そのとき俺たちはちょうど校門を出るところで、街灯の光や町の光で少し明るかった。凛りん世ぜのほうを見ると、目を伏せて、わずかに頰ほおを赤くしていた。


    「べ、別にお礼を言われるほどのことじゃないわ。わたしはただ……」


    　あれっ、凛世はさっき俺としゃべってるときから、こんなしおらしい顔してたのか？　怒ってるとばかり思っていたんだが……。


    「なっ、何よジロジロ見て、人の顔に何かついてるっ？」


    　あっ、怒った。


    「悪い、別にジロジロ見る気はなかったんだが。……で、『わたしはただ』の次、なんて言う予定だったんだ？」


    「だから、兄あに貴きさんの買い物に付き合ってあげるのは、ただギブ・アンド・テークってことよ。今日きよう子こと仲直りさせてもらったんだから、荷物持ちぐらい付き合うわよ」


    「それはありがたいけど……」


    　俺は学校の前の道を見た。七時を大きく回った住宅街の道は、薄暗く、人ひと気けもまばらだ。


    「買い物、駅前のスーパーまで行くつもりなんだ。これぐらい遅い時間なら、弁当が半額になっててお得だから。距離もあるし、時間的にも女子が行くにはちょっと遅いし、学校で待ってればいいのに」


    「平気よ、わたし腕っぷしには自信があるわ」


    　凛世は自信たっぷりに言った。どうやら帰ってくれるつもりはなさそうだ。


    　実は、やっと妹と凛世の間のギクシャクが解けたところで申し訳ないのだが、正直言って、今の俺は大変ギクシャクしている。それを必死に顔に出さないよう、ふつうに対応するように無理しているだけなのだ。凛世とはさっきまでふつうに会話していたのに、どうしてこんなに突然気まずい気持ちになってしまったのか、自分でもわからない。


    （ひょっとしてさっき、夜の学校の中庭を二人で歩いたりしたせいかな……）


    　凛世と俺は、二人きりになるのは初めてではない。きっと夜の学校の秘密基地っぽい感じのせいだ。ほんの一瞬だけ、子供のころに読んだサバイバル物のマンガみたいに、世界が滅んで世界に二人だけ取り残された、そんな錯覚に陥ってしまったせいだ。


    　それに、以前は俺は凛世のことをさほど意識していなかった。妹を狙ねらう、顔はきれいなのに性格は凶暴なツンゴラ娘、というそれぐらいの認識だった。つまり今まで凛世と二人きりになることがあったとしても「そこまで意識していなかった相手と二人」だったし、凛世が俺への敵対心を少し緩ゆるめてたまに親しく接するようになってからは「ちょっぴり意識している相手と二人」だった。ところが、二人で駆け落ちしたあたりから、俺は凛世のことをかなり意識するようになっている……すなわち「すごく意識している相手と二人」なわけで、前とは状況が違うのだ。


    （い、いや、意識なんかしていないぞ！　仏像以外のものに、俺が心をとらわれるわけがないし。何より悟りの道を目指す俺が、妹の親友に煩ぼん悩のうを抱いだくなんてそんなこと、ありえてはならないわけで……悪魔マーラの呼び声に耳を貸すな、日向ひゆうが明あ日す太た！）


    　俺は歩くことに集中して煩悩を振り切ろうと、早足で歩いた。凛りん世ぜは歩くのが速いので、涼しい顔でスタスタとついてくる。けれど僧職男子の俺はそんなに体力があるわけではないので、すぐに息が上がってハアハアしてしまう。人ひと気けのない夜の道で、制服姿の美少女と二人で歩いて、胸はドキドキ息はハアハアなんて、どう考えても誤解される要素しかない。それで俺はますます脂汗が吹きだして、こんなに頭が混乱していては、悟りどころではない。


    「あの、兄あに貴きさん」


    　銀のたてごとを奏でるような美しい声が、闇を貫いて俺の耳に突きささった。俺の全身から、どっと脂汗が出た。


    「ななな何だっ、悪魔マーラの声か、襲撃か！」


    「夜道を歩くのに怯おびえすぎでしょ、まだ八時にもなってないんだしそんなに緊張しなくても」


    　美しい声は凛世だった。俺はうろたえたことが恥ずかしくなって、ますますうろたえ、変なテンションで答えてしまった。


    「べっ、別に緊張してませんがぁ？」


    「緊張してない人は、右手と右足を同時に出して歩かないし、スーパーの前を十メートルも通り過ぎないと思いますけど？」


    　凛世が腕組みをして、冷ややかな視線を俺に向けた。その指摘に、俺はハッと振りかえる。闇夜の住宅地の中、スーパーの照明や看板が煌こう々こうと光っていた。


    （……俺は、こんなに目立つものに気づかずに、通り過ぎてしまったのか？）


    　自分で自分に呆あきれて、俺は呆ぼう然ぜんとたたずんでしまう。


    　そのとき、初めて凛世が笑った。


    「もう、やっぱりわたしがついてきて正解だったわね」


    　スーパーの入り口から闇に落ちる光の中に立ち、頰ほおにかかる髪を白魚のような指先で軽くすいてほほ笑むその姿に、俺は……どういうわけだか、そのとき俺はこの生身のツンゴラ娘に、広こう隆りゆう寺じの弥み勒ろく菩ぼ[image: ]さつの姿を見た気がした。


    



    　そこから先は、凛世はずっと上機嫌だった。むしろ上機嫌すぎて、さっきまでのテンションとの差が大きすぎ、何のスイッチが入ったんだろうと心配になるぐらいだった。


    「えーと、クリーム明太パスタと……根ね雪ゆきさんは野菜以外って言ってたから、お寿司セットはどうかしら？」


    　俺がカートを押して、凛世がそのカゴの中に弁当コーナーの弁当をあれこれ入れていく。


    「ええっ、お寿司が七百八十円、半額で三百九十円ですって？　兄あに貴きさん、すごいわ、ここのお寿司には値段が書いてあるのね！」


    「書いてないほうがすごいわ、ふだんどんな高級寿司店に行っとるんだ」


    「兄貴さん、見て、お寿司とざる蕎そ麦ばが一つのパックに入ってる。二つの味が楽しめるなんて、お得な感じでいいわね。根ね雪ゆきさんはこれでいいかしら？」


    　俺からすると、どうってことのないいつものパック入りの料理を、凛りん世ぜはいちいち感動しながら手に取っている。どうってことのないいつものスーパーに、凛世の制服姿がとても似つかわしくなくて、現実味が曖あい昧まいになってしまう。


    　その曖昧な景色のせいか、凛世の姿も半分夢であるかのように、キラキラして見える。まぶしくて、俺は何だか目が開けていられない。ずっと暗い道を歩き続けて、スーパーの明るい照明に目が慣れてないんだろうか。俺は何度も目をこすった。


    「あら、制服の子……」


    「三さん高こうの子ね、文化祭の買い出しかしら？」


    　牛乳コーナーで買い物をしている主婦の声が、俺の耳に聞こえてくる。


    「女の子のほう、きれいね～。お人形みたい、肌もすべすべで、芸能人でもおかしくないわ。スタイルもいいし、モデルぐらいはしてるのかも」


    「部活の先輩後輩っていう感じかな？　それとも彼氏と彼女かしら？」


    「あの地味っぽい男子が彼氏はないでしょ、女の子のほうと釣り合わないし。どう考えても、眼中にないレベルだわよ」


    　トホホ、スーパーに来てまで俺はいつもと同じことをささやかれるのか。朝、妹といっしょに登校しているときも、俺はまったく見ず知らずの相手から同じようなささやきと、時には殺意の視線を投げかけられていた。凛世といっしょでも状況はまったく同じである。別に慣れてるし、今さら赤の他人に値踏みされても気になんてしない。凛世も弁当を選ぶのに夢中で聞こえていないし、俺も聞こえなかったふりをして、さっさと買い物を済ませて学校に帰ろう……と思っていた、そのとき。


    「そんなことないんじゃない？　だってあの女の子、彼と話してるとき、すっごいキラキラした目してるもの」


    　その一言が、俺の脳天を突き抜けた。


    　心臓の鼓動がいきなり、一秒に五回ぐらいのペースに跳ね上がった。俺の前で弁当を選んでいた凛世が、ぱっと表情を明るくして、パックを一つ取り、俺に見せる。


    「わあっ、兄貴さんこれ見て、すごい！」


    　ああ、本当だ。キラキラしている。まぶしくて何も見えない、視界どころか頭の中まで真っ白になってしまう。ちなみに凛世がさし出したそのパックは、プラスチックの薄い容器に入った、何ということもないふつうの弁当である。


    「……どこがすごいのか、説明してくれないとさっぱりわからないんだが」


    　俺は平静を保とうとして、深呼吸しながらゆっくりと言った。


    「だって見て、ケチャップのスパゲッティがついてるわ」


    　凛りん世ぜはうれしそうに答えた。いかん、まぶしい。弁当のパックの中に何が入っているのか、白く光って何も見えない……。


    「よく見えないんだが、ケチャップのスパゲッティって、ナポリタンのことか？」


    「そうじゃなくて、ハンバーグやカラアゲなどの油ものの下に、ちょっとだけ入ってるやつよ。油でべたべたにならないよう、下敷きがわりに入れるやつ」


    「ああ、あれか。っていうか、あのちょっぴりのスパゲッティはそういう用途で入っていたのか。お金持ちのお嬢さまが、よくそんな庶民の知恵を知ってるな」


    「わたし、子供のころ友達に聞いて食べてみたくて、ばあやに頼んでほか弁を買ってもらったの。それで、あのちょっぴりのスパゲッティが大好物だったのよ」


    「あれ、味もほとんどないし具も入ってないし、アルデンテには程遠いフニャフニャだし、大好物になる要素何もないだろ」


    「ヴェネチアのレストランで、専属漁師が注文を受けるたびにイカ釣り漁船を出して釣ってくる新鮮なイカで作ったスパゲッティ・ネーロを食べたことがあるけれど、その百万倍おいしいわよ」


    「そうかな～」


    　妹もラーメンが大好物だし、それもふつうのじゃなくて、トマトラーメンとか色物みたいなラーメンを好む。凛世も妹と同じ悪あく食じきなのか、それとも高級グルメを熟知している凛世がこんなに褒ほめるんだから、あのフニャフニャスパゲッティは実はおいしいのか？


    「それに、上にのっているカラアゲなどの数量は決まっていても、あのスパゲッティは、入れる人によっては二、三本ぐらいしか入ってないこともあるレアアイテムなの。欲しくてもなかなか手に入らないって、ロマンじゃない？」


    「あれたくさん入れても、味のないスパゲッティをおかずにごはん食べられないって文句出るから、むしろサービスで減らしてくれてるんじゃないのか」


    「でも最近はケチャップが絡まっていなくて、白いだけのが多いの。しょせん油を吸わせるだけのスパゲッティにそこまで手間をかけられないっていうことかもしれないけれど、むしろそのスパゲッティが主役だと思っている、わたしみたいな人間もいるの」


    「カラアゲとハンバーグが、豪華な前座みたいな扱いになっとるな」


    「久しぶりに出会えたわ、ちゃんとケチャップ色をしているスパゲッティ！　それに、こんなに入ってる。三口ぐらい楽しめそう！」


    　凛世はウキウキしている。俺は、スパゲッティコーナーを指さした。


    「あの、凛世。こちらのナポリタン・スパゲッティを購入すれば、もれなく五十口ぐらいケチャップのスパゲッティを食べられると思いますよ」


    「わたしが求めてるのは、それじゃないの」


    「そう言うと思ってはいたけど」


    「それともうひとつ、イタリアのナポリにナポリタンはないのよ」


    「え！」


    　俺は思わず叫んでしまった。凛りん世ぜは得意げに腕組みをする。


    「ふふふ、どうやら知らなかったようね。仏像の知識は深くても、スパゲッティについてはまだまだね！」


    「それ、同列に語るのもどうなんだ」


    「ナポリタンは日本で第二次世界大戦後に発明された、和製洋食よ。ちなみにナポリの本当のご当地スパゲッティは、アサリで作ったボンゴレ・スパゲッティなの」


    「ほおお、知らなかった」


    　凛世はずいぶん無駄口を叩たたく。妹もそうだが、どうってことのない雑談、それって心を許してないとできないもののような気がする。伝えるための言葉ではなくて、会話を楽しむための言葉というか……だとすると、今俺は凛世と話していて楽しいのだろうか？


    「わたし、スーパーって好き。ずっと買い物は自分でしたことがなくて、何か買いたいときは執事がついてきてカードで払ってたの。中学の水球部で今日きよう子こと出会って、アイス買いに行ったのが初めてよ」


    　確かに楽しい。凛世は物知りで話題は興味深いし、話し方は理り路ろ整せい然ぜんとしていて、聞いていて気持ちいい。それに、買い物カゴにいろいろ品物を入れながら、実に楽しそうに話すのが、かわいい。


    「わあ、このお菓子懐なつかしい！　口の中でパチパチ爆発するやつ、買ってもいいかしら？」


    「子供か」


    「動物ビスケットも懐かしい～。ウサギだけかわいそうで食べられなくて、残していたらカビが生えて泣く泣く捨てたことがあったわ」


    「だからって今買うことはないだろ、お菓子ばっかりポンポン入れるなよ」


    「だって懐かしいんだもの。あっ、これも懐かしいわ、十円のミニラーメン」


    「懐かしい！　遠足のおやつ二百円までの、最後のかさ上げに愛用してたなー」


    　しまった、俺も思わず懐かしくて、ミニラーメンを買い物カゴに入れてしまった。


    「ミニラーメン、味の種類が増えてるのね。わたしが子供のころには、チキン味しかなかったわ」


    「ほんとだ。みそ、トンコツ、しょうゆ……これは悩むなあ」


    「こっちは新製品のカルボナーラーメンですって、クリームスープ味でカルボナーラ風ってことかしら？」


    「地雷臭がするなあ、妹は好きそうだが」


    「じゃあ全部の味を一個ずつ買ってみようかしら？」


    「全部はやめろ、地雷だったときに地獄だぞ。好きなやつ一個だけにしておけ、おいしかったら明日また買いにくればいいんだから」


    　クールな凛りん世ぜが珍しく浮かれているので、俺もつい、妹をいさめるような気持ちになった。


    「好きなやつ一個だけ？」


    「うん、どれが一番好きなんだ？」


    「わたしが一番好き……？」


    　凛世はそのとき、ふと俺のほうを見た。なぜか、五秒ぐらいそのまま視線が止まった。そして、真っ赤になってあたふたと、


    「と、とりあえずふつうのでいいわ。さっさとお金を払って帰りましょ、みんな待ってるし」


    　と、俺からカートを奪ってガラガラガラッと転がしていってしまった。


    「おい、そんなに急いだら人をはねるぞ！」


    　さっきまで上機嫌だった凛世が、何を急に焦あせっているのか。まったく女子の行動パターンは、俺にはさっぱりわからないことばかりである。


    



    　何はともあれ、俺たちは無事に支払いを済ませてスーパーを出た。レジ袋は一番大きいやつが三つ、全部パンパンに膨ふくらんでいた。それを凛世は三つとも、自分が持っていた。


    「俺が持つよ」


    　声をかけると、凛世はツンと取りすました表情で言った。


    「いいわよ。数珠じゆずより重いものを持ったことがない兄あに貴きさんより、水球部で水にぬれたボールを片手でホールドしてるわたしのほうが握力は強いと思うの」


    「ごもっともだが、女子に持たせるわけにはいかないだろ」


    「別にこれぐらい、自分で持つわよ。……ひょっとして、今日きよう子こは兄貴さんと買い物にいったら、持ってもらってるの？」


    「まあ持たされることも多いかな、あいつは買い物が多いからな」


    「ふーん……じゃあ、そこまで言うなら持ってもらうけど……」


    　凛世は俺にレジ袋を渡しながら、探るような目で俺を見つめた。


    「今日子といえば……」


    「え？」


    「あ。やっぱり何でもない」


    　凛世は、思わず失言した、とでも言いたそうに口を押さえた。言おうとしていることを途中で止められるほど、モヤモヤすることはない。


    「何だ、妹がどうした？」


    「べ、別に何も……」


    　凛りん世ぜはひどくうろたえていて、どこからどう見ても「別に何も」って感じではない。だからといって俺も根掘り葉掘り聞きたいタイプではないから、黙ってレジ袋を持って、凛世の後について歩いていた。凛世はずいぶん早足で歩いていく。俺は、追いかけるだけで精いっぱいだった。


    「もうちょっとゆっくり歩いてくれ、あんまり速いと弁当が引っくり返る」


    　俺がうったえると、凛世はぴたりと足を止めた。それから、迷うように恐る恐る、俺に視線を戻した。早足でどんどん歩いていくものだから、てっきり怒ってるのかと思ったのに、振りかえった凛世の顔色は闇夜でもはっきりわかるほど、真っ白に血の気を失っていた。


    「……兄あに貴きさん。奈良に行くんでしょ」


    「えっ、奈良？」


    　凛世の質問があまりにも唐突すぎて、俺は思わず聞き直した。


    「奈良の大学に行くこと……それはもう決まってるの？」


    「ああ。このあいだ父さんと下宿代とかいろいろ、話して決めたから」


    「一人で行くのよね」


    「まあ、高たか野のや比ひ叡えいが同じ大学を受けるなら、ルームシェアもありだと思うけど」


    「……そういう意味じゃないわ」


    「じゃあ、いったいどういう意味なんだ？」


    　俺がたずねると、凛世はうつむき、きつく唇を嚙かんだ。


    「一人で行こうと思うぐらい……奈良に、いったい何があるの？」


    　凛世の言葉は、俺の質問の答えになっていない。うつむいた凛世の顔にかかるサラサラと艶つややかな黒髪が、かすかに揺れている。薄い肩が、小さく震ふるえている。


    「どうしたんだ、凛世？」


    「どうして奈良へ行っちゃうのって聞いてるのよ、どうして東京じゃだめなの？　大学なら、東京のほうがたくさんあるじゃない」


    　凛世は引き止めるように、俺の腕をつかみ、顔を上げてじっと俺の目を見つめてきた。眉まゆをひそめ、今にも泣きそうな、捨てていかれた子犬のような、心細そうな表情をしていた。目もとが赤く染まっているのは、涙がこぼれる五秒前の印だった。


    「大学はたくさんあるけれど、奈良は奈良にしかないからさ」


    　俺は凛世に説明した。凛世は納得いかない様子で、首を横に振る。


    「兄貴さん、何言ってるのか意味がわからないんだけど？」


    「奈良には、千三百年も昔に作られたそのままの仏像がある。仏像作りの工夫や細工を見ていると、ビデオもない時代なのに、作った人の思いが千三百年の時間を超えて伝わってくる……俺は仏像のそういうところが好きなんだ。人間は百年も生きられないのに、まるで千年二千年なんて昨日のことみたいな、不思議な時間が流れるのが。そうして、昔の人の心に触れてみたいんだ」


    「それが、兄あに貴きさんがやりたい仏像の研究ってこと？」


    　凛りん世ぜはまだ俺の腕を放してくれなかった。逆に、もっと強くつかんで食い下がってきた。


    「それなら兄貴さん、わざわざ奈良の大学まで行かなくてもいいじゃない。写真や文献なら手紙でもメールでも情報をやり取りできるし、奈良時代の仏像なら東京の博物館にも、きっとどこかにあるでしょ？　奈良へなんか行かなくても、それを研究すればいいんじゃないの？」


    「博物館の中の発掘物や文献だけじゃ、わからないことがあるんだ」


    　鈍感な俺でも、さすがに気づく。凛世がこんなに必死なのは、意地悪でやってるとかじゃなく、俺を引き止めているんだっていうことに。そして、妹は以前まであんなに俺にくっつき回っていたくせに、俺を引き止めなかったということにも、そのとき気づいた。


    （意外だ……てっきり、クールな凛世は俺が奈良へ行くって言ってもスルーすると思ってたし、いつもベタベタしている妹は『あたしも奈良の大学を受けて、兄あにっちと同じとこで下宿する！　仏像とか興味ないけど鹿かわいいし！』と俺に引っついてくるか、『家から通える大学にしなよー』と引き止めるかすると思ってたのに……）


    　俺の腕をつかむ凛世の手の力が、痛くて切なかった。この痛みは以前にも一度、経験している……夏休み明けに、凛世が俺と駆け落ちしたときのことだ。あのときと同じ目で、凛世は俺を見つめていた。あのときと同じ手が、わたしから離れていかないで、一人にしないでと語っていた。


    　……けれども。


    「ごめん、凛世」


    　俺はひじを曲げて手を上げ、持っていたレジ袋をひじのほうへ滑らせた。そうして手を自由にしたところで、俺は凛世の手をつかんでそっと放した。


    「仏像の研究は、俺の夢なんだ。実際に奈良の地で、仏師がどんな景色を見ながら作ったのか、その地形を自分の足で見て歩いて理解しなくちゃ、わからないことがあるんだ。例えば東京には山がないだろ？　けれど奈良は山の中にある。見渡せば周りは垣根のように山に囲まれている。万葉集の時代『山ごもれる』『たたなづく青垣』と詠まれたそのままの景色があるんだ。だから俺は、奈良へ行きたいんだ」


    　凛世は、手をつかむ俺の手を振り払おうとはしなかった。泣きそうになるのをこらえるように、唇が真っ白になるまで白い前歯で嚙かみしめていた。


    「山ぐらい、東京だって……多摩のほうへ行けば、いくらでも山があるじゃない」


    　凛世は食い下がる。胸が痛い。


    　けれども、俺には夢がある。進まなければならない理由がある。


    「山だけじゃないんだ」


    　理解してもらおうなんておこがましいかもしれないが、自分が考えていることはすべて凛りん世ぜにはっきり伝えておかなければならないと思って、俺は言った。


    「例えば、海もそうだ……奈良には海がない。山を越えてやっと、西に広がる瀬戸内海が見えるんだ」


    「埼玉だって海がないわ、少し行けば東京湾があるわ。同じじゃない、埼玉ならすぐそこじゃない」


    「そうじゃないんだ。方角的に、奈良では西にある山を越えて、ようやく西の海を見ることになる。仏教では、夕陽が沈む西の彼方に天国……西方極ごく楽らく浄じよう土どがあるといわれている。山を越えて、夕陽が西の海に沈んで海面が黄金に輝くのを見るとき、人々は西方極楽浄土の存在を確信したと思うんだ。そしてそれが、山と海を越えたはるか彼方の手の届かない遠いところにあると思うからこそ、憧れは強くなってより仏像に思いがこもると思うんだ。それが、奈良で仏教が栄えた大きな要因のひとつだと思う」


    　こんな話をしても仏教に興味がなければつまらない、興味があっても長話を一方的にされてはうんざりするだろう。そうは思ったけれども、俺は凛世に、俺が夢を選ぶ理由のすべてを、うやむやにせずきっちりと説明したかった。妹が俺を避けていたのを、理由を聞きにくくてうやむやにして結果こじれてしまったから、同じ失敗はしたくないと思っていたのもある。


    　けれども何より、どういうわけだか俺は凛世にただ、俺の夢を語って聞いてほしかったのだ。


    「俺はその、古人の魂と対話したい。仏師がどんな荘そう厳ごんな光景を見て、仏像の中にその憧れをこめたのかを知り尽くしたい。その魂を理解するためには、俺は彼らと同じ奈良の地で、あらゆる地形を把握し、歴史や風土を調べて解き明かしたいんだ」


    　ひじから弁当やお菓子の入ったレジ袋を提げたまま、俺は凛世に語った。これが妹なら、五秒で「ぐう。あ、ごめん、寝てた」と言い放つだろう。けれども凛世は、じっと聞いていた。俺の目を見つめて、けれどもその柳のような眉まゆは、つらそうに寄せられている。


    「あ、悪い。夜は危ないとか言いながら、こんなところで長々と立ち話して……」


    「いいのよ。兄あに貴きさんの考えてることが、よくわかったから」


    　凛世は言った。いいのよ、と口では言っていたが、表情はさっきよりもいっそう苦しげになっていたので、俺の胸は不安でざわついた。


    「何となく、オシャレだからヨーロッパ留学に行くとか、そんな雰囲気で兄貴さんも、仏教っぽくてかっこいいから奈良に行くとか、そんなのかなと思ってたんだけど……本気で真剣だったのね」


    　凛世は、何やら沈痛な面持ちで考えこんでいる。


    「どうかしたのか？」


    　胸がざわざわして、俺はそう聞くことすら怖いと感じた。凛世は俺と目を合わせず、闇に包まれた道のかなたへ視線を泳がせていた。


    「どうもしないわ。……今日きよう子この気持ちがわかっただけ」


    　妹の気持ち？　って、どの気持ちのことだ？


    　よくわからなくて聞き直そうとしたが、その前に凛りん世ぜは歩きだしていた。


    「お、おい、凛世？　どっちに行くんだ？」


    　駅へ行くべき道を外れ、凛世は目の前にあった曲がり角をいきなり曲がった。呼びとめても、凛世は止まらなかった。


    「おおい、待てよ、凛世」


    　俺はレジ袋を持ったまま、あわてて追いかける。水球部の早足は競歩レベルで、俺はレジ袋を気にしながらも、小走りでないと追いつかない。


    「おい、歩くの速いぞ！　女子が一人で夜道を歩くと危ないって、おい凛世！」


    　俺は必死に追いかける。山寺めぐりなどで山歩きには慣れていたけれど、平地の競歩ってのは専門外で、追うだけで必死だし、レジ袋の中の弁当が引っくり返らないかも気になる。


    　凛世は俺をまこうとしているのか、曲がり角のたびにめったやたらと曲がり続けた。どんどんさびれた怪しげな場所に行ってしまい、俺は焦あせった。途中までは道を覚えていたけれど、途中で弁当が袋の中で縦になってしまったりして焦っているうちに、何度曲がったのかわからなくなってしまった。


    「ちょ、ちょっと待てよ凛世！　本気で待て！　道、わかってるのか？」
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    　女子の体にむやみに触れることはためらわれたので、俺はそれまでつかまなかったけれど、さすがにこの状況でそんなことを言ってはいられない。俺は超高速で歩く凛りん世ぜのひじを、ぐいっとつかんだ。凛世はいきなり、その手を振り払おうとして。


    「離して！　兄あに貴きさんなんて、一人で奈良にでもどこにでも行けばいいでしょ！」


    「何言ってるんだ、俺は道の話をしてるんだ、ここがどこかわかってるのか？」


    　俺が聞くと、凛世はハッと顔を上げた。きょろきょろと周りを見回して、民家らしい民家もなく、古い工場の建物や、壊れかけた塀へいが延々と続いているのを見て、はじめて冷静になったみたいだった。


    「……兄貴さん。ここ、どこなの？」


    「俺が聞きたい。っていうか、どこか知らずに歩いてたのか？」


    「周りが見えてなかったのよ、どうせ駅前だから少々道をまちがえたって帰れると思ってたし……どうしよう、ここどこ？」


    　凛世は不安そうに、何度も辺りを見回している。


    「俺は携帯持たない派だけど、凛世は持ってるだろ？　最近の携帯って地図とか入ってるんだよな、それで見たら？」


    「置いてきちゃったわよ。だって駅前のスーパーに買い物に来るだけだもの、むしろ移動中に家から連絡があって気づかなかったら困るから、電話があったら出ておいてね、って今日きよう子こに預けてきたの」


    「じゃあ本気で迷子になったってことなのか？」


    　大変だ。民家があれば、まだ人にも聞けるだろうが、辺りは工場地帯のようである。駅前商店街から学校へ、そして住宅地から市民公園……という動線から外れてしまうと、全然地理がわからない。


    「大変だー！」


    　せっかく妹のギクシャク問題が解決したというのに、一難去ってまた一難とはこのことだ。いや、その問題が解決したおかげで気が緩ゆるんで油断していた、というほうが正しい。


    「おーい、誰かいませんかー！」


    　俺は叫んだ。けれども、どこからも返事はない。今夜は闇夜だ、月の光には頼れない。町まち中なかなら建物の灯あかりで夜でもじゅうぶん道は明るいものなのだが、ここは町中ではなく、工場も稼働していない廃工場のようで、まったく光がない。わずかに、町灯りが空の雲に反射した光で足元が見えるか見えないか、といったところだ。


    「どうしよう……完全に道に迷っちゃったってことなの？」


    　闇の中から、凛世には珍しく、心細そうな声が聞こえてきた。


    　工場を囲む塀なのか、コンクリートの塀が道沿いにずっと続いているのは見えるけれども、その先がどうなっているかまではわからない。塀の向こうを見ると、町灯りを反射した黒紫色の光を背に、灯あかりのない建物と、うっそうと茂る木の陰が、真っ黒な影となって見えた。


    「……これは、動けないな。待機するか」


    　夏休みに、今と同じように人がいない夜の駅で、途方にくれたことがあった。あれは田舎の知らない駅だったから仕方がないけれど、まさか行き慣れた学校と駅前の間でここまで大々的に迷子になるとは、思ってもみなかった。凛りん世ぜは、あわてて言った。


    「じっとしてるってこと？　こんな真っ暗なところで？」


    「だって、危険物でも置いててうっかり踏んだら大変だろ。それよりは、あきらめてここで待ったほうが安全じゃないか。仏教でも、執しゆう着ちやくを捨て去ってすっぱりあきらめることが、迷いから脱出するための方策だって言ってる。待ってればパトロールの警官とか、もしかしたら通行人が来るかもしれないだろ」


    「だ、だって……こんな真っ暗な外で待つなんて嫌いやじゃない」


    「凛世、お化け屋敷は平気なタイプだっただろ？」


    「怖いって意味じゃないわよ。何時間じっとしてるつもりか知らないけど、そのっ……」


    　凛世の語尾が、思いっきり小さくなった。よく聞き取れない。


    「えっ、今なんて言った？」


    「だ、だから……。……」


    　何だろう、ますます声が小さくなったぞ。暗闇で顔もよく見えないから、怒ってるのか泣いているのか、どういう気持ちで声が小さくなってるのかがわからない。


    「ごめん、やっぱり聞き取れない」


    「だ、だからっ……トトト、トイ……レ、にっ……行きたくなったら、どうするつもりなのって聞いてるの、言わせないでよ、バカ！」


    　モジモジとした凛世の声が、ちょっと泣きそうな声こわ音ねだったのは、よっぽど恥ずかしかったんだろう。


    「うわあ、言わせてしまって申し訳ない！　わ、わかった、よくわかった！」


    　俺はうっかりしていた。この真っ暗な中でトイレを探すのは、帰り道を探すよりもずっと危険で難しいだろう。あきらめて何にも執着しなくなれば、悟りが開けるような気がしていた。けれど、考えてみたら生きてる限りトイレには行かないといけないわけで。


    　ふと、俺は気づいた。妹に避けられていたとき、俺は妹に本当のところを聞くのが怖くて、ずっと放置していた。それでこじれたまま、ずっと悶もん々もんとしていた。妹と話をするのを最初からあきらめていたせいで、ずっと迷い続けていたのだ。


    　俺は今まで、悟りとは諦てい観かん、あきらめの境地のことだと思っていた。すべての執着を捨て去って飄ひよう々ひようと生きるのは、斜しやに構えてカッコいいとも思っていた。けれどもそれは、生きることや世界のすべてを否定して、自分の中に閉じこもって、逃げることでしかなかったのかもしれない。


    　釈しや[image: ]かだって、生きる苦しみを消す方法を考えていた。死ねばいい、なんて単純な答えじゃなく、幸せに生きるための方法として考えていたのだ。だから彼の悟りは断だん食じきによってではなく、断食をやめて食べたおいしい乳がゆによって開かれた。つまり、生きる苦しみを消すのは生きる喜びであり、生きる苦しみから逃げるために、生きる喜びからも逃げてしまっては、悟りは開けないということだ。


    「わかった、凛りん世ぜ。じゃ、行こう。帰ろう」


    　俺は一歩踏みだして、凛世に呼びかけた。闇の中で、凛世が少し戸惑っていた。


    「待って、兄あに貴きさん。よく見えない」


    　凛世の声が少し近づいた。次の瞬間、レジ袋を持った俺の手からレジ袋が取られ、かわりにすべすべとした柔らかい手が俺の手の中にすべり込んできた。


    「りっ……凛世っ？」


    　俺はびっくりして、すっとんきょうな声を上げた。これはひょっとして手をつないでいるのでは……それも、手のひらどうしを合わせる恋人つなぎっていうやつでは！


    「く、暗くて迷子になったらいけないからよ。兄貴さんは、手を離したらどこへ行っちゃうかわからない人だって、今回はっきりわかったから……」


    　闇の中で凛世の表情はわからない、言葉は怒っているような感じだが、声こわ音ねは少し甘えるように優しい。その声が、俺の心も落ち着かせてくれた。


    「大丈夫だ、道に迷うことは迷いじゃない。道に迷うかもしれないと思って、先に進むことを迷うことが迷いなんだ。悟りとは、先に進むことを迷わない勇気のことなんだ。というわけで、出発しよう」


    「何かいいこと言ってるけど、道に迷ったらふつうに迷子なんだから、兄貴さんもわたしからはぐれないように気をつけなさいよね！」


    　凛世はむきになったように、俺の手を握る手にぎゅっと力をこめた。その手が熱い。俺は迷った。けれども、やっぱり勇気を出して聞こう、妹に避けられていたことだって勇気を出さずにうやむやにしていたせいでこじれたんだから、と思って、俺は心の中で一歩踏みだすような気持ちで、凛世にたずねた。


    「……あの、さ。凛世は、最近仏教や仏像に詳しいよな」


    「べ、別に詳しいってほどじゃないけどね。古い歴史や美術に興味があるってだけよ」


    「その……」


    　俺は迷って、戸惑って、でもやっぱり勇気を出して、たずねた。


    「凛世も奈良の大学とか……興味、あったりするか？」


    　ぴくん、と俺の手の中で凛世の手がはねた。凛世の鼓動が、手のひらから伝わるほど激しくなったのがわかった。


    「そっ……」


    　凛りん世ぜの声が、小さくなる。


    「そんなの、まだ……全然、わからないし……」


    「そ、そっか。まだ一年生だもんな、進路とか全然考えてるわけないよな、変なこと聞いてごめんな」


    　それきり凛世はしゃべらなかった。俺も気まずくて、しゃべらなかった。夜道を進む勇気はあっても、一歩凛世の心の中に踏みだすのは、こんなにも勇気が必要なのかと俺は感じた……そして、悟りの道にまだ遠い俺には、まだそれほどの勇気はなかった。


    　俺たちはそのまま、闇の中を黙って歩いた。黙っていたけれど、凛世は俺の手を離しはしなかった。


    　やがて、遠くから「パパァ～ッ」と、かすかにクラクションの音が聞こえた。


    「あっ……車？　あっちに車道があるのかしら？　それなら、タクシーを捕まえて『駅まで』って頼めば帰れるわ！」


    　凛世の声が弾んだ。そこから少し歩くと、街灯の光がまぶしく輝くのも見えた。


    「……うん、帰り道が見つかったな」


    　俺もうれしくて、そう答えた。どういうわけか帰り道が見つかっても、タクシーの代金を払うまで、凛世は俺の手を離さなかった。
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    六章　フォークダンスが美少女サンドだった件


    



    　結論からいうと、俺たちはちゃんと帰れたし、弁当は少し引っくり返っていたけれどまずまず無事だったし、仏像愛好会も水球部も展示物は〆しめ切きりまでに無事完成した。


    　そして文化祭当日、水球部の展示は、図書倉庫という辺ぴな場所であるにもかかわらず、そこそこ人数が集まっていた。もちろん「三さん高こう一の美少女」二人が水球部員なので、それを目当てに来た他校生などもいたけれど、ふつうに保護者っぽい人も多かった。保護者はお化け屋敷など、生徒が楽しむようなテンションの高い展示には居場所がないので、こういうゆったりした見て回る系の、しかも学校生活が垣かい間ま見えるような展示を好むらしい。


    　校長先生が仏像愛好会に図書倉庫を貸してくれたのも、それを水球部の展示とシェアする許可を取りにいったときに快かい諾だくしてくれたのも、そういう文化祭全体の人の流れ的な意義もあったようだ。


    「見てみて！　兄あにっちの水球ゲーム、小学生の列ができてるんだよ！」


    　俺が見にいくと、満員御礼の室内で妹が手を振っていた。あまりにも客が多いので、水球部の部員もたくさん係員として駆り出されていた。というのは、


    「すみません、水球ってバスケみたいに、手で持ったまま歩いたら反則とかあるんですか？」


    　と、けっこう質問も飛び交っていたからだ。


    　確かに俺も今まで、水嫌いで水球の試合もほとんど見にいかなかったので、ルールをちゃんとは知らなかった。だから水の中でハンドボールをやるようなものだとばかり思っていたのだが、今回の展示物を作りながら、いろいろ違うということが理解できた。


    「水球のプールは深いので、そもそも持ったまま歩けないんです」


    「えっ、じゃあどうやって移動してるんですか？」


    「立ち泳ぎです。それで、キーパー以外はボールを持つのもブロックも両手を使ってはいけないというルールがあるので、バスケのボールを両手で持って三歩走ってシュートとか、そういう動きは水球ではないんです」


    　説明している声がいやに理り路ろ整せい然ぜんとしてるな、と思って見たら、やっぱり凛りん世ぜだった。凛世は説明が終わってから、妹に声をかけた。


    「今日きよう子こはもう当番の時間終わってるんだから、文化祭見にいってきたら？」


    「えっ、当番の時間じゃないのに、ずっとここにいたのか？」


    　俺がたずねると、妹は肩をすくめて照れくさそうに言った。


    「だって、なんか自分がこれを作り上げたんだなーと思うと、やり上げた感がじわじわわいてきて、ずーっと見てても飽きないのよ。兄っちのおかげだよ」


    「そう、兄あに貴きさんのおかげね」


    　二人は屈くつ託たくなく笑いあった。すっかり二人の仲が元どおりになっていて、俺もホッとした。今回は妹に振り回されてしまったような気がするが、それはそもそも「俺がモテ期に入った」という最初の出会いのあたりからそうだった。この女子たちといっしょにいると、毎日振り回されて、ジェットコースターみたいな波乱と激動の人生になってしまう。


    　それは心の平穏と悟りを目指す俺の心を乱す悪魔マーラではあるけれど、でもおかげで毎日が文化祭のような非日常で、文化祭みたいに、疲れるけれど楽しいことも、正直、認めざるをえない。


    　俺は水球部の展示が順調なのを確認してから、仏像愛好会の係員に戻るためにいったん廊下に出た。


    　そこに私服姿の緋ひ影かげが、水球部の展示室に入るでもなく、暗い表情で立ち尽くしていた。いきなり俺に食ってかかるような以前のテンションもおかしかったけれど、いくら緋影が陰のある感じだとはいえ、ここまでテンションが低いのも異様である。


    「ど、どうした、緋影？　もう中は見たのか？　映写室がんばったな、ダンボールなのに全然外の光漏もれてなかったぞ？」


    　俺はフォローするつもりで、少々饒じよう舌ぜつになる。だが、緋影のテンションは低いままだ。


    「ええ、見ましたよ……。日向ひゆうがさんと御み剣つるぎさんの、仲よしなところをたっぷりと、見せつけられてしまいましたよ……」


    　緋影は、力尽きたようにガクッとその場にひざをついた。


    「お、おい、スカート汚れるぞ」


    「せっかく、べったり仲よしな日向さんと御剣さんの間に微妙に亀き裂れつがあいていたのに、千せん載ざい一いち遇ぐうの引き離すチャンスだったのに！　何だか水球部の展示物を作るのが楽しくなっているうちに、その野望を進めるのをちょこちょこ忘れて、気づいたら仲直りしていたあああ！　わたしはいつもそうなんです、携帯ゲームをしていて一日かぎりのレアアイテムが出る日に、うっかり忘れて別のゲームにハマってしまって、思い出したときにはその日が過ぎているという！　千載一遇のチャンスを逃のがすわたしなんて、死ねばいい！」


    「いや、死ぬことはない。あと携帯ゲームにそんなにハマるな、廃人になるぞ。とりあえず元気を出せ、チャンスはまたあるさ」


    　いや、チャンスがまたあったら俺が困るのではあるが、あまりにも緋影が落ち込んでいるので、俺はそう声をかけた。すると、緋影はハッとして涙目の顔を上げた。


    「お兄にいさん……」


    　いつも青白い顔が、泣いたせいで目め尻じりのあたりがほのかに染まって、一瞬、ちょっときれいだと思ってしまった。緋影の顔が、パッと赤くなった。


    「いっ……いいえっ、お兄さんのことなんて、優しいなっとか思ったりしてないんですからねっ！」


    　次の瞬間、いきなり緋影は激怒して、その場を去ってしまった。相変わらずまだテンションＭＡＸで俺に嚙かみついてるようだ。一応、怒り方向とはいえテンションどん底だった緋影のテンションが上がったことは、ホッとすべきなのだろうか。


    （それにしても、妹が俺を避けてるのは理由もわかったし元にも戻ったけど、緋影のほうは文化祭の準備で親交を深めてましになったのかなと思ったら、単に展示物を作るのに夢中になって俺のことを忘れてただけだったみたいだな。やっぱり相変わらず、ってことか……）


    　いったい俺が緋ひ影かげを怒らせるようなこと、何をしたっていうんだ？　初期の凛りん世ぜの無む体たいな怒りにも慣れているとはいえ、あんまりツンギレされると、悟りを目指す俺の心も折れてしまうので、もう少し柔らかく接してほしいところである。


    　とりあえず、仏像愛好会も大盛況で俺はうれしかった。保護者も多かったけれど、写経は生徒もたくさんしていた。自分でお経を書くって、やっぱりカッコいいよなあ、と俺はうれしかった。あんまり人気だったので、写経用の紙が足りなくなって焦あせるほどだった。


    「仏像って前から見てて落ち着いていいなあと思ってたけど、深いんですね～！」


    　他校生にも同志が増えて、高たか野のも比ひ叡えいも大満足そうだった。想定外に客が多くて、クラスの手伝いに行く余裕がなくて困ってたんだが、るかにゃんとみーなちんが手伝いに来てくれた。このときだけは、リア充爆発しろなんて思わずに、すなおに感謝できたあたり、俺も悟りを開いてきたんだろうか。


    　とりあえず仏像愛好会には他校の先生も来て、校長先生に後で絶賛していったので、校長先生も鼻高々だったらしい。図書倉庫を貸してもらった手前、期待に応えられてよかったと思った。


    



    　そして二日目の体育祭は、底抜けの晴天だった。


    『次は一年生によるスウェーデンリレーです！』


    　放送委員の声が運動場に響き、ピストルの音がはじけた。


    　三百メートルの選手の後で、妹が三着でバトンを受ける。


    「日向ひゆうがさーん、がんばれー！」


    「日向さん速いっ、素敵ー！」


    「うおおお日向かわいいーっ！」


    　オリンピックでもここまではなかろうという歓声の中、妹は風のように走った。抜くべきは二人、かなり距離があいている。妹は短距離走のスピードを出して、ガンガン追い上げていく。けれども二百メートルを超えるとさすがにそれでは、スタミナが切れる。苦しげに息を吐いた妹の横で、


    「今日きよう子こっ、がんばれーっ！」


    　凜りんとした声がひとつ、ざわめきの中に際立った。人込みの中で、凛世が手を振っている姿がはっきり見えた。妹にもはっきり見えたのだろう。苦しかったはずなのに、ウインクをして親指を立てる。その余裕の表情から、一気に加速した。


    「速い！　ここまで来てあの速度で走れるなんて、バケモノか！　かわいいけど！」


    　観客席がどよめく。そのまま妹は二人抜いて、ゴールに倒れこんだ。割れるような歓声が上がった。


    「すばらしい！　日向ひゆうがさん、今の走り、やり切ったその表情、美しいです！」


    　緋ひ影かげは妹をひたすら望遠レンズで激写していた。一メートルぐらいある、バズーカみたいなレンズである。飛び入りの二人三脚をあきらめたので、撮影（盗撮？）に集中することに決めたようだ。


    



    　妹はスウェーデンリレーで華麗な走りを披露したが、いっぽう兄である俺のほうは、個人の責任が問われない競技だけに出場したかったのだが、どういうわけかそうもいかない。運動会の運営側というのは運動が好きな奴ばかりなので「みんなきっと走りたいはず！　走れない人がいたら気の毒！」と思っているようだが、そんなことは決してないのだ。


    　でも仕方がないので、俺はせめて距離の短い百メートル走に出ることにした。二年生男子の百メートル走は、飛び入り二人三脚の次の次だった。


    （百メートル走なら、そんなにしんどくもないし、恥をさらすのもせいぜい二十秒ぐらいのもんだ……）


    　俺のコースはトラックの一番外側になった。コースが曲がっている場合、外側のほうが距離が長くなるので、スタートラインは他の走者より一番前に引かれるのである。


    （うわぁ～、これは最悪のパターンだ。一番前から走りだして、他の走者にどんどん抜かれて、最後にドンベベで気恥ずかしそうにゴールするという悪魔の最外周コース！）


    　もちろん内側でも外側でも距離自体は変わらないんだが、心理的に、負けるとものすごく不ふ甲が斐いなく見えてしまい、勝ってもあんまり称賛されないのが、この最外周コースの罠わななのである。それで俺は、スタートラインに立ったときから落ち込んで、うなだれていた。他人の目もクラスの配点も気にせず、自分の道を自分の速度で歩いていこう、なんていう悟りの道は運動会では許されないのである。


    「兄あにっちー、がんばれー！」


    　ふと、トラックの向こう、一年生席のほうから黄色い声が聞こえて、俺ははっと顔を上げた。そこでは妹が、両手にポンポンを持って応援していた。


    「きょっ……今日きよう子こっ？　なんでポンポンなんか持っとるんだ、あいつはっ？」


    　そう言えば文化祭の準備のとき、妹と小こ麦むぎがお菓子とジュースを買いにいったとき、百円ショップのほうが安かったとか言いながら帰ってきたことがあったが……まさか、あのときにポンポンも仕入れたのか？　最近の百円ショップは何でもそろってるからな……実は写経用の紙も足りなくなって困ってたら、比ひ叡えいが百円ショップで買ってきたのだ。紙に薄い字で般はん若にや心しん経ぎようが印刷されている紙束で、たぶん百円ショップでもっともニッチな品物だと思う（二番目にニッチなのはきっと、レトルトカレーを出すときに最後まで出し切るための、プラスチックの棒に細い隙すき間まがあいている道具だろう）。


    　それはともかく、観客席の最前列でポンポンを振られると、あまりにも目立つ。ハチマキを巻いたサラサラの髪に、スウェーデンリレーで四百メートル走り切った汗がしずくとなってきらめき、火ほ照てった頰ほおはリンゴのように真っ赤だ。平たく言うと、妹は四百メートル全力疾走すると、見かけのかわいさが一・五倍になる。


    「兄あにっち、フレーフレー！」


    　妹に避けられてる間も気まずかったが、これはこれで気まずいぞ。周りの男子（と一部の女子）が、


    「日向ひゆうがかわええええええ！」


    　と目をハートにしたり、


    「日向兄爆散すべし！」


    　と俺に殺意を向けたりしているなかで、俺は走らねばならないのだ。もういたたまれないので、俺らしくもなく全力疾走して少しでも速くこの公開処刑を終わらせたい、と思った。それでスタートのピストルが鳴ると、俺は一心不乱に走りだしたのだ。


    「きゃっほー兄っち、すごい速い、がんばれ兄っちー！」


    　妹が両手を高く上げて、ぴょんぴょん跳んだ。四百メートル全力疾走の後で、よくその体力が残ってるもんだ。


    「きゃあああっ、日向さんのチアガール、これはスーパー激レアアイテムです、激カワ萌もえ萌え丸です～ッッ！」


    　緋ひ影かげが思わず観客席から身を乗りだして、妹を撮った。


    　そして俺は、一番外側のトラックを全速力で走っていたのだった。


    　ずごん！


    　鳴っちゃいけない音がした。俺は、突然コース上に突き出されたバズーカみたいなカメラのレンズに顔面をブチ当てた。


    「きゃっ、すみません、お兄さん！」


    　緋影の声が遠くなる。俺は走る勢いのまま前方に崩れ、ズザアアアアッ、とうつぶせにスッ転んだのだった。


    



    　俺は体育祭の運営委員に連れられて、救護席へ行った。妹はついてきたがったが、これは運営委員の仕事だということで、追い返された。救護席が狭いので、関係者以外に来られると困るのだろう。


    　救護席は放送席のテントの片隅にあって、長机がひとつにパイプ椅い子すが二つだけ。確かに狭い。長机の上には救急箱がひとつのっていて、パイプ椅子の片方にはピンクのナース服を着た小こ麦むぎが座っていた。


    「ひゃあ～！　お兄にい様、おひざがすごいことになってるですぅ～！」


    　小こ麦むぎはピンセットを片手に、わなわなと震ふるえていた。土の上で全速力からのすりむきである、怪け我がを見慣れた小麦でもドン引きするレベルなのだろうか、俺も自分のひざを見るのが怖い。モザイクをかけておいてほしいぐらいだ。


    「はいここ座ってくださいですぅ、委員さんお世話様ですぅ～」


    　ショックから気を取りなおした小麦が、パイプ椅い子すを引いて俺を座るようにうながしつつ、運営委員に頭を下げる。てきぱきと洗練された動作に、安心感があった。


    「まず消毒しますが、大丈夫ですぅ？　しみて痛かったら、言ってくださいですぅ～」


    「痛い」


    「はいはい、我慢してくださいですぅ～」


    　歯医者などでもよく抱く疑問なんだが、それって、痛いと言わせる意味はあったのだろうか。小麦はピンセットの先の綿球にたっぷり消毒薬をしみこませ、俺のひざをポンポンと叩たたいた。


    「うぐぐぐ、ぐぬ～」


    「痛そうな声ですぅ、悟りを開いてがんばるですぅ。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、とかいうことわざもあるですぅ。心頭滅却すれば消毒薬もまた全然ヘッチャラピー、ですぅ」


    「消毒薬をヘッチャラピーは難易度高いなあ」


    　でも、そのうち痛みにも慣れてきて、俺はほっと一息ついた。小さい石が傷の中に埋まっているらしく、それを小麦が一個ずつ、丁てい寧ねいにピンセットで取ってくれる。丁寧とはいえ、傷口に触れるわけだから、触れるたびにチクッと痛む。


    「いててっ」


    「ちょっと我慢してくださいですぅ、傷口にゴミを残したまま封をしちゃうと炎症を起こして、あとからもっと痛いですぅ」


    　小麦は座っている俺のひざに顔を近づけて、丁寧に取ってくれるのはいいのだが、息がひざにかかって、何だか緊張してしまう。


    「最近、小麦には世話になってばかりだな。妹のことを相談に乗ってもらったり……」


    　緊張をまぎらわせたくて、俺は小麦に話しかけた。


    「ふふ、小麦は最近お兄にい様のお世話をしてばかりですぅ」


    　ところが、意外にも気軽な笑顔を返されてしまって、俺は余計に緊張してしまった。小麦は男嫌いなので、今までわりと俺と距離を置いていてくれたため、女子が苦手な俺にはありがたかった。でも、妹が俺を避けてその距離感が遠くなったことばかり気にしていて気づかなかったが、そのいっぽうでいつの間にか、小麦の距離がずいぶん近くなってはいないか……？　そんな俺の戸惑いに気づく様子もなく、小麦は優しい手つきで治療を続けた。きれいに小石を取りのぞいたあと、もう一度傷の表面を消毒してくれる。


    「でも、すりむいただけでよかったですぅ。せっかく治ったねんざをまた傷めたら、お気の毒だったですぅ」


    「ねんざか、そう言えばあのときも世話になったんだなあ。ほんとに、小こ麦むぎに世話になりっぱなしでかたじけない」


    「ふふふ、あらたまって水くさいですぅ」


    「いや、でも本当に今回は助かったんだ。感謝してる、何かお礼しないといけないと思うんだが……結局スタボもワリカンだったし……」


    「お礼なんかいいですぅ、緋ひ影かげっちさんという共通の敵がいた以上、これは小麦自身のためでもあったですぅ。それにキョコたんもりんりんも友達だから、仲直りしてくれて小麦もうれしいのですぅ」


    　小麦はにこやかにそう言ったが、どうにも腑ふに落ちない。なぜなら緋影は昨日、凛りん世ぜと妹が仲直りしてしまって「チャンスを逃のがした！」って感じで悔しがっていた。なのに策を弄ろうして妹を手に入れるタイプの小麦が、緋影を牽けん制せいする必要があったにせよ、二人の仲直りに全然後悔も思い残したこともない感じなのが、どうにも不思議だった。


    「ちょっとぐらい、残念だなとか思ってないか？」


    「全然ですぅ」


    「小麦にしたら、好きな人と恋こい敵がたきをくっつける相談をされたようなものだから、申し訳なかったかな、とか今になって思ってるんだが……」
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    「気にしなくていいですぅ、小こ麦むぎが相談に乗りたくて乗っただけですぅ。小麦は、自分で決めたことをあとから後悔して人のせいにするタイプではないですぅ」


    「そうなのか？　しかも男嫌いなのに俺に相談に乗ってくれとか言われて、嫌いやだったかなと思ったりもしてるんだが……」


    「もちろん小麦は男は嫌いですぅ、お兄にい様だけ特別サービスですぅ」


    　特別、のところで俺は心臓がトクンと跳ねたが、その次に「サービス」という言葉が続いた瞬間、嫌な予感がした。小麦がその手にピンクの透明シートを持っているのを見たとき、俺はその予感を確信した。


    「いらない、特別サービスはいらない！」


    「そう遠慮なさることはないですぅ、傷口は乾燥させてカサブタにするより、しっとりしたもので覆おおって湿度を保ったほうが早くきれいに治るという最新式の治療法ですぅ」


    　小麦はピンクの透明シートを俺のひざの傷にのせた。ひざが、ひんやり、ぬっちゃり。


    「ぬっちゃり、って何なんだ！　どうしてプルプルしてるんだ！　このピンク色、傷治療用ジェルとかそんな医療品的なものじゃない！」


    「意外ッ、それは粘ねん菌きん！」


    「意外じゃないっ、予想どおりだぁぁぁ～！」


    　そう、俺のひざの上に貼はられていたのは、ピンクタマホコリカビのタマぴーだ。


    「小麦が保健室で粘菌を育ててるのは、単にその愛らしい色や姿を愛めでるためだけではないですぅ。このように粘菌を医学に利用する方法を、いずれ医大に進学して研究するのですぅ。小麦の大好きな粘菌は、かわいい愛あい玩がん物ぶつで終わるべきではないですぅ。人類の救世主として、あがめられ奉たてまつられ褒ほめたたえられるべきなのですぅ」


    「一年生でもう将来設計してるのは偉いけど、人体実験はやめろ！」


    　拒否しても、タマぴーをひざに貼られたまた包帯をグルグルと巻かれてしまった。あうあう、包帯の下で何だかモゾモゾうごめいているよ。それはそうと、小麦が童顔なわりにときどき妹の友達の中では一番大人っぽいような感じがしていたのは、一人だけちゃんと進路の目標がもう決まってるからなんだな、と俺は理解した。妹はもちろん凛りん世ぜも、このあいだのスーパーの帰りの話では、まだ進路のことなど全然決めていないようだったし。


    （凛世は進路、どうするんだろうな……）


    　そんなこと、俺には関係ないはずなのに。


    　ひざの上でタマぴーがうごめいていることよりも、俺はそのことのほうが気になってしまった。


    



    　でも、体育祭の日はのんびりそんなことを考えている余裕なんてない。なぜなら、体育祭が終わったら生徒は二時間で文化祭と体育祭の片づけをして、校内に残っている部外者……保護者とか家族とか他校生を全部追い出して、夕方からの三さん高こう生せいだけの打ち上げ、三高祭名物・ファイヤーストームとフォークダンス大会にそなえなければならないからだ。


    　俺は、図書倉庫の片づけは昨日のうちに終わらせたが、今日はクラスの片づけの手伝いである。クラスでは模擬店でクレープ屋をやった。当日働いたのはほとんど女子で、男子はその前後の教室の片づけや屋台の設置がメインだった。


    　教室をあけるため、机や椅い子すの一部は屋上へ上げていた。俺はそれをもどす係だったんだが、屋上のフェンスごしに外を見ると、おもちゃ箱のブロックを投げ散らかしたような街並みの向こうに、青絵の具を流したような夕空が見えた。


    「のんびりしてられないな、もう夕暮れか……ファイヤーストームが始まってしまう」


    　校庭を見下ろすと、もう運営委員が校庭の真ん中にやぐらを組み終えていた。その周りには、片づけを済ませた生徒たちが、ちらほらと集まりはじめていた。


    　みんな何だかソワソワしている。ファイヤーストームのフォークダンスで、異性と手をつなぐことにドキドキしているのだ。


    （ふだん学校にｉＰａｄを持ってきて、女人が裸体で寝具の上に横おう臥がしているようなエロ動画なるものを鑑賞するなどという煩ぼん悩のうにどっぷりの、自じ堕だ落らくな日々を送っているくせに、何を今さら手をつなぐぐらいでドキドキすることがあるんだ……）


    　もちろん俺は、悟りを開くじゃまになる煩悩を誘発するようなものなど、何ひとつ興味はない。ファイヤーストームは全員参加が義務づけられているわけではない、クラブによっては、文化祭のあとの反省会をＯＢこみでやるかららしい……それもうっとうしい話だが、とりあえず参加しなくていいのなら、さっさと帰ってしまうにこしたことはない。


    　俺はすっかりきれいになった教室に戻ると、財布など身のまわり品を入れた学校指定のナップザックを背負った。それを、教室でぼんやり座っていた高たか野のと比ひ叡えいに見つかって、声をかけられた。


    「おや～、日向ひゆうがくん、どこへ行かれるでありますか～？」


    「家に帰るんだよ。でも、おまえらには『どうするんだ』なんて聞かない」


    「聞かれなくても言うですな～、ぼくたちはファイヤーストームでフォークダンスの約束があるですな～。ねー高野くん♪」


    「ねー♪」


    「だから聞きたくないと言っているのに、リア充どもめ。浮かれてるのはけっこうだが、せいぜい堕落しないようにするんだな」


    　つい辛しん辣らつな言い方をしてしまった俺に、比叡がにっこりほほ笑んで答えた。


    「堕落などしないですな～、むしろぼくのほうがるかにゃんに教えてもらうことも最近は多くて……」


    「教えてもらうって、何を？」


    　きょとんとしている俺に、高たか野のが答えた。


    「みーなちんは美術が好きなので、ガンダーラ仏とギリシャ彫刻についてよくぼくに教えてくれるでありますよ～。でもミロのビーナス像やパルテノン神殿のアテナ像よりも、みーなちんのほうが美人レベルが高いでありますけどな～てへぺろ☆」


    「るかにゃんはあんまり仏教のことを知らないし興味もないけど、ぼくといっぱいお話ししたいからって、がんばってお勉強してるですよ～。ぼくが知らないようなことも知ってたりして、驚くことも多いですな～。どうしてそんなにがんばってくれるんですなって聞いたら、仏教には興味がないけどぼくには興味があるからがんばったということですな～てへぺろ☆」


    「ノロケないと死ぬのか、おまえらは！」


    　耳が腐りそうな気持ちで、俺はそれらを聞いていた。凛りん世ぜが仏教に詳しくなったのは、俺のためじゃなかったんだよな……と、思い出すとなぜかため息が漏もれてしまった。


    「……やっぱり、俺は帰る」


    「どうしてでありますか～？　ファイヤーストームはもうあとちょっとで始まるでありますのに～？」


    「だからだよ。フォークダンスなんぞ人間を堕だ落らくさせるものだ。仏陀ブツダは、無駄に命を奪う『殺せつ生しよう』、物を盗む『偸ちゆう盗いん』、正式に交際している相手以外と色情関係を持つ『邪じや淫いん』、この三つを『三悪』として戒いましめたんだぞ？　不特定多数の女によ人にんと手をつなぐ目的でダンスに参加するというその煩ぼん悩のう、まさに邪淫としか言いようがない！」


    　俺は力説した。比ひ叡えいと高野は一瞬、気の毒そうな表情で互いを見交わしてアイコンタクトした。何だ、その憐あわれみの目は。


    「いやいや日向ひゆうがくん、フォークダンスで手をつなぐぐらいで邪淫なんて、教育勅語じゃあるまいしですな～」


    「そうそう、それに不特定多数の女人ではなく、特定一人の女人と手をつなぐのが目的なので、これは邪じや淫いん戒かいには該当しないでありますよ～」


    「そうそう、ぼくはるかにゃん以外の人と踊るつもりはないですな～」


    「ぼくもみーなちん以外の人と踊るつもりなんて、さらっさらないでありますよ～」


    「おいおい、交代しないと他の人に迷惑だろ」


    　俺がツッコミを入れると、二人は菩ぼ[image: ]さつの笑みを浮かべて言った。


    「フッフーン、それが、ちゃあんと『交代しなくていいノーチェンジ・レーン』があるんですな～」


    「えっ、何なんだそれ」


    「すなわち、ファイヤーストームのフォークダンスを特定の相手と踊りたい人向けのレーンですな。ふつうのフォークダンスの輪の内側にもう一個輪があって、『他の人と踊るなんて浮気だわっ！　許せないっ！』って思うカップルのためのものですな～」


    　うぅーん、それはそれで何だか思いが重いぞ。


    「フォークダンスは、出会いと告白の場ですからな～。自分の彼氏彼女を参加させたくないと思うのは、煩ぼん悩のうに苦しむ人間ならではの自然なる執しゆう着ちやくですな～」


    　比ひ叡えいの言葉を聞いて、ふと俺の胸に疑問がよぎった。


    「ん？　じゃあ、フォークダンスで順番が回ってきて、告白してもしカップル成立したらどうするんだ？」


    「外側の輪を抜けて、内側の輪に移動ですな～」


    「何だ、その罰ゲーム！　最後まで外側の輪で踊ってる奴がかわいそうだろ！」


    「全員が彼氏彼女を作るために踊ってるわけじゃないし、いいのではないでありますか～？」


    　いやまあ、それもそうなんだが、彼女持ちのリア充の口から聞くと余裕の嫌いやみに聞こえるのも事実である。


    「とはいえ、せっかくのチャンスなので日向ひゆうがくんもこの機会に参加して、彼女を作るべきですな～」


    「そうでありますよ～、お出かけするときに日向くんを誘いにくいでありますからな～。日向くんに彼女ができれば、トリプルデート状態でどこでも行けるですな～」


    「おいやめろ、俺にリア充を押しつけるな！　俺は別に彼女なんか作りたくないし！」


    　リア充どもの特徴として「自分は彼女がいて幸せだから君もぜひ！」みたいな、押しつけがましいところがある。おまえらは幸せの絶頂にあって今の自分たちはトップオブザワールド、世界のすべては二人のためにあるような気がしているだろうが、他人はそうじゃないので押しつけるでない、と声を大にして言いたい。でも声を大にすると「彼女がいないからスネてる」と言われて終わりなので言わない。世の中の全員が全員、彼女が欲しいとかいう恋愛脳だと思うなよ？　一人でゆっくり心の平穏を求めたいタイプの人間もいるんだ、この世にはわりとたくさん！


    「ふむぅ、彼女を作りたくないとは、なにゆえですな～？」


    「理由がいるのか？　リア充の脳内世界では、一人が好きな人間の存在は許されないのかよ」


    「だって思春期の男子たるもの、煩悩の塊でありますから、不特定多数の女子と踊りたくないわけがないでありますな～」


    「だーかーらー、皆が皆そうじゃないって！」


    　俺がどんなに否定しても、リア充どもは「ぼくらが幸せになったこの方法でぜひ君も幸せに！」と押しつけて勧誘してくる。ある意味、恋愛と宗教は似てる気がしてきた。仏像にハマる二人なのだから、恋愛にハマってもおかしくはないのかもしれない、だがウザい。


    「ほほう。さては日向くん、不特定多数の女子と踊りたくない理由は、ぼくらと同じ、特定単数の女子と踊りたいからですな～？」


    「特定単数って何だ」


    「平たく言うと、もうお目当ての女子がいるということですな～？」


    　ぼっ。


    　自分でもびっくりしたが、比ひ叡えいの指摘に俺は、意図せずいきなり顔が真っ赤になった。


    「そそそ、そんなもんいない！」


    　俺は思いっきり否定した。お目当ての女子なんて……と思ったときに、脳の中に女子が四人ポンと浮かんだなんて言えない。別にお目当てだからじゃない、俺の近くにいる妹とその友達だから、記憶に残っていただけなんだ、それをたまたまこのタイミングで思い出しただけなんだ。


    「それじゃあ、やっぱフォークダンスに参加してお相手を見つけるですな～」


    「そうそう、せっかく高校生なんだから、恋に趣味に勉強にがんばって、二度と戻らぬ青春の日々を燃やし尽くすでありますよ～。がしっ！」


    「おいおいおい高たか野の、腕をつかむな！　うわあああああ、俺を引っぱるな、おまえらの恋愛脳な価値観を押しつけるなあああああ！」


    　俺は必死に抵抗したが、高野は俺より背が高くてガタイもいいので、一七二センチの俺では振り払えなかった。ひざも怪け我がしていたし、比叡にも背中を押されて、俺はそのままあえなく運動場へ引っぱり出されてしまったのだった。


    



    　俺が運動場に出されると、ファイヤーストームが赤く燃え上がる中、フォークダンスが始まっていて、オクラホマミキサーがかかっていた。そして、みーなちんとるかにゃんが走ってきた。


    「あっいたいた、高野くーん！」


    「比叡さん、お疲れ様でーす！」


    「おお、みーなちん。お待たせしてしまったでありますな、すみませんでありますよ～」


    「るかにゃんもお疲れさまですな～、模擬店の喫茶店のメードさん服、すごくかわいかったですな～」


    　何だこいつら、何サラッと女子をいたわったり褒ほめたり、男前なモテ態度を取っとるんだ。いつからこんな恋愛上級者になったというのだ？　それとも単に、こいつらがふだんから優しいだけのことなのか？


    「じゃあぼくたちは踊りにいくでありますな、日向ひゆうがくんもいい人見つけるでありますよ」


    「トリプルデート、楽しみにしてるですな～」


    　勝手なことばかり言って、奴らはファイヤーストームのほうへ歩いていった。夜の火に誘われていくなんておまえらは蛾がか、リア充どもは燃えてしまえ。どうでもいいがトリプルデートってことは、今まで俺が誘われないダブルデートも比叡と高野で行ってたんだろうなあ……友情って何なんだろう。女によ人にんとは友情を引き裂く悪魔マーラなのか……。


    （二人が踊ってファイヤーストームの向こう側に回ったら、見えない隙すきに帰ってしまおう）


    　傷心の胸の痛みに耐えながら、俺はそう思った。


    　ふと、俺の周囲の生徒たちがどよめいた。


    「うわー！　あの二人、内側のレーンなのかよ～！」


    「いっしょに踊れると思って楽しみにしてきたのに！　何だあの美少女の無駄づかいは、もったいない！」


    　美少女の無駄づかい、という異様な語感にピンと来るところがあって、俺は彼らの視線を目で追った。俺の少し前のほうに、妹が見えた。その左には凛りん世ぜがいて、オクラホマミキサーの男子のほうのパートを踊っていた。


    　ああ、なるほど、二人はほんとに仲直りしたんだなあ、と俺は思った。で、妹が凛世を誘ったけれど、凛世は男嫌いなので、気をつかってああなったんだろうなあと想像した。「三さん高こう一の美少女二人が手をつないで、他の男子（と女子）がそこに参加できない内側レーンで踊っているのを、ただ見せられる」というのは、なかなかの生殺しであろう。あちこちで、


    「どっちでもいいから、どっちかと踊りたい！」


    「いやむしろ、叶かなうならばあの真ん中に交じりたい！」


    　という、歯ぎしりと怨えん嗟さの叫びが聞こえていた。


    　ふと、妹が俺に気づいた。


    「あっ、兄あにっちだー！」


    　音楽がまだ鳴っているというのに、妹はフォークダンスの輪を離れて俺に駆け寄ってくると、腕をつかんで、輪の中に引っぱりこんだ。不意をつかれて、気づいたときには俺は内側レーンに立っていた。


    「ななっ、何をするんだ、おまえは！　俺は踊る気はないし、それに凛世はどうするんだ、ひざだって怪け我がしてるし！」


    「あ、そっか。兄っち、さっき怪我してたよね」


    　妹はポンと手を叩たたいた。あきらめてくれたかな、と思った矢先、妹は俺を凛世のほうへ突き出した。


    「じゃ、凛世はそっちね」


    「えっ？　そ……そっちって、何？」


    　凛世も突然妹が何を言い出したのかと、面食らっていた。妹は俺の左に立ち、凛世は俺の右……つまり、俺は凛世に対して男子の位置にきた。妹が俺たちの手をつなぎ合わせ、俺の右手は凛世が肩に回した右手と、凛世の左手とつなぐべき左手は妹の左手、そして妹の右手は俺の肩ごしに凛世の左手とつなぐ。これは、凛世の左手は思いっきり上げて手首がピキピキしてるし、俺は妹の右手が乗っている右肩が重いし、かなり無理のある体勢である。


    「ほら、二人で支えたらひざも大丈夫だよね、兄っち♪」


    「どこが二人で支えとるんだ、おまえ俺の右肩に体重かけてるだろ！」


    「まあいいじゃない、かわいい妹のために踊ってくれたって。兄あにっちはそのうちいなくなっちゃうんだから、思い出作りだよ、思い出作り。いっぱい『兄っちを充電』させてよね♪」


    　妹は、しれっとした顔で言った。


    「充電って何なんだ、俺は乾電池じゃないぞ」


    　重いので、肩を振って妹の手を振り払おうか……と考えていたら、


    「違うよ、あたしの中の乾電池に充電するの」


    　妹が、ふと俺の目をじっと見つめてきた。いつもの小生意気で人をからかってケタケタ笑っている、わがまま放題な妹とは空気が違う……俺はハッとそれに気づいて、動かそうとしていた肩を止めた。


    「兄っちとの思い出をいっぱい、あたしの中の乾電池に充電するの。そうすれば兄っちがいなくなっても、あたしはその力で一人でも歩いていけるから。でも、兄っちがそばにいなくて一人で歩くのは、とてもとてもたくさん力がいりそうだと思うから、だから兄っちがそばにいる今のうちに、めいっぱい充電しておくの。だって兄っちは優しいから、あたしの中の電池が切れて動けなくなったら、絶対に奈良から飛んで帰ってきちゃうでしょ？　あたし、仏像のことは全然わかんないけど、兄っちが仏像プラモ作ってたりするの見てるのは好きなの。だから、兄っちの夢のじゃまはしたくないから、兄っちが心配して帰ってきちゃわないように、今のうちにいーっぱい充電しておくんだ♪」


    「お、俺は飛んで帰ってきたりなんかしないぞ！　絶対しないぞ！」


    　俺はぶんぶん首を横に振って否定した。けれども、肩を振って妹の手を振り払う、という行動を取ることは、やはりためらっていた。思い出作り、なんて殊勝なことを言われると、妹を置いて一人で奈良へ行くということに多少の罪悪感もあったせいだ。


    　だからせめて首を横に振って否定の意志を示したのだが、反対側から凛りん世ぜが、そっけない口調で口を挟んできた。


    「いいえ、そんなことはじゅうぶんあると思うわ」


    「えっ……」


    「だって兄あに貴きさんは今日きよう子このこと、何だかんだ言いながらも、とても大事にしてるもの。自分の夢さえ引き換えにしてしまうんじゃないかって、見てて心配になるのは、わたしもよくわかるわ」


    「い、いやいや。いやいやいや！」


    　俺は必死に首を横に振ったが、どう言って反論すればいいのか、うまい言葉が出てこない。俺が妹を大事にしてるだなんて、照れくさくて恥ずか死にそうだ。けれども反論しようとして思わず開けた口を、結局反論の言葉が見つからなくてまた閉じてしまったあたり、俺は実は自分でも、妹に少し甘すぎることをそれとなく自覚しているのだろうか？


    「さすが凛りん世ぜ、やっぱり兄あにっちのことよくわかってる」


    　妹が、俺をはさんで凛世に笑顔を向けた。凛世が、びっくりした目で妹を見る。


    「や、やっぱりって何なの、わたし別に兄あに貴きさんのことなんて……」


    　凛世はあわてて、俺から離れようとした。けれど妹は、凛世の左手とつないだ自分の左手をぎゅっと握って離さない。凛世は、ちょっと力を入れてもう一度離れようとしたが、握力は妹のほうがわずかに強いらしく、離せない。さすが妹は、水球部のエースフローターをつとめているだけのことはある。


    「だめだよ、凛世もいてくれないと。兄っちと親友と、三人でいるこの時間を充電したいんだもん」


    　妹はにっこり笑った。凛世はその笑顔に赤くなって、あわてて顔をそむける。


    「わ、わかったわよ……今日きよう子この笑顔ったら、ほんとに反則なんだから……」


    「えへへー、笑顔だけにラフプレーって？」


    　ぺろりん、と妹が舌を出す。


    「わーすごい、今日子うまい！」


    「悪い、それの意味がよくわからんのだが」


    　俺がたずねると、凛世が眉まゆをひそめて俺に言った。


    「どうしてわからないのよ、仏教のサンスクリット語もいいけど英語の勉強もしたら？」


    「凛世には今のがわかったのかよ」


    「だから、反則寸前の荒っぽいプレーが『ラフプレー』で、それと『笑う』の英語の『ラフ』をかけてる……」


    「それＲＯＵＧＨとＬＡＵＧＨだから、発音全然違うだろ。英語しゃべれる人が聞いても絶対に理解できないダジャレだぞ、二人とも英語の読み方を勉強しなおせ」


    「ダジャレにそんな高度なものを求める兄貴さんこそ、空気の読み方を勉強しなおしたほうがいいんじゃないの？」


    　踊りながら、つい論戦に熱が入ってしまった。妹がそんな俺たちのことをじっと見ていたので、気まずくなって、俺はあわてて口を閉じた。


    　すると、妹はふにゃっとした笑顔で言った。


    「二人とも、仲いいねー」


    「「全然！」」


    　しまった、声がハモってしまった。ああ、妹が「ぷぷーっ」と吹きだした。俺と凛世は、ばつが悪くて真っ赤になってしまった。


    「ぷぷぷ、やっぱり仲いいよね」


    　ハモりたくなかったので、今度は答えなかった。凛世も答えなかった。俺たち二人とも黙ってるのを代わるがわる見てから、妹は俺の右肩に回した手と、俺の体の前で凛世の左手とつないだ手に、ぎゅっと力を入れた。すると、凛りん世ぜは俺のほうにぎゅっと引き寄せられたし、俺は妹のほうにぎゅっと引き寄せられて、何やら圧迫感を感じてしまい、心臓が止まりそうになった。


    「お、おいやめろ、引っぱるなよ」


    「だってあたし、二人のことがだーい好きなんだもんっ♪　だから大好きな思い出、いっぱい充電させてね。むぎゅう～♪」


    　妹はうれしそうに、俺の左わき腹にくっついた。俺も凛世も真っ赤だったが、妹を振り払うこともできず、そのまま押しくらまんじゅう状態で踊り続けていた。


    　そんな俺たち三人を見て、周りの男子生徒たち（一部女子）がおとなしく黙っているはずがない。


    「うおおおお、ほんとにあの二人の間に入った奴がいる！」


    「っていうか、なんであんな地味で平凡そうな男があの美少女サンドの具になれるんだ！　パンと具のグレードが違いすぎるだろう！」


    「あれは日向ひゆうが今日きよう子このお兄にいちゃんだ、たまたま妹が美少女で、その友達もたまたま美少女とか、死ねばいいのに！」


    　この殺意は今までとはレベルが違う、ファイヤーストームへの期待と絶望が混じりあったすさまじい殺意で、俺はとてもいたたまれない。


    「あ、あの、今日子……その『充電』、そろそろ満タンになったんじゃないのかしら？」


    　凛世が、体勢が踊りにくいうえに周囲の注目があまりにもすごいこと、それともしかしたら俺にくっついてることにも恥ずかしくなったのか、頼りない声で妹にうったえた。


    「もういいなら、わたしちょっと抜けるから、兄あに貴きさんと踊ってれば……」


    「えー、まだまだだよぉ、もっと踊ろっ♪」


    「うう、ほんとその笑顔反則なんだから……」


    「ラフプレー」


    「うん、二回目はちょっとくどいかな」


    　凛世は妹にされるがままで、すると俺も一人で嫌いやがるのも空気を悪くしてしまうしで、そのまま俺たち二人は妹に支えられるようにしてオクラホマミキサーを踊り続けた。


    「悪いな、妹がワガママで……」


    　凛世が赤くなっているので、俺が凛世と踊りたいわけではない、凛世が男嫌いなのはわかっているからそこに踏み込む気なんかないんだ、これは俺のせいではないんだ……と凛世にうったえたくて、俺はそう言った。すると凛世は、


    「こっちこそ悪いわね、親友がワガママで……」


    　と、赤い顔で返した。すると、妹がふと優しく目を細めて、


    「仲直りしたみたい？」


    　いや、仲直りっていうか、そもそも俺と凛りん世ぜがさっきもめてた原因はおまえなんですけど忘れましたか？


    　と、俺はさすがに妹にそう言ってやろうと思って口を開いたのだが、そのとき妹はふと、俺の肩に回していた手の力を緩ゆるめた。


    「あっ、小こ麦むぎがいた」


    　妹は、外側の輪に視線を向けた。


    　俺は、その視線を追った。小麦が俺たちより少し後ろで踊っている……ただし、男子側で。妹の視線に気づいた小麦は、捨てられた子犬のような瞳でうったえた。


    「そうですぅ～、やっと気づいてくれたですぅ？　小麦はキョコたんと踊れるのを、ここで虎こ視し眈たん々たんと待っているですぅ」


    「えっ、待ってたの？　声かけてくれればよかったのに」


    「だって、せっかくりんりんと仲直りしたみたいだからじゃまするのも悪いですぅ。さりとて男子と踊るのは嫌いやなので、こうして男子側で踊りながら待っていたのですぅ」


    「ありゃりゃ、小麦、それは他の女子に迷惑というものですぞ。みんな男子と踊りたくて参加してるんだから、いくら小麦がかわいくても女子と組むなんてガッカリでしょ。しかも小麦はちっこいから、男子パート踊ったら右手が痛くなるんじゃない？」


    「そのとおりですぅ、もう右手がだるだるで上げてられないですぅ～、くすん」


    　すると、妹は俺の手をパッと離した。あっ、と思ったときにはもう、妹は小麦の手を取って内側の輪の中に入れていた。


    「それじゃ、あたしが小麦と踊ってしんぜよう。じゃーね凛世、兄あにっちは任せたよー♪」


    「えっ……ちょ、ちょっと今日きよう子こ、任せたって、ちょっと！」


    　俺と二人で取り残された凛世が、大いに焦あせった。でも妹は、かまわず歩いていく。


    「きゃあああ、キョコたんと内側レーンで踊れるですぅ？　ずっとノーチェンジですぅ？　外側レーンから内側レーンに移動するなんて、なんだか告白してカップルになって移動したみたいで、小麦ドキドキするですぅ～」


    　小麦は真っ赤になって、両手でほっぺたを押さえていた。


    「あはは、女子同士なんだからカップルは変だよぉ～。でもそんなに小麦に喜んでもらえてるってことだから、あたしもとってもうれしい♪」


    　妹の笑顔に、小麦は照れ照れになってしまう。今回小麦は妹と凛世の仲直りのために、珍しく滅めつ私し奉ほう公こうでがんばった。最後にこれぐらいご褒ほう美びがあってもいい、これも仏ぶつ恩おんというものだ。


    「よかったな、小麦」


    　俺は思わず小麦に声をかけた。ここ最近の小麦への感謝の気持ちもこめて。すると小麦は赤い顔で俺を見つめて、


    「はいですぅ♪」


    　と、照れくさそうに笑って答えた。妹は小こ麦むぎの左に立って、男側を踊りはじめた。小麦が小柄で妹が女子の平均よりやや背が高いので、ちょうどいいあんばいである。


    「うおおお、せっかく日向ひゆうが今日きよう子こがフリーになったと思ったら今度は草くさ野の小麦と！　今度は三さん高こう一の美少女とナンバースリーの美少女が組むとか、どんだけ美少女の無駄づかいを続ける気なのだあああ！」


    「あっでも、この身長差的に、俺は百ゆ合りが持つ無限の可能性に目覚めてしまったかもしれない、ゴクリ」


    　周りの雑音はもう、どうしたって出るものだと思ってあきらめてしまおう。


    　とりあえず小麦は、よかった……問題は、取り残された俺と凛りん世ぜである。しかもタイミング悪く、そこで音楽が止まってしまった。踊ってる最中に音楽が止まると、異常に緊張してしまう。踊ってもいないのに、手をつないでいてもいいものかどうか……踊っていないのに手をつないでいるのは「フォークダンスだからつないでいる」という理由を失い、「つなぎたくてつないでる」みたいになってしまい、すごく気まずい。


    　だからといって音楽が終わったら手を離すのも、「フォークダンスだからおまえと手をつないでやっているだけで、プライベートでは触れたくもないんだもんね」っぽい感じがして、それはそれで気まずい。たかがフォークダンスで考えすぎかもしれないけれど、輪のあちこちで手をつないだり離したり迷ってる人が多いので、きっとみんなそうなんだろう。


    「ど……どうする？　妹がいないなら、俺たちは踊る理由がない気がするのだが……」


    　俺は、手をつなぐのも離すのも気まずく、つないでいる手を微妙にふわっと緩ゆるめた。小学校のときのように、女子と手をつなぐのが恥ずかしいが、つながないと先生に[image: ]しかられるので、五ミリほど手を浮かしてつないでいる振りをする、あの距離感である。


    　すると凛世は、少しためらっていたが、ふと俺のほうへ視線をうつした。怒ったような顔をして、目もとは赤く染まっていた。


    「わたしは別に……兄あに貴きさんが踊るのなら、踊ってもいいし……」


    　あ、それなら踊るのをやめて二人でお開きにしようか、と俺は言おうとしたのだが、


    「……それに、兄貴さんが奈良の大学へ行くなら、わたしもちょっと興味があるかもしれない……」


    「えっ、今何て？」


    　思わず聞き直すと、凛世は浮かしていた俺の手をぎゅっと握った。


    「……ううん、何でもない。兄貴さん、音楽始まってるわよ」


    　最後の言葉の意味をはかりかねて戸惑う俺を、凛世はお構いなしに引っぱった。


    　キャンプファイヤーの火に照らされて、凛世の色白の顔が、オレンジの光と黒い影のコントラストに彩られて美しかった。俺は目を合わせられなかったが、凛世も恥じらうように目を伏せていた。


    　その静かな横顔に、俺は仏像を見たときと同じ美しさを感じた。そして、ふと気づいた。


    　悟りはあきらめることではない、生きる苦しみから逃げることでもない。もし苦しみから逃げているのならば、仏像はあんな穏やかな表情ではなく、追ってくる苦しみに怯おびえて落ち着かずにビクビクしているはずだ。苦しみを克服して乗りこえたからこそ、たとえまた苦しみが来たとしても楽勝で受けて立って勝てる余裕がある。あの微笑はそういった、余裕の微笑なのだ。苦しみを知っているからこそ、苦しみの乗りこえ方も知っている……それを仏像は見る人にも伝え、救いを与えてくれる。だから人は仏像に惹ひかれるのだ、と俺はそのとき凛りん世ぜを見ていて、そう気づいた。


    　俺も、逃げてはいけない。


    　俺の手を強く握る凛世の手を、俺ははっきりと握りかえした。


    　凛世は一度、驚いたように俺を見た。それから、また怒ったようにうつむいた。うつむいた顔は見えないけれど、長い髪の間からのぞく白い耳や首筋が真っ赤になっているのは、ファイヤーストームに照らされて火ほ照てっているのだろうか、それとも……。


    　ファイヤーストームの炎が、闇を貫くように夜空にそびえて赤く燃えていた。俺たちは、ずっと二人で踊り続けていた。
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    　女子モテも読者の皆様のご愛顧のおかげで、ついに七巻を迎えました。ラッキーセブンの巻です。前巻は趣向を変えて、各女子の視点による短編集でしたが、七巻は元にもどって明あ日す太たの視点からのお話です。楽しんでいただけましたでしょうか？


    　高校の文化祭の準備のとき、多くの部でＯＢによる差し入れがありました。吹奏楽部など、歴史が長く由緒正しい部活では上下関係がきちんとしていて、ＯＢの差し入れが「スイカまるごと」だったり、すごくリッチでした。


    　吹奏楽といえば、仕事中には吹奏楽のＣＤをよく聴きます。音色が明るくて楽しい曲が多いからです。昔は複数のＣＤを同時に聴きたい場合はＣＤチェンジャーが必要でしたが、今はＣＤを全部ｉＰｏｄに入れてしまえば、複数のアルバムの曲を自由に組み合わせられるので、とても便利です。


    　作家の仕事は、延々と部屋にこもっての作業です。だから人生のほとんどを過ごす仕事場を少しでも快適にするために、椅い子すとコーヒーメーカーとスピーカーにこだわる人が多い気がします。


    　わたしはＢＯＳＥの小型のスピーカーを使っていますが、ある作家さんの仕事場には９・１スピーカーがありました。全部で十個のスピーカーが部屋中に散りばめられていて、これでホラー映画を観て、背後からゾンビに忍び寄られてみたいと思いました。


    　以前、ガガガのニコニコ生放送に出させていただいたとき、声優の赤あか崎さき千ち夏なつさんが司会なのですが、わたしはスピーカーごしではなく電話ごしに話をさせていただきました。電話の音はふつう、ラジオやテレビの音に比べてこもる感じがするのですが、赤崎さんの声は電話ごしでもはっきりクリアに通ってきて、プロの発声のすごさを実感しました。


    　それ以来、ＣＤだけではなく、声優さんのラジオも仕事中によく聴いています。声がきれいに耳に通るので、音に雑味がなくて聞きやすいです。


    　そのほか、女子モテを書いているときは、女子の優しくたおやかでみずみずしい雰囲気をイメージして、歌声に透明感のある女性シンガーの曲もよく聴きます。


    　ぎん先生は今回も素敵なイラストをたくさん描いてくださって、本当にありがとうございました。ここはどんなイラストになるのかな、と楽しみで、毎回筆が進みます。


    　読者の皆様もご愛読本当にありがとうございます、今後ともよろしくお願いします。


    



    



    
      二〇一三年六月　夏緑＠本場のマイムマイムは超高速でかっこいい
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    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    女子モテな妹と受難な俺⑦


    



    ２０１３年７月26日　電子書籍版発行


    著　者　夏緑


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　代田雅士


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１３年７月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸMIDORI NATSU 2013　ISBN978-4-09-451426-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0219_01.png





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.png





OEBPS/Images/i-0103_01.png





OEBPS/Images/i-0081_01.png





OEBPS/Images/cid-07652.png





OEBPS/Images/cid-07766.png





OEBPS/Images/cid-07726.png
,,xm





OEBPS/Images/cid-07642.png





OEBPS/Images/i-0197_01.png





OEBPS/Images/i-0013_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		一章　俺が文化祭の準備をすると妹の機嫌が悪い件



		二章　妹と妹の親友が何やらギクシャクしている件



		三章　俺と小麦が放課後デートするはずがない件



		四章　女子の中に俺だけ男子な文化祭の件



		五章　俺と凛世が二人で買い出しに行った件



		六章　フォークダンスが美少女サンドだった件



		あとがき



		奥付











OEBPS/Images/cid-13803.png





OEBPS/Images/i-0175_01.png





OEBPS/Images/i-0011_01.png





OEBPS/Images/cid-07972.png
1





OEBPS/Images/i-000a.png
Midori Natsu

15ZAh:Eh






OEBPS/Images/i-0117_01.png





OEBPS/Images/i-0002_01.png
DESIGN:Shun Mizuki(+INNOVATION])





OEBPS/Images/i-0099_01.png





OEBPS/Images/i-0113_01.png





OEBPS/Images/i-0037_01.png





OEBPS/Images/cid-07753.png





OEBPS/Images/i-0205_01.png





OEBPS/Images/cid-07647.png
r‘éé
o





OEBPS/Images/i-0057_01.png





OEBPS/Images/cid-07749.png





OEBPS/Images/i-0010_01.png
Qi

oYl & T
BfeAE %
FARME . BRFELE A FEHFNDLE T HORIFEE TR,
L9 989 S
BmSEF
SHBEBERICNVAY,

TKEKEBDIN—T s 77> B HIH

KDk SR—F4E
% BT YL €

Splue
V> IZ50%,

FORER T FHWRGYY

BR— A AR TS
P @ S &

Eplz

It RIREE THEA 25, BH S BOBOVRTERL.

B 99 ©
2

Eo DA NIVRD YU TUKKEE .S
O e B @

AL HEP
KOBR T2ECROLRES 2O BEEELTEELLY

=

FDAR—hH—,

SR—EA

e





OEBPS/Images/i-0163_01.png
|
‘ Q /«%- A
,//YA N\ ijjwm.
~ \ / ﬁ = \\ ‘






OEBPS/Images/i-0006-0008_01.png





OEBPS/Images/cid-07688.png





OEBPS/Images/i-0125_01.png





OEBPS/Images/i-0001_01.png





OEBPS/Images/i-0009_01.png
Midori Natsu \ . .

y ]
o 15AM:Eh





OEBPS/Images/i-0143_01.png





